














死神令嬢と死にたがりの魔法使い




【電子特典付き】








七海ちよ





[image: ]

電子版 ビーズログ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　誰だれが呼んだかこの国には、『死神令れい嬢じよう』と呼ばれる女性がいる。

　曰いわく、彼かの女じよと婚こん約やくした男性は例外なく死亡する、とのこと。

　もちろん、ただのくだらない噂うわさだ。根こん拠きよも何もない馬ば鹿か馬ば鹿かしいもの。いつもの私ならば、噂する人々を余よ程ほど暇ひまなのだ、と呆あきれさえしただろう。

　──その死神令嬢とやらが、私でなければ。

　クシェル・ロッシュ。現在十七歳さいである私は、これまで三度の婚約をしたが、その三人の男性は病や戦場、事故と、それぞれ別の理由で死亡した。

　当然、私は何もしていない。そもそも顔を合わせたのも婚約の挨あい拶さつをした一度だけだ。何かできるはずがない。腕わん力りよくもなければ魔ま法ほう使つかいでもない私に、男性を三人も死に追いやるなど不可能だ。

　ただただ偶ぐう然ぜん、不幸が続いただけの話である。しかし、誠まことに遺い憾かんながら、人間は下世話な噂話を好むのだ。

『死神に取り憑つかれた女』の称しよう号ごうは、人々の好こう奇き心しんを大いに刺し激げきしたらしい。

　あることないこと、ないこと、ないこと、くらいの勢いで噂話は広まり、社交の場に出ても遠巻きに視線を集めるようになってしまった。無論、悪い意味で。

　そんな女に近付く人間などいやしない。みんな安全なところから珍ちん獣じゆうを眺ながめたいだけなのだ。

　このままでは、私は遠からず立派な嫁ゆき遅おくれとなるだろう。それはあまり望ましくない。私にとっても、周囲にとっても。

「亡なくなられた方にこんなことを言うべきではありませんが、本当は少し心配していたのです。どの方もあまりいい話を聞きませんでしたから」

　そう言って困ったような微笑ほほえみを見せるのは本来従妹いとこであり、二つ年下の義いも妹うとでもあるアマーリエ・ロッシュだ。

　金色に輝かがやく真まっ直すぐな髪かみは、その心根を象しよう徴ちようするよう。瞳ひとみの色は碧あおく、澄すんだ印象である。全体的に柔やわらかで可か憐れんな面おも立だち、眼まな差ざしの優やさしさはアマーリエの美しい心そのものだった。

　自分の父譲ゆずりで少し癖くせのある茶色の髪も、母によく似た緑色の目も気に入っている。それでもやはりアマーリエの姿を見ると、端たん整せいな顔立ちもそうだが、キラキラとした色しき彩さいに綺き麗れいだなあ、とうっとりする。

　自じ慢まんの従妹で、誰よりも可か愛わいい私の義妹。こうして、彼女の部屋で向かい合い、お茶を飲みながら語らい合うことが私にとって何よりも楽しみな時間だった。

「まあ、そもそも全員、父や祖父みたいな年ねん齢れいの方だったしね」

　両親を事故で亡くした私を引き取ってくれた叔お父じであり、アマーリエの実父が用意してくれた縁えん談だんは、どれもロッシュ家に利をもたらすものだったが、正直言って気は進まなかった。

　それでも、それがロッシュ家のためと思えば受け入れられた。ひいてはアマーリエのためにもなるからだ。可愛い妹にはできるだけ平へい穏おんで幸福な人生を歩んでほしい。

　それなのに、このままでは結けつ婚こんなど夢のまた夢。最近では、もういっそさっさと修道院にでも入ろうかと考えている。

　万が一の可能性も、そろそろ無視できなくなってきたし。

「お父様はひどい。お姉様自身のことを、何も考えてくださらない」

　アマーリエが、その碧へき眼がんを悲しみに染める。

　叔父は両親を亡くした私を引き取ってくれたものの、まったく関心を示さない人だった。だからといって、不当な扱あつかいをされるわけではなく、ただただ存在を認にん知ちされない空気のように扱われていた。

　叔父の兄にあたる私の父とは随ずい分ぶん折り合いが悪かったらしいので、こうして引き取ってくれただけで感謝すべきだろう、と思っている。

　それでも優しいアマーリエは私が蔑ないがしろにされている、と悲しんでくれているのだ。

「叔父様はロッシュ家の当主として、尽じん力りよくされているだけよ」

　叔父に、私にまで気を使ってくれと求めるのは、贅ぜい沢たくが過ぎるだろう。

　この話を続けるとアマーリエがますます気に病やんでしまうので、早々に切り上げることにした。
















「さて、私はそろそろ厨ちゆう房ぼうに戻もどるね」

　空からになった二人分のティーカップを、ワゴンの上に戻す。身に付けている使用人のお仕着せの裾すそが揺ゆれて、アマーリエが困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「お姉様のことは尊敬しておりますが、そうした振ふる舞まいはどうかと思います」

「動きやすくて気に入っているのよ」

　悩なやまし気な彼女の言葉に、私は軽く笑って肩かたを竦すくめる。

　両親を亡くし、ロッシュ家は叔父が継つぐこととなった。その際、このロッシュ邸ていに叔父一家が移り住んできたのだが、当時の幼い私はその環かん境きようの変化にすぐ馴な染じむことができなかった。変わらないものを求めた私は、両親が健在の頃ころからロッシュ家に仕えてくれている使用人たちのそばに、安らぎを見み出いだしたのだ。

　その生活の中で使用人の仕事に興味を持ち、炊すい事じや洗せん濯たく、掃そう除じに縫ぬい物ものまで教えてもらった。だから、お茶の準備や片付けなどは、むしろ楽しんで行っていることだ。

　お嬢じよう様さまのすることではないから、と使用人たちは叔父の目を気にしつつ、こっそりと教えてくれていたのだが、私に無関心な叔父はそのことに気付いても何も言うことはなかった。

　叔父が唯ゆい一いつ私に求めたのは、社交の場で恥はずかしくない淑しゆく女じよであることだけ。

　今では、使用人のお仕着せまで借りて堂々と厨房に入はいり込こんでいる。腕うで前まえとしては一応、他の人の足を引っ張らない程度には手伝えるようになったつもりだ。

「それでは本当に、使用人のようです」

　私のあやふやな立場を案じてくれているアマーリエは、ロッシュ家の娘むすめらしくしてほしいと思っている。私の存在が、きちんと尊重されるように。

　その気持ちは嬉うれしいけれど、どうしてもこうして身体からだを動かす時間が気楽で、やめられないでいた。

　そうこうしていると、部屋の外から荒あら々あらしい足音が聞こえてきた。使用人は足音や振る舞いにも気を付けている。現在、共に暮らしているアマーリエの母も同様だ。つまりこの家で足音を立てる人間は限られていた。

「クシェルはいるか！」

　案の定、入室伺うかがいもなく扉とびらを開けたのは現ロッシュ家当主であり、アマーリエの父であり、私の叔父だった。てっきり、アマーリエに用事だと思っていたのに、私の名前を呼ばれたものだから驚おどろいた。

　いつもなら、精せい々ぜい娘といる私に一いち瞥べつを向けるだけだ。アマーリエも不思議に思ったのだろう。戸と惑まどいがちな彼女の目も、私へと向けられる。

　叔父はその目を、焦あせりに染めていた。その中にほんの少しの興こう奮ふんも感じられるような気がして、恐おそれおののく。こんな叔父は初めて見た。

「どうかなさいましたか？」

　名を呼ばれたので、返事の代わりに尋たずねる。叔父は珍めずらしく私を真正面から見つめ、勢いきおい込こんで告げた。

「喜べ！　今度こそ、おまえの嫁とつぎ先さきが決まった」

　何ともまあ命知らずな。

　それが、四度目の縁えん談だんに対する私の素す直なおな感想だった。
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『世界で最も偉い大だいな魔ま法ほう使つかい』

　そのあまりにも仰ぎよう々ぎようしく、つまらない冗じよう談だんみたいな称しよう号ごうを持つのが、私の夫となるジギスヴァルト・レーベン、その人らしい。

　かつて当時の王子殿でん下かと共にこの国を救った英えい雄ゆうだとか。戦争、天災などから、この国を、この世界を何度も救ったという話を聞いた。その一方で、怒いかりを買えば一国など容易たやすく滅ほろんでしまうだろう、という恐おそろしい情報まで得てしまった。

　それは最も早はや、ジギスヴァルト・レーベン自体が天災なのでは？　と思った言葉はなんとか飲のみ込こんだものである。

　そして、これが結けつ婚こんする身としては割と重要な情報だったのだが、なんと御おん年とし三百を超こえるらしい。六十年も生きれば随ずい分ぶん長生きだと思うのに、その五倍。

　一体どんなおじいちゃんなのやら。

　身近に魔法使いがいないのでいまいちピンとこないが、寿じゆ命みようまで人にん間げん離ばなれしているらしい。未知の領域過ぎて、羨うらやましいとも何とも思えなかった。

　正直随分気が引けたが、この婚こん礼れいは国からの命令だった。何でも、その偉大な魔法使いたるジギスヴァルト・レーベンが私を指名し、強く結婚を望んだらしい。

　逆らえるはずがない。きっと両親が生きていても、この婚礼から逃のがれることはできなかっただろう。私の嫁とつぎ先さきを探し、その度に失敗していた叔お父じは当然喜んで私を送り出した。

　けれど、ジギスヴァルト・レーベンの恐ろしい噂うわさを聞いたアマーリエだけは、ロッシュ家を発たつそのときまで、『こんなのひどすぎます』と泣きながら私を案じてくれた。

　国からの命令に逆らえば、優やさしい彼かの女じよにもしわ寄せがいくだろう。そうさせないためにも、私は覚かく悟ごを決めて嫁ぐことができた。

　御年三百のおじいちゃんのお相手くらい、立派に果たしてみせますとも。

　そうして、世間で面おも白しろおかしく噂される死神としての力が発はつ揮きされるよりも早く、今度こそ嫁ぐことが叶かなったのだ。四度目の正直である。




「『結婚証明書』と『通行証』はこちらにございますので、お持ちください。それでは、どうぞご武運を！」

　ここまで送ってくれた御ぎよ者しやが、高らかに口にする。おおよそ嫁ぎに行く女性に向けるとは思えない言葉を残し、馬車はすたこらさっさ、と来た道を戻もどって行った。

「い、いやいやいや。せめてもうちょっと、もうちょっと何とか……」

　思わず頼たよりない声が漏もれる。先方の要望により、侍じ女じよも付けず、持参金も持たず、わずかな衣類と身の回りのものだけを鞄かばんに詰つめ、一人馬車に揺ゆられてきた私は、森の中であっさりと馬車から降ろされた。

　結婚証明書はともかくとして、『通行証』とはなんだろうか。門番でもいるのかもしれない。そう考えながら見み据すえた先には、細い一本道が続いている。森の中のこの道を真まっ直すぐ行くと、ジギスヴァルト・レーベンの家があるらしい。

　耳元で囁ささやかれるように、木々のさざめきが大きく聞こえる。それがもう嫌いやになるほど、不気味に感じられた。馬車に対し、せめて家のすぐそばまで一いつ緒しよに行ってほしい、と思うのは私の我わが儘ままなのだろうか。いや、そうは思いたくない。

「すごい、劇的に不安になってきた……」

　顔を青ざめさせていた御者と、逃にげるように去っていった馬車の後ろ姿が気にかかる。

　腰こしが引けても、こんなところで立たち尽つくしているわけにはいかない。この場にいて、動物にでも襲おそわれる方が恐ろしいはず。たぶん。そういうことにして。

　二度、三度と深呼吸をし、覚悟を決めて息を吞のむ。よし、と一つ頷うなずいてから恐る恐る歩き始めた。

　森の中に家があるとは聞いていたので、比較的歩きやすい靴くつは選んだものの、あくまで『比較的』。ドレスに見合う程度である。華はなやかなドレスを身に付けていることにも、後こう悔かいしかない。仕方ないではないか、一応これでも花はな嫁よめなのだ。ドレスくらい着る。森の中で荷物を抱かかえ、一人寂さびしく歩いていたとしても。

　貴族の娘むすめとしては、あり得ない婚礼だろう。本来花嫁とは教会で式を上げ、侍女や家財を伴ともない、夫となる人の家の前まで馬車で向かうのだ。それがどうした私。途と中ちゆうで馬車から降ろされ、出で迎むかえもない。

　嘆なげいていても仕方がない、と思って何とか振ふり返かえらずに進む。一歩進めば進むだけ、より一層の不安に駆かられた。森の中にしては、道がならされているのが不幸中の幸いか。そう己おのれを慰なぐさめながら歩いていると、ようやく家らしき影が見えてきてほっとした。

　木造の、少々頼りない印象の家だった。門はなく、とてもじゃないが門番などが立っている様子もない。

　ロッシュ家の邸てい宅たくに比べると随分こぢんまりしていた。確かにこの家ならば、侍女と共に嫁いでくることは難しかったかもしれない。そんなに人や荷物を収容できるようには見えなかった。

　平屋で開けた場所に建てられているが、部屋数は如い何かほどだろう。まるで想像がつかない。家の隣となりにある、レンガ造りの小さな小屋からも煙えん突とつが伸のびていた。

　民家である。城下町でも見かけないようなそれは、古ぼけ、些いささか強度が心配だが、きっと民家なのだろう。もう荷物を抱えて歩きたくなくて、私はここがジギスヴァルト・レーベンの自宅であると確信することに決めた。

　大きな木が陽の光を遮さえぎる森は薄うす暗ぐらく、空気がひんやりとして、空恐ろしく感じてしまう。とにかく人間に会いたい。それが、恐ろしいと噂される魔法使いであったとしても。

　何となく周囲をきょろきょろと見回し、深呼吸をして再び覚悟を決めてから、目の前の玄げん関かんと思おぼしき扉とびらを叩たたく。

「ごめんください」

　そのまましばらく待つが、何の返事も得られない。まさかとは思うけれど、本当に空あき家やではあるまいな。

　しかしこれ以上進むための道は見当たらず。森の中をかき分けて進むことになれば、いい加減泣いても許される気がする。

「あの、ごっ」

　もう一度声を掛かけて扉を叩こうとすれば、それよりも早く、勢いよく扉が開かれた。外開きの扉を慌あわてて後ずさって避さける。あと一いつ瞬しゆん遅おそければ、扉を顔面で受け止める羽目になっていたことだろう。

「どちらさまですかー！」

　声に引き寄せられるように視線を下へ向ければ、そこには十にも満たないような年ねん齢れいの男の子が、両手で扉を押おさえて立っていた。身体からだが小さいので、扉に抱だき着つくようになってしまっている。

　亜あ麻ま色いろの髪かみはまっすぐで、前髪がさらりと流れる。滑なめらかな頰ほおにはほんのり赤みが差し、幼げな曲線を描えがいていた。

　可か愛わいい。思わずだらしなく微笑ほほえんでしまいそうなほど。

　男の子は零こぼれそうなくらい目を丸くして私を見つめると、それから大きく口を開いた。

「わあ！」

　紫むらさき色いろの目を輝かがやかせ、男の子は元気の良すぎる歓かん声せいを上げる。

「ぼく、女の子ってはじめてみました！　ディッくんのもってたお人形さんみたい！」

　小さな男の子らしい甲かん高だかい声が響ひびく。大きな目をぐるぐると動かし、私の姿を観察しているのが分かった。居い心地ごこちは悪いが、少なくとも悪意があるようには感じられない。

「あ、あの……」

　戸と惑まどいがちに声をかければ、男の子は『あっ』と何かに気付いたように目を見開き、それからきりっと表情を引ひき締しめた。小さな子どもなので、引き締めても可愛いままだった。

「ちゃんとおはなし聞いてました！　ぼく、ジトくん呼んでこられます！」

　そう言って、止める間もなく男の子は私に背を向け、家の中へ入って行った。

　玄関からすぐの部屋は居間のような造りらしく、食事などに使われているだろう机が真ん中にあり、部屋の奥おくには暖だん炉ろが見えた。木造の家だが、暖炉の部分だけは煉れん瓦がになっている。

「ジトくん、ジトくん！　お嫁よめさんですよー！　女の子ー！」

　小さな男の子が、飛とび跳はねそうなくらい元気よく扉を叩いている。廊ろう下かがない間取りのようで、居間から直接別の部屋に繫つながっているらしい。

　お嫁さん、と私を呼んでいたので『ジトくん』とはジギスヴァルト・レーベンのことであると推すい測そくされる。

「うるさいぞ、ノイ」

　扉とびらが開くような音と共に、とても機き嫌げんが良好とは思えない男性の声が聞こえた。少々掠かすれてはいるものの、年老いた印象は受けない。どちらかというと寝ね起おきのような声だと思った。

　どうやらノイくんというらしい男の子にローブの裾すそを引かれて現れたのは、老人らしい白はく髪はつの──しかし、どうにも老人らしからぬ人物だった。

　その面おも立だちに、重ねた年輪を思わせるような皺しわがない。髪の色こそ一点の曇くもりもない白髪だが、若々しく、顔を見ただけならば青年にしか見えなかった。二は十た歳ち前後といったところだろうか。

　すっきりとした目鼻立ちは非常に整っており、『美』や『麗れい』の言葉で形容して然しかるべきだと思われる。どこに消えた齢よわい三百。まさか誤った情報だったのか。
















　ノイくんとよく似た紫色の瞳ひとみが不機嫌そうに細められ、ジトりと私を見据える。もしかしたら、ジト目だから『ジトくん』なのかもしれない。

「おまえがロッシュ家の娘か」

「え……ええ、そうです」

　思わずじっと見つめてしまっていたが、慌てて返事をする。そこで気付いた。よくよく考えてみれば、彼かれはジギスヴァルト・レーベンではない、という可能性もあるだろう。

　式は挙げず、教会から結婚証明書を発行してもらっただけの婚こん姻いんである。それすらも私の持参という形だ。

　おおよそ一いつ般ぱん的てきとは呼べない結婚なので、これまで夫となる人の顔を見たことがなかった。

「僕ぼくがジギスヴァルトだ」

　と思った矢先に、その可能性は潰ついえた。どうやら彼が噓うそを吐ついているというオチでもない限り、目の前の青年が正真正銘のジギスヴァルト・レーベンらしい。

　真っ黒なローブに身を包んだ彼は、腕うでを組んで私を見下ろす。彼がどうしてもと言って私を妻に望んだ、と聞いていたのだが、どこからどう見ても歓かん迎げいされているようには見えない。

「初めに言っておく。僕はおまえに何も望んでいない。妻としての役目も、振ふる舞まいも、何もする必要はない。僕が望むのはただ一つ」

　あくまでも、どこまでも不機嫌そうに、彼は口にする。

「僕の妻として、ここにいること」

　それだけだ、と告げると彼はすぐに身を翻ひるがえそうとする。話は終わりだ、と言わんばかりの態度に、私は大いに慌てた。両手に抱えていた荷物をいったん床ゆかに放り、翻されたローブをわし摑づかむ。

　とりあえず、態度が冷たいとか、あなたが望んだ結婚じゃないのかとか、ただここにいることとはどういうことなのだ、とかそういったことは一いつ旦たん横に置いて。

「あ、あの！」

　振り返った彼の、鬱うつ陶とうしそうな視線にも負けず、私は問い掛ける。

「ご、ご子息がいらっしゃるのですか……？」

　紫の目が、わずかに見開かれる。その視線は私のものと併あわせて、一人の存在へ向けられた。

「どうしました？」

　つぶらな瞳のノイくんが、可か愛わいらしく小首を傾かしげている。私の問いの意味を正確に理解したのだろう。ジギスヴァルト・レーベンは相も変わらず不機嫌そうな顔をして言った。

「ノイには身の回りの世話をさせている」

「では、ご子息では……」

「違ちがう」

　はっきりと否定され、改めて二人の容姿を見比べる。

　目の色は二人とも紫だが、否定されてみれば確かに容姿が似通っている、というわけではないかもしれない。髪の色も違えば、ジギスヴァルト・レーベンに比べ、ノイくんは天てん真しん爛らん漫まんで温かみのある顔立ちをしている。

　しかし、身の回りの世話をさせている、ということは、ノイくんは彼に雇やとわれているのだろうか。住すみ込こみで働く子どもも珍めずらしくはないらしいが、一人で成人男性の生活の世話をするのは骨が折れるだろう、と思う。

「こっちが、クルちゃんのお部屋ですよ」

　ジギスヴァルト・レーベンは私の手から結婚証明書と通行証をひったくると、自室らしき部屋に戻っていった。私はその後、ノイくんに家の中を案内されている。そこは居間にある三枚の扉の内の一枚で、先さき程ほど彼が戻って行った部屋の、向かって右隣になる。

「クルちゃん？」

　突とつ然ぜんの呼こ称しように私が首を傾げれば、ノイくんはどこか得意げな様子で胸を張った。

「クルちゃんは、クシェルちゃんだからクルちゃんなのです！」

　咄とつ嗟さにどういう意味なのか分からなかったが、少々考え込んでようやく理解する。名前の最初と最後の一文字を取っているのか。

　ということは、ジトくんという呼称もジギスヴァルトという名前から同じように抜ぬき出だしているのだろう。どうやらジト目が理由ではなかったらしい。

　案内された部屋では生活感のない寝しん台だいと文ふ机づくえが突つき当あたりに寄せてあり、手前には本ほん棚だながあった。しかし本は整せい頓とんして並べられてはおらず、棚たなの中で平ひら積づみにされている。簡かん素そな寝台や文机に比べ、随分と乱雑な印象を受けた。

　その隣には小さな収納棚も置かれている。

「本棚以外は好きにしていいって、ジトくん言ってました！」

　逆を言えば本棚には触さわるな、ということだろうか。それならば私が触れないよう片付ければいいのに、と思うがすぐにその思考を改める。

　台所や居間の様子を思い返したのだ。壺つぼや瓶びんが並び、沢たく山さんのものが積み重ねて置かれていた。あまり片付けが得意ではないのだろう。この沢山の本も、彼の私室と思しき部屋に収まらなかったのかもしれない。

　ロッシュ邸に比べると、随分手て狭ぜまな家だった。家族だけではなく幾人もの使用人を抱える邸宅と、森の奥で二人暮らしをしていたらしい民家を比べるのが間ま違ちがいなのだろう。

　それでも私室をもらえ、問題なく寝起きができるならばそれで十分だった。向こうが望んで嫁いできた私に対し、妻として何もするな、と言う人なのだ。これで寝室を共にすることになれば、いたたまれない思いをしたに違いない。

　森の中の小さな家。私の経験したことのない苦労もきっと沢山あるのだろう、と思う。

　それでも、けして多くは望むまい。私は安住の地を求めてここへ来たのではない。ロッシュ家のため、アマーリエのため、お役目を果たすためにここまで来たのだ。

「ありがとう」

　礼を言って、とりあえず、と荷物を置く。早くドレスも着き替かえてしまおう。普ふ段だんに比べて華か美びな服装はそれだけで肩かたが凝こる。それに加えて緊きん張ちようと不安を抱え、大きな手荷物を持ってここまで歩いたのだ。肉体は休息を欲ほつしていた。

　ふと気付けば、ノイくんが私のそばにくっついて、何やら顔を輝かせながら見上げてくる。その表情から私に何かを求めていることは伝わるが、それが何かまでは分からない。

「どうかしたの？」

「ちゃんと案内できました！　だから、ぼくとってもいい子だと思うのです」

　期待に満ちた紫の目が、キラキラと私を見つめる。

　何だろう、何を求められているのだ、と焦あせりが生じる。答えを探し求めて思考を巡めぐらし、今の彼とよく似た表情に覚えがあることに気付いた。

　何かを頑がん張ばったときに、私を見つめるアマーリエの表情に似ているのだ。

「えっと……えらいね。ありがとう」

　これでいいのか、間違っていたら何だかとっても痛ましい気がする。

　冷や冷やと嫌な汗あせをかきながら、審しん判ぱんを待つ罪人の気持ちで待機すれば、ノイくんは諸もろ手てを挙げて歓声を上げた。

「褒ほめられました！」

　非常に嬉うれしそうである。よかった、どうやら私の反応は間違っていなかったらしい。ほっと安あん堵どする。

　それで満足した様子のノイくんは、パタパタと足音を立てながら部屋から出て行った。

　微笑ましい気持ちでそれを見送って、私は着替えないと、と思いながらも寝台に腰掛ける。そのまま誘ゆう惑わくに勝てずにこてんと転がった。

「疲つかれた……」

　呻うめくように言葉が漏れる。寝ね転ころぶと、余計に疲ひ労ろうを実感した。全身がいやに重く感じる。

　とても歓迎しているようには見えないジギスヴァルト・レーベンの顔を思い出し、これからどうなるのだろう、と思う。私はこの家でどんな風に過ごすのか、まるで想像がつかない。

　とりあえず着替えて、荷物の整理をして……そう考えている内に、私はいつの間にか眠ねむりに落ちていった。

　そのまま朝まで眠ってしまい、一応新しん婚こん初夜であるはずの一日は、あっさりと終わりを迎えたのだった。
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　ジギスヴァルト・レーベンの家で朝を迎え、私が一番に行ったのは縫ぬい物ものだった。

　これでも一応貴族の子女であるからして、華美ではないがその身分に見合った服を持参した。その中でも比較的地味なものを選えりすぐり、この家で普段使いできるように手を加えることにしたのだ。

　気合を入れて取り掛かった私は、とりあえず今日着き替かえる分だけでも、とさっさと縫い物を終わらせようとする。華やかな装そう飾しよくを取り外し、開きがちな胸むな元もとには布をあて、動きやすそうな形に整えることができた。

　使用人部屋に入いり浸びたり、刺し繡しゆうだけではなく、縫い物全ぜん般ぱんを教えてもらっていて本当によかった、と過去の自分に賞賛を贈おくる。

　とりあえず着き替がえを用意して身を清めたい、と縫い物に取り掛かっていた私は、その出来に満足して部屋を出る。部屋の扉を開けるとそこはすぐに居間に繫がっているので、暖炉に薪まきをくべているノイくんの姿を見つけることができた。

　秋も深まり、風が冷たくなってきた。とりわけ森の中は肌はだ寒さむく、暖かそうな暖炉の火を見るとほっとする。

「あ、おはようございます！」

「おはよう。温かいね、ありがとう」

　温ぬくもりが心地ここちよくて、素す直なおに礼を言えばノイくんは嬉しそうに破顔する。嬉しい楽しい、という感情をはっきりと示す姿は、見ているこちらの心が和なごむ。

　ノイくんは暖炉の前でくるりと身を翻し、居間の中央にある机を挟はさんだ向こう側から私に問い掛けた。

「よく眠れましたか？」

「うん、ぐっすり」

　正確には力尽きていたのである。ドレスのまま変な体勢で寝てしまったので、ドレスは皺になるし、身体も痛い。ぐっすりとは眠れたが、睡すい眠みん満足度としてはいまいちだった。

「それはよかったです！　あ、そうだ。クルちゃんはお風ふ呂ろ好きですか？」

「え、もしかしてお風呂があるの？」

「あるです！」

　思わず歓声を上げそうになる。ロッシュ家にも風呂はあった。しかし、貴族の邸てい宅たくには定着してきたが、一般市民にとっては街に大衆浴場があればいい方だと聞いている。

　そのため、森の奥にあるこの小さな家に風呂があるとは思っていなかった。これからの時期水浴びは辛つらい、と思っていたので嬉しい誤算だ。期待に胸が高鳴る。

「ジトくんの魔法ですぐにあったかですよー！」

　嬉しそうにノイくんが語る。その様子は誇ほこらしげにも見えて、ジギスヴァルト・レーベンに好意的な感情を抱いだいていることが伝わる。

「いまから入りますか？　ノイくんすぐに用意するですよ！　……あっ」

「どうしたの？」

「ノイくん間違いました。ノイくんじゃないです。ぼくです」

　先程まで上機嫌だったノイくんは、途と端たんにしょんぼりと肩を落とす。

「ノイくんのことは、ぼくと言うんだとディッくんに教えてもらいました。でも時々間違います。反省」

　ディッくんとやらがどなたかは分からないが、どうやらノイくんは一いち人にん称しようを矯きよう正せい中ちゆうらしい。それまでは自分のことを『ノイくん』と呼んでいたのだろう。

　分かりやすくしょんぼりして見せるのが可愛いなあ、と思う。ノイくんは十歳に満たないくらいと思われる外見よりも、その挙動からか更さらに幼い印象を受ける。大いに庇ひ護ご欲よくをそそられた。

「大人おとなになるまでに直せばいいと思うよ」

　だから焦らなくていいよ、そう伝えるつもりで言えば、ノイくんは私に向かってくりくりと目を丸くする。心底不思議そうに首を傾げ、至し極ごく当然のことのようにこう言った。

「ぼく、大人にはならないですよ」

　どういう意味か問う前に、何かが弾はじけるような軽い音がした。光が瞬またたいたと思ったら、ノイくんの姿が見えなくなる。

「ノイくん!?」

　慌ててその姿を探し、目の前の状じよう況きようを理解できずにいれば、あまりにも気軽な声が聞こえてきた。

『ここですよー！』

　甲高い声は確かに、子どもらしいノイくんの声だった。きょろきょろとあたりを見回すと、私たちの間にあった机の陰かげから、ひょっこりと姿を現すものがいた。

　むくむくと丸い頭は布で作られている。それは、私の膝ひざくらいまでの大きさのぬいぐるみだった。

　男の子の姿をしたぬいぐるみの、紫の石のような目が私を見上げる。

『じゃーん！　ノイくんです！』

　聞き覚えのある声は無む邪じや気きな男の子そのもの。亜麻色の髪のぬいぐるみが『誰だれ』であるか、名乗られてもすぐには吞み込めなかった。

『おとなの大きさになるにはたくさん魔力がひつようだから、小さいままでいいってジトくんが言ってました！』

　そう説明されても、あまりにも理解の範はん疇ちゆう外がいで、思わず聞き流してしまいそうになる。何とか気を取り直して、慌てて先程の説明を反はん芻すうしてみた。

　どうやら大人にならない理由を説明するために、ぬいぐるみの姿を見せてくれたらしい。

　魔法使いなんて存在が身近にいなかった私にとって、その光景は奇き異いなものでしかない。火をおこし、水を流し、風を吹ふかせ、大地を動かすと言われる魔法使いは、人形に命を与あたえることもできるのか。

　きっと私の常識では計れないことが、今後も沢山出てくるんだろうなあ、と察して眩暈めまいがしそうだった。とりあえず唯ゆい一いつ分かるのは、どうしてそうなるのか？　なんて考えても魔法使いではない私には何も分からない、ということだけ。

　だから深く考えるのはやめて『そういうものなのだ』と納なつ得とくすることにした。心の平へい穏おんには必要な措そ置ちである。

「お……お風呂使ってもいいかな」

　自分の常識外の出来事を目の当たりにして眩暈を起こしそうになっていた私は、何とかその言葉だけを絞り出す。

　気持ちを落ち着けるためにも、心がより強くお風呂を求めていた。ぬいぐるみ姿から、またポンッと人間の男の子の姿となったノイくんは、快こころよく風呂場へと案内してくれる。

　どうやら自分の意思で、気軽に人間やぬいぐるみの姿になれるようだ。

　家の隣に在った、あの煉瓦造りの小さな小屋が風呂であったらしい。浴よく槽そうの下の薪をくべる部分には赤い石が埋うめ込こまれており、ノイくんがそれに手をかざすと簡単に火が付いた。

「魔ま法ほう石せきです！　魔ま力りよくをこめると、お手伝いをしてくれます」

　ノイくんの説明から察するに、魔法石とは魔法を起こしやすくしたり、その効果を高めるためのものらしい。初めて見たが、魔法使いにとっては身近にあって当たり前のものなのだろうか。

　よくよく見ればこの家には至るところに魔法石らしきものが埋め込まれており、それによってノイくん一人でも簡単に家の仕事ができるようになっているようだ。

　いつもパタパタと忙いそがしく働いてくれていた、使用人たちの姿を見てきたからこそ強く思う。

　いいな！

　これがあれば、あの仕事もこの仕事も、手早く簡単にできるだろう、なんて考えながら入浴を済ませる。一人で魔法石に対しての夢を膨ふくらませていると、動どう揺ようしていた心も落ち着いてきた。

　風呂から上がると、ノイくんが用意してくれた布で髪の水気を取る。先程縫い直した服に着替え、風呂場から家に戻った。

「おかえりなさい！」

　すると、上機嫌な様子で本を読んでいたノイくんに出迎えられる。どうやらノイくんは、普段居間で過ごしているらしい。椅い子すに座すわって楽しそうに本を開いているようだが、よくよく見なくてもそれが逆さを向いていることに気付く。

「お風呂ありがとう。本、逆さだけどいいの？」

　そう問えば、ノイくんはきょとんと目を丸くする。それから本へ視線を向け、閃ひらめいた様子で顔を輝かせると、素す早ばやく本の向きを正した。

「こうですか？　クルちゃんは本が読めるんですね。すごい！」

　貴族の生まれであるならば、文字の読み書きは当たり前の教養だった。とはいえ、いくら当たり前と思っていても、こんな風にてらいなく褒められるとどうにもくすぐったい。

「ぼくは読めないから、こうやって勉強中です！」

　覗のぞき込こんでみれば、それは有名な御お伽とぎ噺ばなしを絵本にしたもののようだった。悪者に攫さらわれるお姫ひめ様を、勇気ある王子様が救い出す、英えい雄ゆう譚たんであり、恋こい物もの語がたり。私も、何度もアマーリエと一緒に読んだことがある。

「今どのくらい分かるの？」

「うんと、絵がきれいなことはわかります！」

　私が聞きたかったのは、識字力についてだったのだが、返答が可愛すぎて細かいことはどうでもよくなった。

　隣の椅子に座り、ノイくんの顔を覗き込む。にこにこと笑う顔は、人間の男の子にしか見えなかった。

　しかし、先程見たぬいぐるみの姿は夢でも幻まぼろしでもない。火をおこしたり、風を吹かせたり、といった魔法は聞いたことがあるが、ぬいぐるみに命を与える魔法があるなんて初めて知った。

　さすがは世界で最も偉大な魔法使い。さすが齢三百といったところだろうか。いや、齢三百は関係ないかもしれないけれど。ついでに言えば、あの見た目からして、齢三百は何かの間違いなのだろうけれど。

「そうだ。クルちゃんはご飯どうしますか？」

「ご飯？　いつもはどうしてるの？」

「ぼくは食べないんですけど、ジトくんはときどきなにか作ってます。人間はなにか食べないと、死んじゃうとききました」

　それから、ノイくんは少しだけ困ったように眉まゆを下げる。

「ぼくは食べられないから、どういうのがいいのか分からなくて。だから、ごはんは作れないです」

　なるほど、と納得する。ぬいぐるみは食事を必要としないため、どういう状態が『美お味いしく』『食たべ頃ごろ』なのかも判断しかねるだろう。その状態では、料理が非常に難しいことも想像できる。

　台所を使っていいのなら、何か作りたいな、と思った。ロッシュ家では厨ちゆう房ぼうにも入り浸り、我が儘を言って料理の作り方も教えてもらっていたので、簡単なものなら作れる。

　よく考えてみれば、昨日家を出て以来何も食べていない。いい加減お腹なかが減りすぎていた。

「じゃあ、台所を借りてもいい？」

「だーいじょうぶですよー！　物の場所は、ぼくにきいてくださいね」

　明るく受け入れられて朗ほがらかな気分になる。しかし、ご飯を作るとなると一人分は手間な上、自分の分だけ用意するのは気が引けた。

「えっと、彼も食べるかな？」

　ちらり、と昨日ジギスヴァルト・レーベンが消えて行った扉へ目を向ける。今日はまだ一度も顔を合わせていない。ずっと部屋に籠こもっているようだが、先程ノイくんに聞いたところ、彼はいつもそうして部屋にいることがほとんどらしい。

　結婚したといっても、彼が夫であるという自覚はまったくない。ほんの短い間顔を合わせただけで、結婚式もなく、初夜を共にすることもなかった。そんな調子では、初めて会った男を夫として受け入れることに抵てい抗こうを覚えても、無理からぬことだろう。

　向こうだって、私に何も求めていない、と言っていたし。

　そうは思いつつも、せっかく結婚したのならば、良好な関係を築きたい、という思いはあった。何事もなければ、私たちは生しよう涯がいを共にすることになるのだから。

「どうでしょう？　聞いてみますね！」

　そう言うやいなや、ノイくんはぴょんと椅子から飛び降り、ジギスヴァルト・レーベンの部屋へ向かう。コンコン、とノックをして、ジトくんー？　と呼びかけると中からの返事を待つことなく、扉を開けた。

　勝手に開けていいのかなあ、と思いながら私は部屋へと目を向ける。扉を引き開けたノイくんは、扉と壁かべの間に挟まるようになっていた。小さいので、身体が扉にすっかり隠かくれてしまう。微笑ましい気持ちのまま視線を部屋の中へ戻もどした。

　その瞬しゆん間かん、椅子を倒たおす勢いで立ち上がり、思わず悲鳴を上げた私をどうか許してほしい。

「何をやっているの!?」

　叫さけぶように声を上げる。それと同時に、淑しゆく女じよにあるまじき勢いで、部屋の中へ駆け込んだ。

　しかし、その行動も致いたし方ないだろう。否いな、許されて然るべきだ。私は悪くない。たぶん、いや絶対！

　何な故ぜなら、部屋の奥。確かにそこにいたジギスヴァルト・レーベン。

　新婚のはずの自身の夫が、天てん井じようから下げた縄なわで自みずから首を吊つろうとしていた。
















「やめて！　落ち着いて！　早まらないで!?」

　踏ふみ台だいの上に乗り、今にも首を吊ろうとしているジギスヴァルト・レーベンに体当たりをする。私の行動を、驚おどろきに見張った目で見つめていた彼は、咄嗟に抵抗することも、避けることもできず、そのまま踏み台から落ちて後ろ向きに転がった。

　彼の胴どう体たいにしがみ付いたままの私も勢いよく転んだが、必死すぎて痛みを感じない。

「何考えてるの!?」

　半はん狂きよう乱らんになって間近で叫ぶ。すると、ジギスヴァルト・レーベンはようやく我に返ったようにはっとして、しがみつく私を引ひき剝はがそうと身をよじり始めた。

「ええい、離せ！　今ならやれる気がする！」

「何を!?」

「今なら、今なら僕は……！」

　押さえ込もうとする私の下でもがきながら、彼は必死に主張する。やった！　この男、あまり力は強くない気がする！

「せっかく今なら死ねる気がするのに！」

　魂たましいからの主張だと察せられるほど必死な声だった。初対面のときの、あのジト目で淡たん々たんとした男はどこへ行った。今の彼は、自ら作ったと見られる絞こう首しゆ台だいに手を伸ばしてもがいている。

　彼と同じく必死な私も、堪たまらず叫ぶ。

「勝手なこと言わないで!?」

　新婚二日目にして、夫に首を吊られる花嫁のことも考えてほしい。私のこの恨うらみがましい気持ちよ、どうか届けと願った。
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　物々しい雰ふん囲い気きで居間に集まった私たちは、椅子に座って向き合っていた。

　もういっそ、取っ組み合っていると言った方が良さそうな状態になっていた私たちに、ノイくんがどうしてケンカしてるんですか？　と悲しげに問い掛けてくれたことで冷静になれたのだ。

　ジギスヴァルト・レーベンはそれでもまだ、天井から吊るされた縄を名残なごり惜おしげにちらちらと見ていたが、気付かないふりをして強ごう引いんに食しよく卓たくの椅子に座らせた。

　一体どういうつもりで、何があったのか、それを説明してもらわなければならない。

「よくも邪じや魔まをしてくれたな……」

　恨みがましげな声に目を向ければ、その紫の目も実に恨みがましげにどよん、と淀よどんでいた。いくら美形でも、暗あん澹たんとした雰囲気が全てを台無しにしている。私はそれに負けじと見返す。

　二人して暴れて散らかしてしまった室内は、ノイくんが片づけてくれている。そのノイくんに、喧けん嘩かはしないと約束したものの、円満とは程ほど遠とおい空気が流れていた。

「夫が首を吊ろうとしていたら、誰だって止めるでしょう」

「止めなくていい。むしろそれだと何のために結婚したんだ」

　私が聞きたい。そうも必死に首を吊りたがる男が、一体全体どうして結婚しようなどと思ったのか。それも私と。

　彼の先程の行動から何となくの予想を抱きつつも、直接説明を受けるまで引くつもりはなかった。というか、仮にその予想が正解だったとしても認めたくはない。

　ジギスヴァルト・レーベンは顔をしかめ、居心地悪そうに視線を彷徨さまよわせる。不本意そうな様子ではあるものの、ゆっくりと口を開いた。

「……僕は不老不死の呪のろいに掛けられている。首吊り、溺でき死し、飛び降りに、刃物で刺すことも試ためしてみた。けれど痛い思いをするだけで、いつまでたっても死ねやしない。それでもわずかな希望に縋すがるつもりでおまえと結婚したのに」

　それは、つまり。

　私は自分の予想が当たっていたことを、その発言で確信した。

「……『死神』の噂、知っていたのね」

「当たり前だ。そうでなければ誰が結婚などするものか」

　今の発言は、彼が結婚自体に興味がない、ということだろう。けして私だから、ではない。そう思うことにする。たとえ好意のない相手の発言でも、否定されれば傷つくだけの繊せん細さいさは持ち合わせているのだ。

「いや待って、そんなことより。不老不死って何？」

　そんな物語の中だけの単語を、まさかこうして聞く日がくるとは思わなかった。現実味のない言葉に、それだけがふわふわと浮ういて感じる。

「そのままの意味だ」

「そのままって……」

　当たり前のように言われる。ああそうなんですねえ、と納得できない私が偏へん屈くつだとでもいうのか。いや、そんなはずはない。

　半信半疑なのを感じ取ったのか、仏ぶつ頂ちよう面づらのジギスヴァルト・レーベンは不意に手を持ち上げた。左手の服の袖をまくり、右手の人差し指を滑すべらせるように横に動かせば、そこに突然水が現れ渦うずを巻く。

　驚いて声も出なかった。数すう瞬しゆん遅おくれて、それが魔法であることに気付く。話には聞いていたけれど、本当に何もないところから水が出せるのだ、と啞あ然ぜんとした。

　しかし、私が固まっている間に、彼は更に驚くべき行動に出た。

　水の渦はすぐに姿を変える。指先に向かって細く、鋭するどく変化し、瞬く間にまるで氷のように固まった。宙に浮いたそれの、刃やいばのように尖とがった先せん端たんが、止める間もなく彼の左腕に突き立つ。

「なにをっ!?」

「うるさい」

　驚いて立ち上がれば、彼はそんな私に一いつ切さいの関心を払はらうこともなく冷たく言い放った。氷の刃の刺ささった傷口から血が滴したたり落おちる。引ひき抜ぬけば、きっと大量の血が噴ふき出だすだろう、と想像してぞっとした。

「黙だまって見ていろ」

　大した怪け我がなどしたことのない私では想像もつかないほどの激痛だろうに、ジギスヴァルト・レーベンはまるで痛みなど感じていないかのように平然としている。

　そうこうしている内に、氷は突然形が崩くずれ、欠片かけらも残さず溶とけてしまう。彼の肌の上を透とう明めいな水が滴り落ちていた。そして、穴が空き、血が噴き出すと思われた傷口は、

「え？」

　つるりとした、あまり日に焼けていていない肌がそこにあった。一筋の傷すらもなく、そのくせ水と共に流れ落ちた血液だけが、食卓に不気味な染しみを作っている。

「噓……」

　思わず呟つぶやく。確かにさっき、凶きよう器きとしか思えない氷が突き刺さっていたのに。

「傷口を見ないとやはり信じないか。あまり血が出ると片付けが面めん倒どうでやりたくないんだが」

　そう言って、私が呆ぼう然ぜんとしている内に、ジギスヴァルト・レーベンは再び水を出す。またそれを突き刺すつもりか、と気付いた私は慌てて声を上げた。

「やめて！　分かったから！」

　私の目の前で氷は突き刺さっていたし、そこから零れる血も目もく撃げきしたが、彼は確かに無傷である。それに加えて彼のあの死にたがる様子を思い起こせば、それだけ死ねないのかと、察せられる。不老不死というのも、信じるしかなかった。

　それ以上に単純に、これ以上自傷行こう為いをされるのは、とてもじゃないが見ていられない。

「分かったなら理解しろ」

　私が本当に信じているか疑っているのだろう。彼は半信半疑そうな胡う乱ろんな目で私を見つつ、尊大な調子で言い放った。

　それから、ジギスヴァルト・レーベンは立ち尽くしたままの私から目を逸そらし、めくっていた袖を直す。椅子に座る彼の瞼まぶたがそっと伏ふせられるのが見えた。

「三百年前、僕は禁じられていた魔法に手を出した代だい償しようとして、肉体から未来の時間を失った。老いることもできなければ、死ぬこともできない。そのくせ、」

　言葉を続けようとした彼は、そのまま口を閉ざした。あごを引いて俯うつむき、白い髪かみがさらりと流れ、顔が隠れる。表情が見えなくなってしまった。

「だから、いい加減死にたいんだ。もう十分生き過ぎた。そろそろ死にたいと願って何がおかしい」

　それから顔を上げたと思えば、まるで拗すねた子どものように不ふ遜そんな表情でそう口にする。顔が整っているだけに、無む駄だに偉えらそうだった。

　不老不死などという非現実的な単語。あるはずの傷がなくなっていた様子を見ても、まだすんなりとは受け入れられない。

　けれど、実際に齢三百だと言われる彼は若々しい青年の姿のままで、死にたいと言った言葉に何の噓も、誇こ張ちようも感じられなかった。

　首を吊ろうとしていたところを必死に止めた直後だけに、『死にたい』と告げられる言葉の重みが違う。悪い意味で。繰くり返かえす、悪い意味で。

「婚約者は確かに全員亡なくなったけど、私は何もしてないし、そんな力もあるわけないわ」

「それでも、それに賭かけてみることくらいしか、もう僕にはできることがない」

　そうは言われても、死のうとしている人を見過ごすことはできない。しかも、これでもしも本当に彼が死んでしまえば、今度こそ私は自分が死神であるということを、無視できなくなってしまうのではないか。

『世界で最も偉大な魔法使い』などと大おお仰ぎような呼ばれ方をしている彼でも解けない呪いを打ち破る死神なんて、とんだ悪夢だ。

　それに、彼が望み通り死におおせれば、『死神令れい嬢じよう』などと言って面白おかしく噂している人々も、そろそろ真ま面じ目めな顔をして意見を変えることだろう。

　──よもや、死神令嬢自ら手を下していたのではないか、と。

　余談だが、我わが国くににおいて、殺人罪に適用される刑けい罰ばつのほとんどは極きよつ刑けいである。

「そんなに死にたいなら離り縁えんして！」

　私は自分の思考に恐ろしくなって、思わず叫んだ。迷いなく命は惜しい。ついでに言えば、もう彼の命まで背負いたくはない。

　自分のせいではないと分かっていても、人の命は重いのだ。

「そうしたら結婚した意味がないだろう！」

「そんなの知らないわ！　何が悲しくて死なせるために結婚しないといけないの！」

　相手がどんな人でも、それがロッシュ家の、アマーリエのためになるならば粛しゆく々しゆくと受け止めよう。結婚したからには、できるだけ良好な関係を築けるよう努力しよう、そう思っていた。

　まさか相手が死にたがりの魔法使いだなんて露つゆほども思わず！

「結婚したなら責任とってよ！」

　叫ぶ私に、ジギスヴァルト・レーベンもまた、負けじと叫ぶ。

「いやだ！　僕は今度こそ死ぬんだ！」

　意見は平行線で、まったく交わる気配は見えなかった。
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　死にたがり魔ま法ほう使つかいとの意見のすり合わせを諦あきらめた私は、ジギスヴァルト・レーベンが万が一にも死んでしまわないよう、見張ることにした。

「おはよう、あなた」

　ノックもせずに彼の私室の扉とびらを開け放つ。ノックをしても返事があったことはなく、ノイくんが勝手に開けても特別文句がなさそうだったので、私もそれに倣ならうことにした。ちなみに、妻らしく『あなた』と呼んだのはただの嫌いやみである。

　ジギスヴァルト・レーベンの私室はなんというか、よくこの部屋で過ごせるな、と思わせるものだった。

　とにかく本！　本！　紙束！　本！　である。

　部屋中にそれらが積み上げられ、足の踏ふみ場ばもない。室内に机はなく、その理由はあっても本などが載のり切きらなくて邪じや魔まだから、らしい。床ゆかに座すわり込こんで本を広げては、日々魔法について頭を捻ひねっているそうだ。

　本ほん棚だな以外で唯ゆい一いつ置いてある家具は寝しん台だいなのだが、その上さえ、積み上げられた本に浸しん食しよくされている。その本の隙すき間まを縫ぬうように転がった布の塊かたまりの中身が、ジギスヴァルト・レーベンだった。

「もう昼になるわ。ほら、起きて」

　結けつ婚こんから五日経たち、毎日こうして起こしているが、これで彼かれがあっさりと起き床しようしてくれた例ためしがない。

　どうもこの男、寝ね汚ぎたない。

　この家は彼の魔法で夜も日中のように明るく過ごせるため、夜よ更ふかししている日も多いようだ。しかし、それでなくとも寝起きが悪かった。

　揺ゆすっても呼びかけても布の塊から反応がない。この時点でおかしいな、と思った。これまでは揺すれば一応、随ずい分ぶん不ふ機き嫌げんそうではあるものの、うるさいとか、やめろとか、それなりの反応が返ってきていた。

「…………」

　しばし考かんがえ込こむ。そして、反射的に無理矢理毛布を引っぺがした。

「何やってるの!?」

　往々にして、嫌な予感とは当たるものである。

　毛布の中のジギスヴァルト・レーベンは、その顔を濡ぬれた布ふ巾きんで覆おおっていた。頭の後ろで括くくりつけていたそれを慌あわてて取とり払はらえば、周しゆう到とうなことに口の中にまで布を突つっ込こんでいる。

「息をするように死のうとするのやめてくれる!?」

　思わず矛む盾じゆんした文句が飛び出す。口の中の布も取り去れば、急に大量の空気を吸すい込こんだジギスヴァルト・レーベンが大きく噎むせる。自じ業ごう自じ得とくと、彼の行動に反発心を抱いだきつつも、苦しげな様子に心配になってその背を撫なでる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　うずくまったまま身を丸める彼が、できるだけ楽になるようにと思って背を撫で続ける。老いることも死ぬこともない彼だが、どうも痛みや苦しみは普ふ通つうに感じるらしい。

　痛みの方はもう慣れたので気にならない、と言っていたが、乱れた呼吸を整えるには相応の時間がかかる。

　そうしてようやく落ち着いた彼は、物ぶつ騒そうな感情を宿していそうな目を、ぎろりと私へ向けた。

「あと少しで死ねそうな気がしたのに」

　恨うらみがましげな紫むらさき色いろの目に、心配していた私はぴしりと固まる。

　ああもう！

「だったらその前に離り縁えんして！」

　そうしたら今度こそ修道院に入る！　そう心の中で決意した。





[image: ]






　暖だん炉ろの上に置いた鍋なべをかき混ぜながら、私は溜ため息いきを吐つく。朝から言い合いをして疲つかれた。

　ロッシュ家で生活していた頃ころの、アマーリエや使用人たちと和なごやかに過ごす、ある意味単調で平和な日々がすっかり懐なつかしい。

「クルちゃん、どうしたですか？」

　ノイくんが、キラキラと輝かがやく純じゆん粋すいな瞳ひとみで私を見上げる。興味深げに私が料理する様子を見ていたノイくんだが、思わず吐はき出だしてしまった溜め息を気にかけてくれたらしい。

　優やさしい子である。よく似た色をしているのに、ノイくんと違ちがってどうにも淀よどんだ目をしているジギスヴァルト・レーベンにも見習ってほしい。

「大丈夫。何でもないよ」

　私は笑って誤ご魔ま化かそうとする。けれど、あまりにも真まっ直すぐなノイくんの目を見ると、何だか本心を見み透すかされそうで、すっと鍋に視線を戻もどした。

　この家では少々の薬草を育てているばかりで、畑で食料などは作っていないらしい。それでは、どうやって食材を得ているかというと、懇こん意いにしている街の商人が定期的に運んできてくれるそうだ。

　それを『世界で最も偉い大だいな魔法使い』様お手製の瓶びんの中に入れる。常にひんやりとした瓶の中に食材を保存すれば、随分長く日持ちするらしい。便利すぎて、ロッシュ家の厨ちゆう房ぼうにも贈おくってあげたくなった。

　ノイくんは食事ができず、ジギスヴァルト・レーベンは気が向いたときでなければ食事を摂とらないと聞いた。実際私が何度か誘さそっても気分じゃないと拒きよ否ひされている。そのため、一いつ緒しよに食しよく卓たくを囲んだことはなかった。

　ちなみに、絶食による自殺はすでに何度も失敗しているらしい。飢うえる苦しみだけが延々と続くそうで、想像するだけで私はぞっとした。

　森の中の空気は冷たいが、季節はまだ秋である。こうして暖炉の上に置いた鍋でスープを煮に込こんでいると、どうしても汗あせをかきそうになる。思わず手のひらで軽く顔を扇あおげば、ノイくんが私を見上げて小首を傾かしげていた。

「ジトくんとは、仲良しできそうですか？」

　その質問に、私は答えあぐねた。

　ノイくんは、どうも私たちに仲良くしてほしいようだった。ジギスヴァルト・レーベンを慕したい、私に対しても友好的に接してくれているノイくんである。好意を抱いている二人に仲良くしてほしい、と思うのは当然の心理だろう。

　けれど、ノイくんの求める答えをあげたいとは思うものの、それを口に出せば噓うそになってしまう。

　一応私は、結婚するからには仲良くしたいと思って嫁とついできた。その気持ちは、今もなくなったわけではない。けれど、死にたがる彼を見過ごすことはできないし、そんな私を彼はさぞ鬱うつ陶とうしく思っていることだろう。

「仲良くしたいな、と思っているよ」

　仕方なく、自分の気持ちだけを伝える。すると、ノイくんはパッと顔を輝かせた。

「きっとジトくんもそう思ってます！」

　それはないだろう、と思いつつも曖昧に笑ってやり過ごすことにした。

　出来上がったスープをお皿に移していると、自室からジギスヴァルト・レーベンが現れた。死に方を考え直す、と部屋中の本をひっくり返していたのでしばらくは見張らなくても大丈夫か、と調理に取とり掛かかったのだが、それも終わったのだろうか。

　私も色んな自殺行こう為いを見せつけられ、本当に何をしても死なないのだな、という実感が湧わいてきたので、そろそろ目を離してもいいような気はする。その方がお互たがい心の平へい穏おんも保たれるだろう。

　ただ、心配と、少なからず『期待』と呼べる思いもあって、肝きもを冷やしながらも彼から目を離せなかった。

「何を作っている？」

　珍めずらしいことに、こちらに近寄ってきたジギスヴァルト・レーベンは、私の手元の鍋を覗のぞき込こんで、そう問いかける。

「野菜と芋いもと干し肉のスープだけど」

　この家には、日持ちする芋や野菜が多かった。それを干し肉と煮込んだだけの簡単なスープである。味付けも単純だが、野菜の味をしっかり感じられるので気に入っている。固めのパンが保存されていたので、それを浸ひたして食べても美お味いしいだろうな、と考えていた。

　鍋の中をじっと覗き込むジギスヴァルト・レーベンは、どうにも物珍し気だった。それから私の顔と、手の中の皿に目を向ける。

「…………あの、一緒に食べる？」

　明日も温めて食べられるように、と多めに作っていたので、二人で分けても十分な量がある。問えば、少々悩なやむ様子を見せたものの、やがてこくりと頷うなずいた。

　子どものように素す直なおな挙きよ動どうに驚おどろいて、おお……と思わず歓かん声せいじみた声を上げそうになる。しかし、彼の顔は相変わらずのしかめっ面つらだった。

　座すわって待ってて、と言えば大人おとなしく従う。あとは皿によそうだけだったので、ノイくんにもう一つ食器を用意してもらってすぐによそった。

　これまで、食事をするのは彼一人だったので仕方ないのだろうが、スープ用の皿は一つしかないらしく、私の分は少々深めの平皿に入れることにした。

　ノイくんに手伝ってもらい、スープをよそった皿を運ぶ。鍋の隣となりで温めていたパンも用意し、二人分には少なそうだったので、食事している内に追加のパンを温めることにした。

　パンも食卓へ並べ、ジギスヴァルト・レーベンの向かいに腰こし掛かける。ノイくんもご飯は食べられないが、いつも一緒に食卓についてくれる。

「食べないの？」

　皿に盛られた食事を、まるで警けい戒かいするように眺ながめていた彼へ問とい掛かける。な、なんだその目は。別に変なものは入っていない。私が味見した限りでは、無難で不ま味ずいということもなかった。た、たぶん、大丈夫なはず。

「おいしそうですよー！」

　ノイくんが、自分は食べられないのに、目を輝かせてそう言ってくれる。心が慰なぐさめられた。

「……食べる」

　木製の匙さじを手に取って、彼は小さく呟つぶやく。

　思えば、アマーリエ以外の人間にこうして料理を振ふる舞まうのは初めてのことだった。そう気付くと途と端たんに緊きん張ちようし始めてしまう。もっと他にも色々できたのではないか、と後こう悔かいが募つのる。夫に初めて振る舞う手料理として、けして最適とは思えなかった。

　思わず、自分一人で食べるつもりだったのだ、と弁明したくなってしまう。最初から言ってくれていれば、もう少し工く夫ふうのし甲が斐いもあっただろうに。

　匙で掬すくい上あげたスープを、ジギスヴァルト・レーベンはゆっくりと口に運ぶ。熱さを警戒するような慎しん重ちようさで、匙の中身は彼の薄うすい唇くちびるの中に消えて行った。

「美う味まい」

　ぽろりと零こぼれるような声だった。それ以上語ることはなく、二口目、三口目と次々に口の中へ放ほうり込こんでいく。呆あつ気けに取られてその様子を眺めていると、急いで食べたからだろう。四口目を食べようとしたところで、彼はあちっと呟いて慌てて唇から匙を離した。

「い、急いで食べるから」

　美味い、と言ってくれたことに驚いていた私は、そこでようやく我に返って立ち上がる。向かいの席から乗り出して、彼の口元へ水で濡れた布巾を持っていく。

　そうしてから気付いた。どんな傷もたちどころに治る彼は、唇を火傷やけどしても冷やす必要はなかっただろう、と。

　しかし、ジギスヴァルト・レーベンは布巾をじっと見つめると、それを邪じや険けんにすることなく受け取り、自身の唇に押おし当あてた。傷は治っても、感じた温度は残っているのかもしれない。それならば、冷たい布巾は心地ここちいいことだろう。

「急いで食べたいくらい、おいしかったんですね」

　にこにこと嬉うれしそうにノイくんが口にする。

　そう聞いた瞬しゆん間かん、その言葉が事実であればいい、という期待が湧き上がり、無む性しように気き恥はずかしくなった。

　こんな簡単なものでそうまで美味しいと感じてくれるなんて、普ふ段だん一体どんなものを食べているんだ、などと考えて照れくさい感情を誤魔化す。

「ノイ、うるさいぞ」

　ジギスヴァルト・レーベンは不機嫌そうにノイくんを咎とがめる。けれどその手はあまりに正直に、再び匙を口に運んでいた。




　それ以来、食事の支し度たくを始めると、ジギスヴァルト・レーベンがソワソワと周囲をうろつき、待機するようになった。

　最も早はや照れくささや、美味しいと思ってくれたことへの喜びよりも、あの簡単な料理でそうも顕けん著ちよな反応を見せるなど、一体普段どんな食事をしていたのか、と。

　本気で彼のそれまでの食生活が心配で仕方なくなってしまった。
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「ええい、離せ！　余計なことをするな！」

「余計なことじゃないと思うけど！」

「うるさいうるさい。僕ぼくのことは放っておいてくれ！」

　部屋の片かた隅すみにうずくまり、ジギスヴァルト・レーベンは身に付けたままのローブを必死に握にぎりしめている。私もそれに負けじと彼のローブに手を掛けていた。

　秋も深まり天候が不安定なのか、数日雨の日が続き、今日は久しぶりの晴れである。そうなれば、するべきことは一つしかない。

　洗せん濯たくである。

　普段、小まめに洗えていないものまでかき集める中、私の目に留まったのはジギスヴァルト・レーベンのローブだった。

　ノイくんに聞いたところ、魔法使いのための特別なものではなく、本当にただの衣服としてのローブらしい。ついでに言えば、普段は適当にノイくんに預けて洗っているそうだ。

　ならば何な故ぜ抵てい抗こうする。

　私は俄が然ぜんやる気になって、ノイくんの協力も得つつ、彼からローブを引っぺがした。

「綺き麗れいにしようって言ってるのに、何の不満があるの？」

「……そういう気分じゃない」

「お日様はあなたの気分には合わせてくれないのよ」

　つまらない我わが儘ままを切って捨てると、ジギスヴァルト・レーベンはいじけるようにますます小さく丸まる。しかし、それ以上ローブを取り返そうとはしなかった。

　ローブの下は麻製と思われる簡素な服を着ているが、そろそろ肌はだ寒さむくは感じないのだろうか。あまり家から出ないので、気にならないのかもしれない。

　家の裏手に回ると、小さな薬草畑に薪まき割わり台がある。裏庭の向こうには、またも木々の生おい茂しげる森が広がっていた。真ん中の開けた場所には縄なわが張ってあり、そこが物干し場になっている。洗濯を終えた衣類を運んで、ノイくんと協力して干す。

「ノイくん、一人だと干すときどうしてたの？」

　今は、ノイくんが渡わたしてくれる洗濯物を私が干しているが、彼一人では手が届かなかっただろう。

「脚きや立たつもあるから、だいじょうぶですよ！　ジトくんも、困ってたらたすけてくれます」

　嬉しそうにノイくんがにこにこ笑う。当のジギスヴァルト・レーベンは今いま頃ごろ家の中で朝食を摂っていることだろう。

　食事に目覚めたらしい彼は、朝食目当てに不規則な生活を少なからず改めているようだが、それでもまだ起床が遅おそい。いつも私が食事を終え、家のことをしている内に起き出してくるか、私に起こされるかのどちらかである。

　まあ、彼が食事をしている間は自殺行為の心配がなく、こうして安心して離れられるので、食事の後片付けを一度にできないことくらいは大目に見るとしよう。

「クルちゃんともいっしょにお仕事できて、たのしいです」

　ノイくんから向けられるのはてらいのない笑え顔がお。屈くつ託たくないその顔に、これ以上なく和む。

　心が温まるような心地がして、ふと気付く。すっかりこの家での生活にも馴な染じんでいるなあ、と。

　当然ながら、貴族の子女はその身分に相応ふさわしいお屋や敷しきで使用人に任せて生活する。私のように家事に興味を持つ女性はおそらく少数派で、基本的に貴族社会では自ら家事などをしていると、使用人も雇やとえないのか、と愚ぐ弄ろうされる一因となるだろう。

　そんな中で、使用人の一人もいないこの家に貴族の子女が嫁いで来たとしたら、早々に根を上げても責められないはずだ。そう思えるほど、嫁いでくる女性への配はい慮りよを感じられない。

　ジギスヴァルト・レーベンが花はな嫁よめを迎むかえるにあたって行った用意は、精々食料の確保と部屋の片付けくらいだったらしい。あまりにも雑すぎるし、たとえ相手が貴族でなくとも、花嫁を迎え入れる準備が出来ているとは言いがたい。

　何せ結婚式すら挙げていないのだ。教会から発行された結婚証明書のみが、二人の関係を示している。

　少なくとも、もしもこうして嫁ぐのが私ではなくアマーリエであったならば、私は絶対に相手の男性に恨み言を吐いただろう。

　可か愛わいい妹には、誰だれよりも彼かの女じよを愛し、尊とうとび、大切に扱あつかってくれる殿との方がた以外認めない。ジギスヴァルト・レーベンの態度は、私が求める妹の夫像の真逆にあたる。

　ただ、頭ではそう考えるのだけど。

「……そうね。私も楽しい、な」

　存外、性しように合っていたとでも言うべきか、私はこの生活が嫌きらいではなかった。食事を作り、洗濯をして、掃そう除じをして。元々使用人の仕事を好んで手伝っていたので、それらに対し、大変だとも辛つらいとも思わない。むしろ、日々が充じゆう実じつしているように感じる。

　もちろん、魔法によって随分生活しやすい環かん境きようだからそう思える、という部分も大きいのだろうが。

　夫がやたらめったら死にたがる、ということ以外はおおよそ満足のいく婚こん姻いんだった。そう思えば誰も不幸にはならなくて、ある意味いい結婚だったのかもしれない。なんとなく、納なつ得とくいかないような、悔くやしいような気持ちはあるけれど。

「よし、終わり。家の中に戻ろうか」

「はい、そうしましょう！」

　洗濯物を干し終えてノイくんに声をかける。空を見上げると洗濯物が風にたなびいて、実に清すが々すがしい気分になった。空は真っ青に染まっており、見事な秋晴れである。

　そのままぐるりと視線を巡めぐらせ、ふと、家の裏庭の向こうが気にかかる。周囲は森に囲まれているが、少し進むと斜しや面めんになり、山へと続くらしい。森の中の山の麓ふもとにこの家がある。

「山の方にも行ってみたいな」

　呟くと、ノイくんがきょとりと目を見開いて私を見上げる。

「山はだめですよ」

「どうして？　危ない動物とか出るの？」

　野生の動物は人間の気配を恐おそれて普段は人里に近付かないが、偶ぐう然ぜん山の中などで遭そう遇ぐうしてしまえば、襲おそい掛かかってくるという。当然ながら、そうであれば山に入るのは諦めなければならない。私に野生動物と対たい峙じできるだけの能力はないのだ。

「えっと、それもなんですけど。ううーん、と」

　散歩くらいしてみたかったな、と思っているとノイくんは困ったように言葉に詰つまっている。どうやら上う手まく説明できないらしい。

「ジトくんの魔法があるから、出ちゃだめなんです」

「どういう魔法なの？」

　魔ま法ほう石せきに、人間になれるぬいぐるみ、不老不死、と色々な魔法を身近に見た。そろそろ生半可なものでは驚かないぞ、とノイくんの説明を待つ。まさかこれが盛せい大だいな前振ふりになるとは露つゆほども思わず。

「ええとですね、あ！」

　言葉を探していた様子のノイくんは、ふと閃ひらめいたように声を上げると元気よく駆かけだした。洗濯物の合間を縫うように進んで、山の方へ向かう。

「見ててくださいね！」

　ノイくんの後を追って付いて行くと、彼は山へ踏み込む一歩手前で私を振り返り、ぶんぶんと手を振る。可愛らしい挙動に微笑ほほえましい気持ちになりながら見送った。

「こんなかんじです！」

　そう告げた、次の瞬間。

「えっ！」

　ノイくんの姿が消えた。山の奥おくの方に進んだからではない。一歩山に向かって踏み込んだ瞬間。まるでその存在など最初からなかったかのように、忽こつ然ぜんと姿を消したのだ。

「ノイくん!?」

　私は大慌てで駆け出そうとして、どうして消えたかも分からないのに、どうやって追いかければいいのだろう、と途と方ほうに暮れて足を止める。何が起きたか分からない焦あせりと混乱から、心臓が嫌な暴れ方をする。頭が真っ白になっていた。

　落ち着こうと深呼吸しようとして、それでも荒あらく細い呼吸しかできなくて、私は身を翻ひるがえし、大急ぎで家の中へ戻った。

「ジギスヴァルト・レーベン！」

　扉を開けるとちょうど朝食を終えたらしく、食器を重ねている彼の姿をすぐに見つけることができた。

　私の勢いに驚いたのか、ジギスヴァルト・レーベンはぎょっと目を見開いた様子で後ずさる。それを引き留めるために手を伸のばし、彼にしがみついた。

「な、なっ、な！　なんだ急に！」

　反射的に引ひき剝はがそうとするその手に縋すがるように、私はますます強く彼の服を握る。

「ノ、ノイくんが！　山の方に消えちゃって、ど、どうしよう！」

　声が震ふるえる。驚きと混乱が渦うずを巻いていて、全く冷静になれないでいた。どうしよう、という言葉が頭の中を駆け巡る。

　私の動どう揺ようとは裏腹に、先さき程ほどまで焦ったような声を出していたはずのジギスヴァルト・レーベンは、急に落ち着いた様子で私の肩かたを押さえる。

　見下ろしてくる紫の瞳にはまるで揺らぎがなく、その目を見ていると不思議と心が落ち着いた。

「ノイが山に行ったのか？」

「そ、そう。魔法があるから出ちゃだめって。見ててって言ってそっちに行ったら、消えちゃったの」

　自分でもこれでは伝わらないだろう、と思うたどたどしい説明になってしまったが、ジギスヴァルト・レーベンはそれ以上問い返すことはしなかった。ただ、不機嫌そうに眉まゆを顰ひそめている。

　それから、しがみ付いたままだった私の手を外し、彼は家の外へ向かう。慌ててその背中を追いかけた。

「あの！」

「おまえはここで待っていろ。いいか、すぐに戻るから絶対にこの場から動くな。おまえのことまで面めん倒どう見たくない」

　裏庭に出て突とつ然ぜん振り返ったジギスヴァルト・レーベンは、私の顔に人差し指を突き付けて足を止めさせた。反射的にそれに従うと彼は満足げに一つ頷き、身を翻してノイくんが消えた山の方へ向かう。

　そして、彼もまた、ノイくんと同じように家の敷しき地ちから外へ、一歩歩みを進める。すると、

「あっ！」

　ジギスヴァルト・レーベンの姿も、一いつ瞬しゆんにして消えてしまった。思わず駆け出しそうになるが、彼の言葉を思い出して足を止める。それでも気持ちが落ち着かなくて、ぐるぐると意味もなく歩き回ってしまった。

　しかし、そんなもどかしい時間は幸いにしてすぐに終わりを告げた。

「約束を破ったノイが悪い！」

『うう、うっかりでした。反省』

　姿を消したときと同じように、突然二人は姿を現した。ジギスヴァルト・レーベンの小こ脇わきに抱かかえられているノイくんは、何故だかぬいぐるみの姿となっていて、たっぷりの綿が詰まった手足をばたつかせている。

「だ、大丈夫だったの？」

　駆け寄れば、ジギスヴァルト・レーベンはつんとそっぽを向いて物干し場へ向かう。ぬいぐるみであるノイくんから表情の変化などは読み取れないが、それでもどこかしょんぼりした空気を纏まとっていることが伝わった。

　私は慌ててそんな二人のあとを追う。

『クルちゃん、びっくりさせてごめんなさい』

「何ともないならいいんだけど……どうしてぬいぐるみのままなの？」

　ノイくんは普段、基本的に子どもの姿を取っている。人間が睡眠で体力を回復するように、夜はぬいぐるみの姿に戻って休むことで魔力を回復する必要があるらしい。しかし、それ以外のときはほとんどぬいぐるみの姿に戻ることはなかった。

「ノイに掛けている魔法は、家の敷地外へ出てしまうと解ける。だから、外へは行くなと言っているのに」

　答えたのはノイくんではなく、ジギスヴァルト・レーベンだった。彼は意に染まぬことに対する不満を隠かくさず表情に出して、そのまま片手に持ったノイくんと目を合わせる。

「僕との約束を破ったんだから、覚かく悟ごはできているんだろうな」

『はい……』

『覚悟』という言葉の物々しさに、私は途端に心配になる。一体彼は、ノイくんをどうするつもりなのか。

「待って……っ」

　無表情に淡たん々たんと行動するジギスヴァルト・レーベンに、ノイくんを守らなければ、という使命感が芽生える。しかし、思わず止めようとする私よりも、彼の方が早かった。

　心配した私の思いなど露知らず──彼の与あたえる罰ばつというものは、あまりにも平和なものだった。

『うっうっ、ふかふかになっちゃうです』

　悲しそうに口にするノイくんは、吊つるされていた。それだけ聞くと悲ひ壮そうな光景を想像してしまいそうだが、どう見ても天日干しされているだけのぬいぐるみだった。沢たく山さん太陽の光を浴びるのよ、とむしろ微笑ましい気持ちで眺めてしまう。
















　正直言って、青空の下で他の洗濯物たちと共に干されるぬいぐるみを見て抱く感情と言えば、

「可愛い……」

　それ一いつ択たくだった。

　身動きが取れないからか、嫌がるノイくんには悪いけれど、助けなくてもまあいいかなあ、という気持ちになってしまっていた。
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　あとからきちんとした説明を受けたところ、人間との接せつ触しよくと害がい獣じゆうを警戒したジギスヴァルト・レーベンの意向で、家の敷地に魔法を掛けているらしい。

　彼の用意した通行証がなければ、この家は見つけることもできなくなり、けしてたどり着けなくなる魔法だそうだ。

　私が嫁いでくる際、結婚証明書と共に渡された『通行証』がそれにあたる。通行証を持たずに敷地から出た場合も同様で、自力では戻れなくなるそうだ。

　通行証を持たない人の姿を中から確かく認にんすることもできないらしく、山へ踏み入ったノイくんの姿が急に消えたように見えたのもそのためだ。

『だから、勝手に家の敷地から出るな』

　説明を受けたあとの、ジギスヴァルト・レーベンの言葉がそれである。

　それならそれで、嫁いで来た日に聞いておきたかった。いや、教えておいてくれるべきではないか、と思う。私が多くを求めすぎているのか？

　正直、これまで私が外へ出てしまわなかったのは、運が良かっただけ、としか言えない気がする。

　ちなみに、家の敷地から出ると強制的にぬいぐるみに戻るノイくんは、これまでにも何度かうっかり外へ出てしまったことがあったらしい。次に同じことをしたら干す、と勧かん告こくされており、それがとうとう実行されたのだ。

　身動き取れない、と嫌がるノイくんには最適な罰らしい。私からすれば可愛いだけだったけれど。

「……だから、いい加減自殺行為は控えてほしいと思っていまして！」

　そして、今日も今日とて自殺を諦めないジギスヴァルト・レーベンに、抗こう議ぎの声を上げる。

　今日の自殺は溺でき死しだった。私がほんの少し目を離した隙に、桶おけに水を汲くんでその中に顔を浸つけていた。何ともお手軽だが手堅そうな手段を取ったものである。

「結婚したからには、責任とってもうちょっと長生きしてくれてもいいんじゃないかしら！」

「そうしたら結婚した意味がないだろう。なあ、まだか」

「もう少し待って！」

　私に桶を取り上げられてまた死ねなかった！　と不満を口にしていたジギスヴァルト・レーベンだったが、暖炉の上で煮込まれているお鍋を前にすっかり機嫌は上向いたらしい。

　これに関しては非常に嬉しいことに、どうやら私の作る料理をその後もいたく気に入ってくれている。普段死にたいと鬱うつ々うつとし、自殺の妨ぼう害がいをする私を憎にく々にくしく見ているが、食事のときだけは正直に目を輝かせる。

　調理中などは、今のようにそわそわと私の手元を覗き込むほどである。すごい餌え付づけしている気分になる。

「クルちゃん、食器！　食器持ってくるですか？」

「あ、そうね。ノイくん、お願いしてもいい？」

　私が嫁いでくるまでは、茹ゆでた芋をそのまま食べるなど、ジギスヴァルト・レーベンはろくな食生活をしていなかったらしい。だからこそ、ノイくんは給きゆう仕じと言えるものをしたことがほとんどないらしく、物珍しいのもあってか、とびきり嬉しそうにお手伝いをしてくれる。

　ノイくんが持ってきてくれた食器の中から小皿を受け取って、その中に少量のスープだけをよそう。はい、と差し出せばジギスヴァルト・レーベンは躊躇ためらいなくそれに口をつけた。

「どう？」

「美味い」

　何のてらいもなくそう言われ、私はぐぬぬ、と堪たまらず口ごもった。普段、素っ気ないというか、不機嫌そうにしていることが多いのに、こういうときだけはあまりにも素直に認めてくれる。

　ささくれ立っていた気持ちが一気に落ち着いて、そんな自分の単純さに気恥ずかしくなった。ずるい、と思わず口に出しそうになって、慌ててそれを飲のみ込こむ。

「クルちゃん、完成ですか？」

　スープ用の皿を両手で持って、ノイくんが私を見上げて差し出してくれる。その可愛らしい姿に、ほっとして肩の力を抜ぬいた。
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　味を問えば必ずと言っていいほど『美味い』と答えてくれるが、ジギスヴァルト・レーベンはそれ以上味について言げん及きゆうすることはない。

　調味料の少ないこの家では、味付けの変化も付けにくく、ついつい同じような献こん立だてばかりになっているというのに。おそらく、これまでの粗そ末まつな食生活が原因だろう。

　今度機会があれば、食器と共に調味料の購こう入にゆうも頼たのんでみよう、と心に誓ちかう。そんなに喜んでくれるならば、色んなものを食べさせてあげたかった。

　食事のときだけは生き生きとした姿を見せるジギスヴァルト・レーベンも、きっと進んで検けん討とうしてくれることだろう。

「お粗末様でした」

　夕食を終え、食器を片付けながらそう告げる。すると、ノイくんが挙手をしながら、彼の身体からだには少々大きい食卓の椅い子すから飛び降りるように着地する。

「お片付け！　お手伝いします！」

「うん。それじゃあ、お願いするね」

　その申し出をありがたく受けて、二人で手早く片づけを済ませることにする。すると、そろりそろり、とおそらくはわざと私に気付かれないよう、自室に戻ろうとするジギスヴァルト・レーベンの気配を感じ取り、素す早ばやく振り返る。

「待って」

　ぎくり、と足を止めた彼が、嫌そうな顔を隠しもせずに振り返る。せっかく容姿に恵めぐまれているのに、全て台無しにしてしまうような表情だった。

「約束、きちんと守ってちょうだいね」

　言えば、しばらく口くち惜おし気にジト目で見られたものの、彼はすぐに溜め息を吐いて食卓の椅子に座り直す。

　数日前、私は彼に一つのお願いをした。

『片付けが終わったら、ノイくんに絵本を読んであげて』

　死にたがるジギスヴァルト・レーベンを止めたいものの、四六時中見張っているわけにはいかない。いくら同じ家に住んでいると言っても、私は一応妻として家の仕事をしていて、身支度などは当然部屋にこもり、一人で行う。

　そういうときは、ノイくんに彼を見ているように頼んでいるのだが、どうせならその間、ノイくんの文字の勉強が捗はかどるように本を読んであげて、と頼んだのだ。

　もちろん私も一緒に読んで勉強しているが、ジギスヴァルト・レーベンだって協力してくれてもいいだろう。ノイくんはいつだって、私が嫁いでくる前から彼のために家のことを一いつ生しよう懸けん命めいこなしていたのだから。

　私の頼みに、散々微び妙みような顔をして目を泳がせていたジギスヴァルト・レーベンは、やがて『まあ、おまえの飯は美味いからな』と料理の代わりのように絵本の読み聞かせを了りよう承しようした。

　私はあくまでお願いのつもりで、料理を交こう換かん条件にするつもりはなかった。そんなものがなくても、料理くらい作るつもりである。

　ただ、そうして交換条件としなければ、素直に了承することができなかったのだろうな、と思う。彼の性格の一いつ端たんを垣かい間ま見みたような気がした。

「ぼく、今日これがいいです！」

　夕飯の後片付けを手伝ってくれたノイくんが、選び抜いた絵本をジギスヴァルト・レーベンに差し出す。それは以前ノイくんが逆さに開いていた、攫さらわれたお姫ひめ様を王子様が救い出す物語だ。

「…………昔々、あるところに、美しく心優しいお姫様がいました」

　しばらく渋しぶい顔をしていたものの、ジギスヴァルト・レーベンは受け取った絵本を開くと、静かに読み上げ始めた。

　まったく抑よく揚ようのない読み聞かせは正直上手いとは感じられなかったけれど、ノイくんはとても嬉しそうににこにこしている。

　瞳の色が同じで、そうして並んで絵本を覗き込んでいると、初対面のときに勘かん違ちがいしたように、まるで親子のようだと思う。ジギスヴァルト・レーベンとノイくんの外見年ねん齢れいでは、少々歳としが近すぎるかもしれないけれど。兄弟よりも親子っぽいと思った。

　微笑ましくて、思わずノイくんと一緒に読み聞かせに参加したくなったものの、私は寝支度をしないと、と慌てて動き始める。

　必要なものを持って、お風ふ呂ろ場ばに向かう。温かいお湯に浸かると、疲れが吹ふき飛とぶような心地さえした。最高の贅ぜい沢たくである。

　身を清め、のぼせる前にお風呂から上がると、簡単に身だしなみを整えて小屋から家に戻る。すると、とんでもない言葉が聞こえてきた。

「あなたを愛しています。どうか私と結婚してくれませんか」

　思わずぎくりと身体を震わす。……に、似合わない。ついでに三歩くらい後ずさりたくなった。

「王子様の求きゆう婚こんを、お姫様は喜んで受け入れました。こうして、二人は結婚し、末永く幸せに暮らしましたとさ」

　そこまで聞いて、私はようやく我に返る。先程の愛の言葉は、絵本の中の王子様の台詞せりふだ。読み聞かせのその場面に見事遭遇してしまったらしい。

　すごい、まるで感情のこもっていない棒読みの愛の言葉でも、男の人が口にしているとどぎまぎしてしまうことを学んでしまった。なんとなく知りたくなかった気がする。

「もう一回！　もう一回よんでください！」

「これでおしまいだ。同じ本ばかり、何回読ませれば気が済むんだ」

　ノイくんは、いつもそのとき読んだ本を、繰くり返かえし読んでほしい、とねだる。どうやら今日も、ジギスヴァルト・レーベンはそんなノイくんの希望にきっちり応こたえていたらしい。

　面倒がるような様子は見せるものの、意外と付き合いのいい男である。

「じゃあ、明日もよんでくださいね」

「明日は他のやつにしろ。もうそれ、暗記するほど読んだぞ」

　この家には、ノイくん用なのか絵本の類たぐいがいくつかある。ジギスヴァルト・レーベンが買かい与あたえたのだろう。今日の一冊はその中でも特にお気に入りなのか、よくこれがいい、とノイくん自身で選び取ってくるものだった。

　明日は、教えながらノイくんに自分でも読んでもらおうかな、と考える。文字を覚えるため、そろそろ次の段階に移ってもいいだろう。

　椅子から立ち上がったジギスヴァルト・レーベンが部屋に戻ろうとする。夜は深まり、私はそろそろ眠ねむるつもりである。けれど、彼はまだしばらく起きているのだろうか。

　この家では、これまた魔法をかけられたランプによって、夜でも日中とほとんど変わらない明かりを灯ともせる。見た目はロッシュ家でもよく見かけた形の、持ち歩きも据すえ置おきもできるランプだ。

　ただ、魔力をこめると光量の調整が可能で、通常のランプよりもずっと強い光を出せる。高い位置にでも置けば、部屋中を明るく照らしてくれることだろう。

　そのためか、ジギスヴァルト・レーベンは夜起きて、朝になってようやく眠ることが多かったらしい。

　最近では、朝食目当てに起き出しているが、それでもやはり、私より遅く寝て、私よりも遅くに起きている。

「部屋に戻るなら、ノイくんを連れて寝てね」

　いつものように念を押す。

　目を離した隙に彼が自殺行為を行わないよう、夜にそれぞれの私室へ戻る際はノイくんに見張ってもらうことにしたのだ。

　いくら見張るためとはいえ、夜を共に過ごすように求めることなどできるはずがなかった。書類上では夫ふう婦ふとは言え、そんなはしたないことを言えるはずがない。い、いや、はしたないことを求めているわけではないけれど！　ただの監かん視しである。

　一応、嫁いでくるときはそういう覚悟もしてきた。しかし、そんな覚悟も吹っ飛ぶようなことが次々に起こった上、彼にもそういった気配はなく、今ではまったく考えられなくなっていた。

「……必要ない」

「あなたじゃなくて、私に必要なの」

　寝ている間に万が一にも死なれてはたまらない。

　ノイくんはぬいぐるみに戻って魔力を回復する間も、大きな物音など異変があれば分かるらしい。私が夜の自殺行為の心配をしているとノイくん自ら、ぼくが一緒にいますよー！　と言ってくれたのだ。

「少しは心置きなく死なせてくれ！」

　嫌がってジギスヴァルト・レーベンが声を上げる。私も負けじと言い返す。私も人生と命が掛かっているので、そう易やす々やすと折れるつもりはない。

「それはだめって言ってるでしょ！　それに、」

　少しの躊躇いを覚える。けれど、抱えていた不満が、その自制を取り払った。

　ずっと、嫌だった。夫に死なれて困るのはもちろんだが、困るのではなくて、ただ嫌だと感じていた。『死にたい』という言葉を繰り返し耳に入れること自体が不快だった。

「生きているって、それだけで素す敵てきなことでしょう？　不老不死なんて、誰もが憧あこがれることじゃない」

　それなのにどうして死にたいなんて。

　生きたくても、生きられない人が。嫌になるくらい沢山いるのに。

　思い出すのは、両親の顔。行ってきます、と馬車に乗った二人を簡単に見送ってしまった。そのときの両親がどんな顔で笑い、どんな声で私を呼んでくれていたか、心に焼き付けることもなく。

　事故に遭あい、二度と私の元に帰ってきてくれなかった二人は、どんなに口惜しかったことだろう。どんなに生きたかったことだろう。

　私は当たり前みたいに、どんな声だったか、どんな温ぬくもりだったかと焦こがれる必要もないくらい、もっとずっと、そばにいてほしかった。だからこそ、死を希求する感情に反発を抱く。

　これまで少しずつ降り積もりつつも目を背そむけていた不満が、何故だか今日、ぽろりと漏もれた。

　そのあと、一瞬何が起きたのか分からなかった。息が詰まって目を白黒させて、それからようやく、振り返ったジギスヴァルト・レーベンに胸むな倉ぐらを摑つかまれていることに気付いた。

「おまえに何が……っ！」

　絞しぼり出だすような声だった。掠かすれて、抑おさえ込こんで、ほとんど唸うなるような。苛か烈れつな色をした紫の瞳が、私を射殺さんばかりに睨にらみ据すえる。それからくしゃりと、支えていた何かが崩くずれるように表情を歪ゆがめた。

　突き飛ばすように私から手を離して、ジギスヴァルト・レーベンはそれ以上言葉を口にすることなく自室へと戻って行った。

　突き飛ばされた拍ひよう子しに、居間の食卓で軽く腰を打った私に、ノイくんが慌てて駆け寄る。

「クルちゃん！　大丈夫ですか!?」

　ノイくんは今にも泣きそうな顔をしていた。心配してくれているのだ。打ち付けた力は本当に軽いもので、さしたる痛みもない。

「私は、大丈夫よ」

　そんなものよりも、と先程の彼の様子を思い出す。

　きっと、私こそが彼を傷つけたのだと思った。
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　ようやく住み慣れてきた自室に戻り、寝台に腰掛けた私は大いに打ちひしがれていた。

　ジギスヴァルト・レーベンの、先程の顔を思い出す。私は言ってはいけないことを言ったのだ。衝しよう動どう的てきに、無神経に彼を傷つけた。

　あれだけ『死にたい』と焦がれている人に、まるで不老不死をいいことのように言うなんて。彼のことを何も知らず、彼の気持ちも分からない私が、勝手に口にしていいことではなかった。

　確かに腹を立てていたが、それは私の都合だ。彼に押し付けるなんてことをしてはいけない。自分の理り不ふ尽じんさに、自己嫌けん悪おもはなはだしかった。

「謝あやまろう……」

　明日起きたら、きっと。顔を合わせてくれなかったらどうしよう、と思いながらそれでも謝ろうと決める。

　ノイくんにもいたく心配を掛けてしまった。泣きそうな顔で『ケンカはだめです』と言われれば、申し訳なさも一ひと入しおである。

　今夜はノイくんもジギスヴァルト・レーベンの元へは行かず、居間で過ごすようにと頼んだ。夜はぬいぐるみ姿で座っているので、快適さはどこにいてもそう変わらないらしい。

　こうして、状じよう況きようを見てジギスヴァルト・レーベンから目を離してしまえることこそが、彼の不死性を信じている証しよう拠こだ。自殺行為を控ひかえるよう求めるのは念のためと、見ていたくないから、というだけ。そのくらい私の目の前で、彼は当たり前のように死ななかった。怪け我がさえも負うことはなく。

　だからこそ、絶対に言ってはいけないことだったのだ。私が口にした言葉は。

「とりあえず、明日」

　今夜はもう、大人しくしているしかない。

　早く寝てしまった方がいい、と思いつつも、どうしても後悔や申し訳なさで異様に目が冴さえていて、眠れる気がしない。

　私の部屋にあるランプは魔法石の埋うまっていない、一いつ般ぱんに普ふ及きゆうしているものだ。魔法の使えない私には、魔力で光を調整できないため、こちらを使っている。家事をするときも、魔法石に魔力を与えて動かすのはノイくんの仕事だった。

　魔法のランプほどは明るくないのだが、普通に歩いたり、ランプを寄せて手紙を書くくらいの光量はある。眠ねむ気けが訪おとずれるまで何かしようか、と考えた。

　部屋の中を見渡して、ふとこれまで手をつけていなかった本棚が目につく。整せい頓とんされることもなく、積まれたまま本が突っ込まれていた。

　嫁いで来た日に本棚以外は好きにしていいと言っていた、とノイくんに聞いて触ふれないようにしてきたが、今ではそれは捨てるな、という意味だったと解かい釈しやくしている。

　ジギスヴァルト・レーベンは、起こしに行ったついでに触さわるなと言っていた彼の部屋の本を整理しても、文句を言うことはなかったからだ。

　せっかくだからこの機会にちょっと片付けよう、と寝台から下りて本棚に向かう。本が平置きされた横で斜ななめに置かれていたり、縦たてに置かれていたり、しっちゃかめっちゃかに詰め込まれている。そんな本棚を前にして、よくこれだけ詰め込めたものだな、とむしろ感心した。

　まずは、一度本棚から取り出して、それから並び替かえる必要があるだろう。

　本棚の中の一つに手をかけて取り出そうとする。しかし、ぎゅうぎゅうに詰まっているため、簡単にはいかなかった。

　隣の本が崩れないように押さえつつ、先程よりも力を込める。何度かぐっぐっ、と取りだそうと奮ふん闘とうし、そしてようやく取れた、と思ったとき。

　どうやら、絶ぜつ妙みようの均きん衡こうで互いを支え合っていた本たちは、一気に本棚から飛び出した。片手で隣の本を押さえていた私の気き遣づかいなど何の役にも立たず、本は見事に私の上に降り注いだのだ。

「いっ…………たぁ……」

　その内の一冊の角かどが、私の頭頂部を直ちよく撃げきした。少々遅おくれて、床に本が落ちる音がする。せめて角でなければこれほどには痛くなかっただろうに。

　涙なみだ目めになりながら、よろよろとしゃがみ込み、落としてしまった本を拾う。

「やってしまった……」

　痛みに耐たえながら、何度か床と本棚を往復して、拾い上げた本を背表紙が見えるように並べていく。

　ガンガン、じんじんする頭の痛みに耐え、ようやく落とした本を本棚にしまい終わると、突然部屋の扉が開いた。

「おい、何だ今の音は……」

　現れたのは、ジギスヴァルト・レーベンだった。木造のこの家は音が通りやすい。結構大きな音がしたので、聞こえてしまったのだろう。

　そこまでは予想できるのだが、今の彼の表情の理由まではまったく想像できなかった。

　ノックもなく部屋の扉を開けたジギスヴァルト・レーベンは、驚きよう愕がくするように目を見開いている。その上、どうにも青ざめている気さえした。一体、どうしたというのだろう。

「どうして泣いてる!?」

　そして、彼は声を上げた。見たこともないくらい慌てふためく彼に言われて、私はようやく本が落ちてきて以来、涙目のままであったことに気付いた。

「僕が胸倉摑んだからか!?　机にぶつかってたな、それか!?」

　完全に焦り切って混乱しているジギスヴァルト・レーベンに、気け圧おされてしまう。どうやら彼は、私の涙を先程の居間での出来事が原因だと思っているらしい。

「い、いや、違うから。本を落として、頭にぶつけちゃっただけで……」

　勢いに気圧され、彼の焦りも伝でん播ぱして、円えん滑かつな説明ができない。とにかく誤解を解いて、彼を落ち着けなければ、とそれだけが頭を占しめる。しかし、そう思えば思うほど、私もまた、どうすればいいのか、と混乱してしまっていた。

「だから部屋に戻って」

「そのあとでまた泣くつもりだろう!?」

　どうやら彼の中では、自分が私を泣かせたということは最早決定事じ項こうらしい。

『どうしたですか？』

　居間でぬいぐるみに戻っているはずのノイくんの声が、扉のそばに立つジギスヴァルト・レーベンの背後から聞こえる。それに気づいた彼は、はっとした顔を見せたあと、瞬間的に私の部屋にもう一歩踏み入って扉を閉めた。

「なんでもない！　ノイは休んでろ！」

　まるで、何か悪いことでもして親に咎められないよう、それを隠す子どものようだと思った。実際の関係性にしても、見た目にしても、どちらかというと親と子は逆のはずだけれど。

『そうですか……？　けんかしちゃだめですよー！』

　結果的に締しめ出だされたようになったノイくんだが、それだけ言うと納得してジギスヴァルト・レーベンの言葉に従ったようだ。ぬいぐるみ姿だと足音などがまったくしないので物音は聞こえないが、きっとまた椅子に座って魔力を蓄たくわえるのだろう。

「な、なんで入ってくるの……」

　そして、私は目の前のジギスヴァルト・レーベンと対峙する。私の現状は、何も解決してはいなかった。明日になれば謝ろうと思っていたが、とてもじゃないがそんな空気ではない。

　というか今謝れば、私を泣かせたと大いに焦っているジギスヴァルト・レーベンを更なる混乱に突き落としてしまう気がする。

「おまえが泣くからだろ！」

　それは本が原因だと伝えたのに、やはり彼はまったく信じてくれていないようだった。
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　一体全体どうしてそういう結論に至ったのか、私は寝ね入いるまでジギスヴァルト・レーベンに見張られることとなった。勝手に泣かないように、ということらしい。意味が分からなくて解げせぬ、としか思えない。

　彼は文ふづ机くえの椅子を寝台のそばに寄せ、そこに座ると私を寝台に押し込めた。そうやって見張っているつもりらしく、さっさと寝ろ、と言われたのだが。

「………………」

　眠れるわけがない。視線も気配も気になって仕方がない。こんなにジト、と見つめられたままぐっすり寝入れるほど、私の神経は太くないのだ。

　涙目の原因は落ちてきた本が原因だといくら訴うつたえても、聞き入れてくれる様子はなかった。そうなれば、少しでも早くこの状況から脱だつするために、眠れなくても寝たふりでもしてみようか。

　私は寝しん具ぐに身体を埋うずめて、ひたすら目を瞑つぶる。ランプの灯ひは消され、代わりにジギスヴァルト・レーベンの魔法によって火の玉が浮うかんでいた。ぼんやり自分の手元が見える程度の明かりで、環境としてはとても入にゆう眠みんしやすそうである。

　それなのに、寝台のそばで圧あつ倒とう的てき存在感を示す彼かれ自じ身しんが、その全てを打ち消していた。

「……さっき」

　すると、ともすれば聞き違いかと思ってしまうような小さな声で、ぽつりとジギスヴァルト・レーベンが口を開く。

「乱暴にして、悪かった」

　告げられた言葉に、思わず目を開く。するとすぐに彼と目が合った。紫色をしているはずの目の色は、ぼんやりとした明かりの中ではよく分からない。白い髪は、すっかり部屋と同じ色に染まっている。

　目を見開いたジギスヴァルト・レーベンは、まるでお化けでも見たように肩を揺らして、椅子がガタガタと音を立てる。よもや、すでに私が就しゆう寝しんしていると思っていたのか。

「私こそ、ごめんなさい。無神経なことを言いました」

　彼は驚いた様子のまま、一ひと頻しきりあちらこちらへと視線を巡らせ、それからじっと私を見つめて目を逸そらす。部屋が暗いとは言っても、色合いはともかく表情などは雰ふん囲い気きで分かった。

「違う。あれは、僕が悪い」

「そんなことは……」

「僕が、悪い。おまえじゃない」

　否定しようとした私の言葉を遮さえぎって、ジギスヴァルト・レーベンは再度そう断言した。更にそれを否定してしまえば、また言い合いになってしまいそうで、私は口を噤つぐむ。

　だからと言って、彼の主張を受け入れられるわけではない。彼の挙動の原因は、私の無神経な発言なのだ。

　寝台に寝ね転ころんだまま、心の中でうーんうーん、と唸り始める。眠れる気がまるでしなかった。この状況をどうしようかと考え込んで、ふと世間話じみた会話の糸口を見み出いだす。

「……名前」

「え？」

「私の名前、知ってる？」

　ノイくんのことは何度か呼んでいたけれど、私を呼ぶときはいつも『おまえ』だった。

　婚こん約やく者しやが次々と亡なくなった『死神』という噂うわさだけで結婚したらしいので、名前をそもそも憶おぼえていない可能性もあると思った。

「……クシェルだろう」

「知ってたんだ」

　思わず感心したような声が出てしまった。すると、ジギスヴァルト・レーベンは怪け訝げんそうに眉を寄せる。

「言っておくが、物覚えは悪くないぞ」

　そういうことではないんだなあ、と思ったけれど言わないでおいた。

「呼ばれないから、どうなのかなって」

「どうも何も……おまえだって僕のことは呼ばないだろう」

「そう？　呼んでいたと思うけど」

　普段から、頭の中でも呼んでいる。けれどそう言われてみれば、口に出すことはあまりなかった？　のかもしれない。

「前に、ジギスヴァルト・レーベンとは呼ばれたが」

「そうよね？　……え、あなたの名前、ジギスヴァルト・レーベンよね？」

　まさか私、自身の夫の名前を間ま違ちがって覚えていたのか？　だから今そう指し摘てきされているのか？　その可能性に気付き、途端に冷ひや汗あせが流れ始める。もしもそうだとしたら、あまりにも失礼すぎる。

「……おまえもレーベンだろう」

　素っ気ない言葉から、その意図を汲み取るのは困こん難なんだった。しばらく、暗い橙だいだい色いろに染まる部屋をぼんやりと眺め、それからようやく、一つの可能性に思い至る。しかし、外していたらとんでもなく恥ずかしい気がする。

　毛布に頭の先まで隠れてしまいたいような気持ちになりながら、恐る恐る問い掛ける。

「あの……ええと、ジギスヴァルト…様？」

　すると、不正解だったのか、こちらへ目を向けた彼の表情はいかにも不機嫌そうなものだった。恥ずかしい。穴があったら入りたい。

「敬けい称しようなんか付けるな。王宮にいた頃を思い出す。私利私欲のことしか考えない奴やつほど、そうやって媚こびへつらうんだ」

　気分が悪い、と吐き捨てるように口にする。どうやら、その表情の理由は私が見けん当とう違ちがいなことを言ったからではないらしい。

「ええと、じゃあ、その……ジギスヴァルト……と、呼んでも？」

「……好きにすればいい」

　そう言う割に結構、呼び方を限定してきた気がするな？　と思いつつも口には出さなかった。私にもそのくらいの分別はある。

　ジギスヴァルト、ジギスヴァルト、ジギスヴァルト……。

　ずっとジギスヴァルト・レーベンと呼んでいたので、慣れるまではちょっと間違いそうだ。気を付けなければ。

「ジギスヴァルトは、以前は王宮仕えをしていたの？」

　再び部屋に落ちる沈ちん黙もくを厭いとい、呼び慣れるための練習も兼かねてそう問いかけてみる。彼に対し、森に籠こもりきりのイメージしかなかったのでいまいち想像できず、興味が湧いた。

「……まだ普通の人間だった頃に、当時の国王陛へい下かにお仕えしていた」

　そのとき、表情の変化を如によ実じつに感じた。橙色の夜の中、彼の纏う空気が和やわらいだと分かる。

「臣民を愛する、素す晴ばらしい方だった。陛下のために魔法を研けん鑽さんし、そのお役に立てることこそが誇ほこりだった」

　ジギスヴァルトが自分のことを話してくれるのは、これが初めてだった。

　思えば、私たちは結婚したというのに、正面から顔を突き合わせることもなく、話をすることもなかった。

「陛下が王子であった頃からお仕えして、そのご子息も、ご令孫も、みんな見送った。陛下のお血筋を見守るのが、長い命を得た僕の使命だと思っていた。──けれど、それももう、とうに終わった。百年ほど前に陛下の直系は絶え、今の王家はその傍ぼう系けいに当たる」

　だんだんと空気が固くなる。彼は長い命を受け入れるための『理由』すら、失ってしまったのだ。悲しみと寂せき寥りようと、その先にあるのが虚むなしさであると簡単に想像がついた。

　だって私も、そのやるせなさを知っている。

「僕にも昔はあった。使命も、展望も。仕えるべき主あるじがいて、信しん頼らいできる仲間がいた。尊敬できる師も、気の置けない友人もいた。……全部過去の話だ」

　齢よわい三百の魔法使い。一体どれだけの出会いがあっただろう。どれだけの喜びが、希望があったことだろう。けれどきっと、それ以上の別れが、悲しみが、絶望があったのだ。

　時は残ざん酷こくに流れる。彼だけを置き去りにして。

　それはきっと、生きる喜びを見失ってしまうには十分すぎるもので。

「僕はもう疲れた。もううんざりだ。おまえの言うことは分かる。生きることは素晴らしいと、それがただの人間であったなら、僕だってそう思う。だけど僕の死を惜おしんでくれる人は、もうみんな先にいってしまった。だからもう、いいだろう」

　ああ死にたいな、と彼は呟く。まるで息でもするかのような、平へい坦たんな声で。だからこそ、何よりもの切望が込められていると感じられる。

　彼の安息はもう。死の先にしか見出せないのだ。

「ごめんなさい……」

　たまらず漏れたのは謝罪の言葉だった。

　なんてひどいことを言ったのだろう。私からすれば永遠にも近い時間を生き、それに苦しんでいるこの人に、なんてことを言ってしまったのだろう。生きているだけで素晴らしい、なんて。

　その生こそが、彼の苦しみだったのだ。

　私だって、知っているのに。置いていかれることが、どんなに苦しいか。失うことが、どんなに悲しいか。一人生きることが、どんなに恐ろしいか。

　お父様、お母様、と泣なき叫さけんだあの日を、けして忘れられないくせに。

「ごめんなさい」

　申し訳なさと、彼の孤こ独どくへの想像と、あの絶望の日を思って、泣いてしまいそうだった。けれどけして泣いてはならない、と唇を嚙かみ締しめる。ひく、と喉のどがなりそうなのを必死に堪こらえた。

　傷つけたのは私なのだ。そのくせ、彼の悲しみを奪うばい取とって、まるで被ひ害がい者しやのように、あるいは恩着せがましく、泣くわけにはいかなかった。

「でも、でもね」

　それでも伝えたいことがあって、私は熱くなる目め頭がしらを意識しないように、震える喉を抑えながら口を開く。余計なことで、迷めい惑わくでしかないのかもしれない。けれど、伝えなければならない、と思った。

「私は、ジギスヴァルトが死んだら、悲しいよ」

　噓偽いつわりない私の本心を、分かって欲ほしかった。出会って間もなく、目的のためだけに始まった歪いびつな夫婦でも。同じ家でこうして共に暮らしていることに、意味はあるのだ。

　手料理を食べて美味しいと言ってくれた顔を、絵本を読むときの落ち着いた声を、忘れることなんてできないから。

　ジギスヴァルトはしばらく何も言わなかった。私の言葉を否定することも無視することもなく、椅子に座ったままこちらを見下ろしていた。

　彼は口を開こうとしてやめ、けれどまた小さく口を開いたのが分かった。

「そうか」

　紡つむぎ出されたのは短い、たったそれだけの言葉。それきりジギスヴァルトは口を噤む。私もそれ以上、何も口にしなかった。

　室内はすっかり沈黙に包まれてしまっていたけれど、不思議と居い心地ごこちは悪くなかった。
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　室内はしんと静まり返っている。クシェルは目を閉じており、耳を澄すませば穏おだやかな寝ね息いきが聞こえてきた。

　ジギスヴァルトは、寝台の隣に置いた椅子に腰かけたまま、ただその様子をじっと見ていた。彼女の寝ね顔がおを、さして面おも白しろくもなさそうな顔で。

　クシェルの翠すい緑りよく色しよくの瞳が隠されると、少々あどけない印象さえ受ける。暗い室内で、それでもほんのり赤いと分かる唇は、緩ゆるやかに空あいていた。それからまろみのある頰ほおへ目を向け、ジギスヴァルトはそっとその頰へ手を伸ばす。

　頰に指先が触れた瞬間、慌てて手を引ひっ込こめた。彼は目を白黒とさせ、触れた自身の指先と、クシェルの頰を見比べる。

　この家で暮らし始めてから、ジギスヴァルトは人と関わることを止やめた。ノイはぬいぐるみの温度で、たまに家を訪れる商人や王宮の使いとは、こんな風に触れることもない。

　人の肌に触れたのが随分久しぶりで、自身でも驚くほど動揺してしまった。触れた頰は、想像より柔やわらかく、想像よりずっと温かかった。あの血の気が引くような、ぞっとする冷たさとはまったく違う。

　ジギスヴァルトは再び、恐る恐る彼女の頰へ手を伸ばす。

「ん……んんっ……」

　ちょうどそのとき、クシェルが寝ね返がえりを打った。彼は反射的に、まるで降参だと言わんばかりに諸もろ手てを上げ、素早く椅子から立ち上がる。

　そのまま慌てて、けれど彼女を起こさないよう密ひそやかに部屋から出ると、素早く自分の部屋へと戻った。

　何をやっているんだ、と自身の行動に呆あきれるジギスヴァルトの顔は、慣れない熱に染まっていた。
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　ジギスヴァルトと初めてちゃんと話をした日から、少しだけ彼かれの様子が変わったような気がする。突つき放はなすような態度は少々和やわらぎ、ちょっとした会話をしやすくなった。何より、あまり死のうとしなくなっている。

　私自身が望んでいたことだが、ああも死に焦こがれていた彼がぴたりと自殺行為を止やめるとなると、むしろ心配になった。調子が悪いのではないか、とさえ思ったのだ。あとで冷静になってみると、どう考えても発想がおかしい。

「最近、自殺しないね」

　そう尋たずねると、ジギスヴァルトはばつが悪そうに目を逸そらして、どこか拗すねるような調子で口を開いた。

「おまえはすぐ泣くから」

　どうやら彼は、未いまだに本の角かどで頭を打ったときの涙なみだ目めを、自分が乱暴にしたから、と思っているらしい。私が嫌いやがる自殺を繰くり返かえせば、また泣くかもしれない、と危き惧ぐしてくれているようだ。

　いいのかな、と思った。あんなに生きることを厭いとうていたのに、そうして私に気を遣つかって、死のうとしないでくれてもいいのかな、と。

　けれどやはり私は彼が望むなら死んでもいいとは思えなくて、できれば死なないでほしくて、結局自分に都合よく口を噤つぐんでしまった。

　きっと今死にたいと言って、それを行動に移されれば、私に止めることはできない。止めてはいけない、と思った。

　ジギスヴァルトが死のうとしなくなれば、彼のことを強く監かん視しする必要がなくなった。だからこそ、それまでよりは緊きん張ちよう感かんなく気ままに過ごしているのだが、そうすると時折ジギスヴァルトからの視線を感じるようになった。

　たとえば、ノイくんに文字の読み書きを教えているとき、たとえば外で洗せん濯たくをしているとき、たとえば居間で縫ぬい物ものをしているとき。

　以前より部屋から出てくるようになったジギスヴァルトは、少々離はなれたところに座すわっては、私に視線を投げてくる。

　だからと言って、私と目が合うとすぐに顔を背そむけるのだから、一体何がしたいのやら。

「魔ま法ほう石せきがあれば、魔法をつかいやすくしたり、効果をたかめたりすることができます。あと、魔法をつかえなくても、お守りになるってディッくんいってました！」

　王宮勤めは過去の話であり、王宮の人間に『通行証』を渡わたしていても、訪ねてくれば追い返していると聞いている。そんなジギスヴァルトの収入源とは何だろう、と気になって尋ねた結果、ノイくんの返答は『魔法石をうってます』だった。

　おそらく、ジギスヴァルト本人に聞くのが一番手っ取り早く、彼の妻である私には尋ねる権利もあるのだろうが、少々はばかられてノイくんに尋ねた次し第だいである。

　裏庭で文字の練習をしていたノイくんは、にこにこと教えてくれた。地面には、木の枝で書いた文字が躍おどっている。

　まずはノイくんやジギスヴァルトの名前の書き方から教えているのだが、書き慣れていないために文字が安定してなくて微笑ほほえましい。

　季節が冬に近付くにつれて寒さは増す。私はジギスヴァルトのローブを借りて、その上に実家から持参したショールを掛かけて防寒しているが、元々がぬいぐるみのノイくんはあまり気温を感じないらしい。上着を着ることはなく、いつもの服装のままだった。

「旅人さんに大人気みたいです。危ないところにいっても、守ってくれるって」

「守る？」

「えっと、さむいとこが大だい丈じよう夫ぶだったり、あついとこも平気っていってました！」

　その説明だけだと、随ずい分ぶん便利な防寒、防熱器具の印象だが、実際はどうなのだろうか。

　この家のあちらこちらに埋うめ込こまれている魔法石は、一度使えば二度と手放せないと思うほど便利だ。しかし、私はその存在を初めて知ったくらい、一いつ般ぱん的てきな存在ではない。家で使うものではなく、基本的には旅道具として認にん識しきされているのだろうか。

　まあ、私が世間知らずなだけで実は一般的、という可能性も否定できないが、とりあえずその可能性は脇わきに置いておく。

「そういえば、ディッくんってどなたなの？」

　ノイくんから、何度か聞いている名前である。

「ディッくんは、ディッくんですよー！　魔法石をかってくれます」

　いまいち要領を得ない説明だが、とりあえず名前の始まりが『ディ』で、最後が『ク』なのだろう。『ジトくん』『クルちゃん』呼びから推すい測そくされる。いや、それなら『ディックくん』と呼ぶだろうか。謎なぞである。

　魔法石を買ってくれるということは、旅人なのだろうか。それとも店に卸おろしてくれるような商人なのか。

　すると、先さき程ほどまで部屋で何かをしていたらしい、ジギスヴァルトが外へ出てきた。その手には麻あさ袋ぶくろを持っていて、彼は私たちを一いち瞥べつするとそのまま井い戸どの方へ向かっていった。

「どうしたんだろう？」

　彼の背中を目で追って、疑ぎ問もん符ふを飛ばす。ジギスヴァルトはあまり家から出ない。家の中で難しい魔法の本を広げていることがほとんどで、たまに外に出てきたかと思えば、のろのろと動いてぼんやり空を見上げていたりする。体調でも悪いのかと心配したのだが、そのときは日向ひなたぼっこをしていただけのようで、拍ひよう子し抜ぬけしたものだ。

　その際、ぼくもー！　と嬉うれしそうに隣となりに並ぶノイくんは大層愛らしく、私に絵心があれば絵にして残したいほどだった。

「たぶん、魔法石をつくってるんだとおもいます！」

　噂うわさをすれば何とやら。それを聞いて、私は途と端たんに興味を惹ひかれた。あのあまりに便利な魔法石は一体どうやって作られているのだろう。

「……見に行ってもいいかな？」

「クルちゃん見たいです？　じゃあ、ぼくもいくです！」

　ペンの代わりにしていた木の枝を放って、ノイくんが立ち上がる。歪いびつながら、地面にはしっかりノイくんの名前が綴つづられていて、その文字を眺ながめるだけで頰ほおが緩ゆるんだ。

「ノイくん、上う手まくなったね」

「ほんとうですか!?」

　勢いよく尋ねるノイくんににっこり笑って頷うなずけば、彼は諸もろ手てを挙げて飛とび跳はねる。嬉しくて堪たまらない、と全身で示していた。

「ほめられました！」

　頭を撫なでれば、くすぐったそうに肩かたを竦すくめる。いつも以上に元気いっぱいになったノイくんに手を引かれ、私たちは一いつ緒しよにジギスヴァルトのあとを追った。

　井戸へ向かうと、ちょうど彼が桶おけの中に、麻袋の中身を流ながし込こんでいるところだった。

　井戸の蓋ふたは少しずらされ、桶はその蓋の上に置かれている。近寄ってくる私たちに、ジギスヴァルトがちらりと視線を向けた。

「あ、綺き麗れい！」

　桶の中にはキラキラと輝かがやく色とりどりの丸い石が転がっていた。しかし、石と呼ぶには真ん丸で、つるりとしている。水の中に沈しずむ姿を眺めて、思わず歓かん声せいが漏もれた。

「触さわるなよ。まだ形が安定してないから、おまえが触れば崩くずれて水に溶とける」

　すると、ジギスヴァルトからそう注意される。触れば崩れて溶ける、とはどういうことだろう。うっかり触ふれてしまわないように、思わず少し距きよ離りを取って両手を背中に隠かくす。

「これからどうするの？」

「月明かりに三晩、陽光に二日当てる。そうすれば形も安定して、魔法石が出来上がる」

　水につけた状態で光に当てれば固まるのか。ジギスヴァルトが言うのだから間ま違ちがいないのだろうが、にわかには信じがたい。

「今はまだ昼だから、夜になったら外に出すですよ！」

　ノイくんが補足してくれる。夜まではこのまま、井戸の陰かげに置いておくらしい。だから魔法で水が出せるのに、わざわざ井戸まで来たのだろうか。

「この水は井い戸ど水みずなの？」

「ああ。魔法石を作るには、自然の水の方がいい」

　どうやら、魔法の水と、井戸……というかそれ以外の水はまた別物のようだ。

　色は赤が一番多く、次が青で、緑、黄、と続いている。魔法の種類によって色が違ちがうらしいので、おそらく量の違いは需じゆ要ようの度合いによるのだろう。

「どうやって作ったの？」

　素そ朴ぼくな疑問を向ければ、彼は言葉を探すように沈ちん黙もくしたものの、口を開くよりも早く人差し指を立て、その先に火の玉を作り出した。

「これを」

「うんうん」

「固める」

　……なるほど分からん。

　私は理解することを放ほう棄きした。固める、と言われても私にはそもそも魔法の心得すらない。そうなればどうして何もないところで火が出るかすら分からず、それを固めると聞いてもまるでその工程の想像ができなかった。

　残念ながら、これまで十七年の人生で魔法に触れたことはない。この家に嫁とついでくるなら、予習くらいしておけばよかった。

「これで、魔法の威い力りよく？　とか上げられるのよね？」

　先程のノイくんの説明で学んだことを口にする。

　魔ま法ほう使つかいは、そもそも稀け有うな存在である。潤じゆん沢たくな魔ま力りよくだけではなく、それを磨みがかなければ魔法使いと呼ばれる存在にはなれない。

　そのため、私も生まれてこの方結けつ婚こんするまで、魔法使いには直接会ったことがなかった。そうなれば魔法についても詳くわしく知る機会もなく、質問ばかりが頭に浮うかぶ。

「そうだな。あとは、例えば緑の石を持てば、風に対する耐たい性せいがつく。持っていれば、嵐あらしの中でも風の影えい響きようを受けにくくなる」

「え、すごい！」

　素す直なおに感心する。先程ノイくんが言っていた、『さむいとこが大丈夫だったり、あついとこも平気』というのもそういうことか、と納なつ得とくする。どうりで、旅人に需要があるわけである。旅をしていれば、野宿をする機会もあり、危ない場所を通ることもあるだろう。そんなときに、魔法石が身を護まもってくれれば安心だ。

　井戸の蓋の上に置かれた桶の中身を、ノイくんが背せ伸のびして覗のぞき込こみ、口を開く。

「今回、たくさんですね？」

　不思議そうな声こわ音ねだが、当然普ふ段だん彼がどのくらいの量を作っているか分からない私には、実際に沢たく山さんなのか、判断がつかない。

「そうなの？」

「ジトくん疲つかれるから、いやだって。いつももっと、ちょっとだけです」

「それは……」

　ジギスヴァルトの声が、途と中ちゆうでぐっと詰つまる。ノイくんと共に桶の中の魔法石を眺めていた私が顔を上げると、彼は居い心地ごこち悪わるそうに目を逸らしていた。

「………………おまえのものを、色々買わないと、困るだろう」

　ジギスヴァルトは、一見すると不ふ機き嫌げんそうにすら見える様子でそう言った。けれどその言葉は、間違いようもなく、私を思いやってくれているからこそ、出てくる言葉だった。

　彼にあれが欲ほしい、これがない、と訴うつたえたことはなかった。折を見て、もしくは商人とやらが訪ねてくれたときにでも頼たのんでみよう、と悠ゆう長ちように考えていた。

　それなのに、彼がそんな風に思ってくれたのは、私のことを見てくれていたからで。

「あ……の！　ありがとう！」

　嬉しくて、逸はやる気持ちのまま、そう言った。不意に向けられる優やさしさが、じんわりと胸に滲にじむ。自分でもだらしないと思ってしまうくらい、頰が緩んだ。

　すると、ジギスヴァルトはまるで幽ゆう霊れいでも見たように、目を真ん丸にして驚きよう愕がくの表情を浮かべる。その目は、確かに私を捉とらえていた。
















　な、なんだろう。だらしない顔をしていたので、みっともなさに驚おどろかれたのだろうか。普ふ通つうに傷つく。

「ど、どうしたの？」

　尋ねてみれば、彼ははっと我に返った様子で顔を背けた。

「……おまえ、そんな顔……」

　顔という単語が出てきて、疑いが確信へと変わる。やはり、変な顔をしていたらしい。確かに嬉しくて、随分だらしない顔をしている自覚はあった。

　慌あわてて表情を引ひき締しめていると、ノイくんがショールの裾すそを引く。

「クルちゃんは、いつもかわいいですよ」

　にっこり笑う。絵画の中の天使のように穢けがれなく、愛らしい笑え顔がおだった。ノイくんの方がどれほど可か愛わいいことか！　と思いつつも、それだけで簡単に慰なぐさめられる。

「ありがとう」

　たとえお世辞や慰めだったとしても、そう伝えてくれるノイくんの優しさが嬉しい。ジギスヴァルトは何な故ぜだか釈しやく然ぜんとしなさそうな顔をしているが、その理由について語ることはなかった。
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　視線を感じる。

　私の頭を今まさに占しめているのはそれだった。

　最近、ジギスヴァルトから向けられる視線が顕けん著ちよになったような気がする。何でもないときにふと向けられるときもあれば、食事中に、向かいの席からじっと視線を投げかけられるときもある。

　非常に落ち着かない。どうかしたのか、と尋ねてみても明確な返答はなく、何でもない、とすぐに逸らされるばかりである。それなのに、私が彼から視線を外せば、また例のジト目で見られている気配を感じるのだ。

　加えて、何故だかよく後ろをついてくるようになった。例えば今のように、ノイくんと洗濯物を干していると、裏庭にある木製の長なが椅い子すに腰こし掛かけてじっとこちらを見ていたり。

　観察されているようで居心地が悪い。何か気に入らないことでもあるのかと思いつつも、それならばそれではっきり言うだろう。

　何なのだ、と思っていると、不意に立ち上がったジギスヴァルトがこちらへ歩み寄ってきた。

「貸せ」

「え？　え？」

　戸と惑まどっている内に、手の中の洗濯物をひったくられた。彼はそのまま、それを干してくれる。

「ジトくん、これもです！」

　動どう揺ようしているのは私だけで、仏ぶつ頂ちよう面づらのままのジギスヴァルトに、ノイくんは意い気き揚よう々ようと洗濯籠かごから取り出した洗濯物を手渡している。

　戸惑っている内に洗濯物は干し終わり、彼はまたじっと私を見下ろす。意図が読めなくて、首を傾かしげながら礼を言うくらいのことしかできなかった。

「あ、ありがとう……？」

　私の礼に、ジギスヴァルトはそれ以上何かを口にすることもなく、どうにも不可解そうな顔のまますっと目を逸らした。昨日も掃そう除じや食事の用意を手伝ってくれたのだが、そのときも同じような様子だった。

　一体何がしたいのだ。もしくは不満でもあるのか。それならそうと言ってくれればいいのに。

「クルちゃん、難しい顔してます。どうしたですか？」

　頭を悩なやませながらひたすら夕飯の芋いもの皮を剝むいていると、心配そうに顔を覗き込んでくれるノイくんと目が合った。

　食しよく卓たくの椅子に座って私が芋の皮を剝き、その隣に座るノイくんが、皮の剝けた芋を桶の中の水にさらしてくれる。暖だん炉ろによって部屋の中は温かく、ショールもいらないくらい心地いい。何だか穏おだやかで、ゆったりとした時間が流れていた。

　ノイくんは私が困っていたり、頭を悩ませていたりすると、いつも今のようにすぐに気に掛けてくれる。可愛くて、心優しいノイくんは、いつだって私の心の癒いやしである。

「大丈夫よ。ありがとう」

　自然と笑えみが浮かんで礼を言えば、ガタタッと大おお袈げ裟さな物音がした。音の方へ視線を向けると、どうやら部屋から出てくるところだったらしいジギスヴァルトが、目を見開いて後ずさっている。

「どうしたの？」

　何があったのか、と驚いて目を丸くすれば、彼はまたいつものように私をじっと見つめ、それから分かりやすく顔を顰しかめるとすっと背けた。

「なんでもない」

　そう答えると、部屋から出てこようとしていたのに、静かに自室内へ戻もどっていく。一体何をしたかったのだろう。とても『なんでもない』というようには見えなかった。

　どうにも気落ちした様子だったのが気にかかる。

「どうしたんだろう」

　思わず呟つぶやけば、ノイくんもまた、不思議そうに首を傾げる。

「ジトくん、お疲れさまですか？」

「どうなんだろうね」

　私からすれば割といつもよく分からない行動を取っているので、あまり深刻にはならずに気軽に捉えているが、本当に一体、何を考えているのだろう。

　また、謎の視線は、ジギスヴァルトがノイくんへ絵本の読み聞かせをしているときにも向けられる。

　ノイくんにジギスヴァルトが自殺しないように見ていて、とはもう頼んでいないが、私が寝ね支じ度たくをしているときは、今も変わらず絵本の読み聞かせ時間となっていた。

　内容を覚えていることもあって、たどたどしいながらも絵本の文字くらいならばノイくん一人でも読めるようになってきている。しかし、どうやらノイくんは読み聞かせてもらうこと自体が好きらしい。

　今日も夕食の片付けが終わると、これがいい！　と絵本片手にジギスヴァルトにねだっていた。

「そうして、お姫様は王子様の口づけによって、長い眠ねむりから覚めたのでした」

　相変わらずジギスヴァルトには似合わないなあ、と思いながら、私も読み聞かせに耳を傾かたむける。寝支度を終えて、二人の向かいになる食卓の席に腰掛けていた。

「もう一回！　もう一回！」

　ノイくんはいつものようにねだる。すると、ジギスヴァルトがじっとこちらを見ていることに気付いた。例のあの視線だ。

　その視線から、どうにか彼の意図を読み解こうとして頭を捻ひねる。

「ノイくん、今日はもう遅おそいから、また明日にしよう？」

　止めてほしい、と訴えられているのかと思って声を掛ければ、はーい！　とノイくんは気持ちのいい返事をくれた。

　絵本を両手に持ち、片付けているノイくんの姿を見ながら、これでよかったのよね？　という気持ちを込こめてジギスヴァルトへ目を向ける。すると、彼は何故だか苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしていた。

「なに？」

「……何でもない」

　とても何でもない、という様子ではない。一体何なのだ、ともやもやした気持ちを持て余したが、ジギスヴァルトには答える気がなさそうだ。

　詮せん索さくするのは諦あきらめて、ふと考える。この家にある絵本は、お姫様と王子様の恋こい物語が多かった。ノイくんの趣しゆ味みなのか、それともジギスヴァルトがそれを選んで買かい与あたえたのだろうか。

　もし後者だとすれば、ちょっと想像つかなくて理由が知りたいような気がする。いや、知るのが怖こわいような気も……。

「そういえば、絵本だと悪い魔法に対たい抗こうするのっていつも、王子様の口づけとか真実の愛よね」

　ふと思いついてそのまま口に出す。絵本の紡つむぐ物語は、いつだって美しく、清せい廉れんで、意地の悪い言い方をすれば都合がいい。

　現実は、そんな夢みたいに鮮あざやかには解決しない。目の前の魔法使いが、三百年も苦しめられているように。

「いや、あれは中々的を射ている」

「え、そうなの？」

　しかし、ジギスヴァルトの返答は意外なものだった。

「魔法は、精神の影響を強く受け、心乱れた状態だと制せい御ぎよも難しくなる。大昔の文ぶん献けんに載のっているような変則的な呪のろいには、愛する人など感情に寄き与よする単語が散見しているくらいだ」

　まったく知見のないことであるために、咄とつ嗟さに話を飲のみ込こめず、頭の中でふわふわと転がす。

「つまり、強い感情はそれだけ魔法に影響を及およぼすということだ」

　いまいち理解できていないことを悟さとられたのか、最後に簡潔に纏まとめられた。とりあえず、それだけを心に留とどめておくことにする。

　しかし、心乱れた状態で魔法の制御が難しくなるということは、三百年も魔法使いを続けているジギスヴァルトは、当然精神の制御が必ひつ須すなのではないだろうか。それにしては、結構感情的なようにも思うけれど。

　なんてことを考えていると、絵本を片付けたノイくんがとことこと駆かけ寄よってくる。私の隣に座りなおしたノイくんを見て、あまりの可愛さにでれっと頰が緩んだ。

「クルちゃんはもうおやすみですか？」

「うん、そうしようかな？」

　ジギスヴァルトはまだ起きているのだろうか、と目を向ければ、彼はどうにも不服そうな顔をしていた。腑ふに落ちないような、そんな顔。

「どうかした？」

　そう問うてみたものの、ジギスヴァルトが答えてくれることはない。つんと顔は背けられたが怒おこっている様子でもなかったので、そっとしておくことにした。
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「困っていることはないか」

　いっそ高圧的と感じてしまうくらい、物々しい表情で彼が尋ねてきたのは、その次の日のことだった。ちょうど昼食を食べ終え、片付けのために立ち上がろうとしたところである。

　同じく食卓の椅子から飛び降りようとしていたノイくんと共に、椅子に座りなおす。

「なあに、突とつ然ぜん？」

「いいから、何かあるなら言え」

　そう強ごう引いんに迫せまられても、急にはパッと浮かばない。ジギスヴァルトがこんな風に尋ねるということは、家のことについてだろうか。

　しかし、生活には割と満足しているし、必要なものは揃そろえてくれる、とこの間話したばかりだ。何か気がかりなことは……と考えて咄嗟に浮かんだのは、美しくも可愛い妹のことだった。

「手紙を」

「手紙？」

「ええ、妹に手紙を出したいのだけど、どうすればいいの？」

　最近まで、こうして顔を合わせて話すことがなかったので、追い追い尋ねたい、と思いつつも後回しにしていた。あれだけ、私のことを案じてくれていたアマーリエである。案外楽しく暮らしている、と報しらせたかった。

　連れん絡らくが遅くなってしまったとはいえ、まだ季節が一つ巡めぐろうかという頃ころなので、許してもらおう。

　アマーリエは今頃どうしているだろう。私が安心したいがために、なるべく早く離れようと思っていたけれど、いざ離れるとやはり彼かの女じよに会いたくなってしまう。

「それは……そうだな。確かく認にんする」

　少々考かんがえ込こむ仕草を見せたジギスヴァルトは、そう返答する。その口ぶりから、彼はこの家で手紙という連絡手段を使用してないことが窺うかがえた。

「ジギスヴァルトは手紙を書いたりしないの？」

「王宮からの招しよう喚かんを拒きよ否ひするためのものなら、その場で使いの者に預けるぞ」

　今のジギスヴァルトには、かつてのような王宮勤めをするつもりはないようである。その姿は容易に想像がついた。しかし、王宮を通して私との縁えん談だんを取り付けたことを考えても、王宮との縁えんが切れてしまっているわけではないのだろう。

「ジトくん、ディッくんにはお手紙しないですか？」

「は？　どうして。必要ないだろう」

　ノイくんの問いかけに、ジギスヴァルトが心底不思議そうな声を出す。旅人か商人だと思われる『ディッくん』だが、どうやら手紙を交かわすような間あいだ柄がらではないらしい。

　そんな会話を聞きながら、個人的な手紙を送る相手が、今はもういないのかもしれない、と悟る。彼が生きた三百年の中で、親しい人はみんないなくなったと言っていた。

　思いやりのないことを聞いてしまったのだろうか。

「他は？」

　しかし、ジギスヴァルトは何も気にしていない様子で、重ねて問とい掛かける。

「……特に思いつかないけど」

「何かあるだろう。困ったことじゃなくても、こうしたいとか、こうしてほしい、とか」

　そろそろ見慣れてきた端たん整せいな顔が、私へと向けられている。ううむ、ジト目でなければ更さらにいいと思うのだが。

　仏頂面以外は驚いたような顔と、慌てふためく顔くらいしか見たことがない気がする。もったいない。せっかく綺麗な顔をしているのに。

　そんな風に思考が逸れてしまっていることに気付き、はっと我に返る。しかし、改めて考えても、やはりこれと言って何も浮かんでこなかった。

　この家での生活にも慣れてきたし……しばらくそう考え込んで、ふと『してほしい』ことならば思いついた。

「じゃあ、これからは名前で呼んでくれる？」

　素直な要望だったのだが、ジギスヴァルトの表情が怪け訝げんそうなものとなる。

「なんでそんなこと……」

「だってあなた、いつも『おまえ』とか『おい』と呼ぶばかりで、名前では呼んでくれないじゃない」

　別に不便はないからそれでもいいのだけれど、少々味気ない。私の呼び方は改めさせたのだから、私だって同じように求めてもいいだろう。

「呼んでなかったか？」

「ないですよ？」

　くりくりとした目で、私に代わってノイくんが答えてくれた。ジギスヴァルトはまるで自覚がなかったのか、納得しかねるようだ。

　しばらく口ごもり、私へ目を向けたジギスヴァルトは、何故だか怪訝そうな表情のまま口を開く。

「…………クシェル」

「はい。ジギスヴァルト」

　こうやって改めて呼ばれると何だかくすぐったい。照てれ隠かくしのように笑えば、ジギスヴァルトは分かりやすく目をみはった。それから勢いよく立ち上がる。

「なっ……！」

　彼は何かを言いかけ、口をパクパクと開閉させていた。じわじわと顔が赤くなっているような気がするが、気のせいだろうか。

　どうしたのだ、と思うよりも早く、ジギスヴァルトは立ち上がったときとは対照的に、ゆっくりと脱だつ力りよくしたように椅子に座り直した。そのまま目の前の食卓に突つっ伏ぷす。

「だ、大丈夫？」

　思わず心配になって問い掛けたが返事がない。

「…………こんな、ことで……」

　何がこんなことなのか、と問い掛けたが、結局ジギスヴァルトは突っ伏したまま、それ以上の説明をしてくれることはなかった。
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　親愛なるアマーリエ

　日ごと寒さ深まる時節となりましたが、いかがお過ごしでしょうか。

　私は日々楽しく、穏おだやかに暮らしています。




　可か愛わいい妹への手紙は、そんな書き出しとなった。伝えたいことが沢たく山さんあって、何から書けばいいだろうか、と悩なやんでしまう。

　手紙を送ることに関しては今度、懇こん意いにしている商人に預けられるか尋たずねてくれるらしい。そのため、まだいつ手紙を出せるかは分かっていないのだが、逸はやる気持ちを抑おさえられずに、早さつ速そく書き始めてしまった。

　私が元気に楽しく過ごしていることを伝えたい。そうした思いと共に、アマーリエはどうしているだろうか、と気にかかる。

　元気にしているだろうか。寂さびしがってはいないだろうか。笑っているだろうか。

　十五歳さいの彼かの女じよもそろそろ嫁とつぎ先さきを探す頃ころだろう。さすがに叔お父じも、実子の嫁ぎ先ならばもっと慎しん重ちように相手を選んでくれると思うが、アマーリエを愛してくれる素す敵てきな男性と巡めぐり合あえるか、心配でならない。

　そんなことを思いながら書いていれば、手紙は呆あきれるほど長くなる一方だった。

　アマーリエは私の可愛い妹で、自惚うぬぼれでなければ彼女の方も私を姉として慕したってくれていた。だからこそ、離はなれて暮らし、会えなくなったことが心配で寂しい。

　けれど、こうして手紙を書いていると、手紙を書かなければならない距きよ離りということに、どうしようもなく安あん堵どした。これでよかったのだ。

　強ごう引いんなやり方とはいえ、婚こん姻いんを成立させてこの家に呼んでくれたジギスヴァルトには、当初から感謝していた。そう、今だって。

　──あの子が大切だから、そばにいることが怖こわかった。

　思わずごめんなさい、と呟つぶやいて、その日は結局、手紙を書ききることができなかった。
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　アマーリエを大切に想おもう気持ちは、私の中で罪ざい悪あく感かんを芽生えさせるものだった。ずっとその気持ちから目を逸そらしていたのに、彼女へ手紙を書こうとしたことで膨ふくれ上あがる。馬ば鹿か馬ば鹿かしいくらい、自じ業ごう自じ得とくだった。

　ふう、と溜ため息いきを吐ついて、食事の後片付けを済ませる。

「何だ、溜め息なんか吐いて」

　すると、それを見み咎とがめたジギスヴァルトが、怪け訝げんそうな目を私に向けた。

「ごめん。何でもないよ」

　すぐにそう答えたのだが、彼かれはそれでは納なつ得とくできなかったようで、表情を和やわらげることなく、再度口を開こうとする。

　しかし、それよりも早く、わあ！　という歓かん声せいが聞こえた。声の主はノイくんだ。日中に読んでいた絵本を置き忘れた、と言って先さき程ほど外へ出たのだが、一体どうしたのだろう。

「ちょっと見てくるね」

　嬉うれしそうな声だったので、大きな問題が起きたわけではないのだろうが、ジギスヴァルトの追及から逃のがれたかった私は、これ幸いと扉とびらの外へ向かう。引き留められることはなかった。

　玄げん関かんから出て、裏庭へ回り込む。夕飯も終えた今の時分では、とうに日は暮れ、世界はすっかり夜を迎むかえている。

　家の中は暖だん炉ろの火で温かいが、一歩外へ踏ふみ出だすと途と端たんに寒気に晒さらされた。ショールを肩かたにかけた程度ではやはり寒い。日中はまだそれほどでもないのだが、森の中ということもあり、夜はよく冷えた。

「ノイくん？」

「クルちゃん！」

　呼びかけると、長なが椅い子すのそばに立っていたノイくんが、ランプを左手に、絵本を右手に抱かかえたまま勢いよく振ふり返かえる。そのまま駆かけ寄よってきたかと思うと、ノイくんはランプを足元に置いて、絵本を手に持ったまま空を指し示した。

「お星さま、きれいです！」

　促うながされるように空を見上げ、思わず私も歓声を上げそうになった。見上げた先には、満天の星空が広がっている。

　夜空の中で白い光が輝かがやき、時に瞬またたいてその存在を主張している。冬は特別星が綺き麗れいに見えると言うが、なるほど、と素す直なおに納得できる光景だった。

「キラキラしてますね！」

「うん。綺麗ね」

　同意すれば、ノイくんは嬉しそうに笑う。

　この家は森の中の、ぽっかりと開けた部分に建っている。そのため空を見上げると、星空が背の高い木々に囲まれて見えた。それはまるで、額がく縁ぶちで彩いろどられているようだ。

　実家で見ていた星空とはまた違ちがって、新しん鮮せんな心地ここちがする。

「何をしているんだ」

　二人で並んで空を見上げていると、玄関の方からジギスヴァルトが顔を出す。二人ではしゃぎ、いつまでも戻もどらなかったので、様子を見に来てくれたのかもしれない。

「ごめんなさい、つい夢中になっちゃって。あ、その格好、寒くない？」

「いや、別に」

　ジギスヴァルトはいつものローブ姿である。それでも平然としているので、案外寒さには強いのかもしれない。

「ジトくん、星がきれいですよ！」

　ノイくんがそう声を掛かけると、ジギスヴァルトもまた、空を見上げる。

「……ああ、そうだな。今日は晴れているのか」

　その反応はどうにもあっさりしたものだった。味気ないとも感じる。しかし、すぐにその思考を改める。ノイくんのように目を輝かせるジギスヴァルトが、まったく想像できなかったからだ。きっとこれが彼らしい反応、というものなのだろう。

　ご機き嫌げんに星を見上げていたノイくんは、突とつ然ぜんはっとしたように真ま面じ目めな表情を浮うかべた。昼間読んでいた絵本を開き、こちらへ向ける。

「ぼく知ってます！　人間はこういうとき、踊おどるんですよね？」

　ランプと星明かりに照らされた絵本には、輪になって踊る人々の姿が描えがかれていた。昼間、一いつ緒しよに読んだのでその内容には当然覚えがある。

　星々の美しさに胸を打たれ、その感動から踊り出したのだ。まさに、今の私たちのような状じよう況きようである。

　ノイくんが、星空にも負けないほど顔を輝かせてこちらを見上げる。彼が何を期待しているかは伝わってくるが、生あい憎にく私には即そつ興きようで踊れるほどの能力はない。

　踊りの経験と言えば、夜会などで何度か踊ったくらいである。社交の場で恥はずかしくない程度には踊れるつもりだが、当然ながら一人で踊るものではなく、今この場でどうすればいいか思いつかない。

　三人で手を繫つないで輪になってみればいいのか、などと色々考えていると、するり。ジギスヴァルトの左手に、右手を取られた。

「え、なに？」

　そのまま、彼の右手が私の腰こしに添そえられる。格好だけならば、夜会で踊る男女のようだ。

「え？　ええ？」

「踊るんだろ」

「え？」

「踊ってくれるんですかっ？」

　私が戸と惑まどっている内に、ノイくんが嬉しそうな声を上げる。自分が踊らずとも、私たちが踊っている姿を見るだけでもいいのだろうか。

「え、というか、あなた踊れるの？」

「一応は。王宮で勤めていた頃、必要に駆られて身に付けた」

　正直あまり想像できない。踊る機会があったの？　ジギスヴァルトが？

　ノイくんや私以外の人と接する姿すら、上う手まく思い描けない。服だって、簡素な服の上からローブを身に付けている印象しかなく、一体どんな格好で踊っていたのだろう、と思う。

　色々と考えてみたけれど、私の想像力では限界を感じるほどの未知だった。

　戸惑っている内に、ジギスヴァルトが動き始める。私もそれに合わせて慌あわてて踊り始めた。

「ま、待って待って」

「待たない」

　そう言われたものの、二人寄より添そって踊るのに、相手に合わせないわけにはいかない。言葉とは裏腹に、ジギスヴァルトは私の動きに合わせてくれた。

　幸いだったのは、おそらく三百年ほど前に身に付けた彼の動きが、私の知る男性側のものとそう変わりなかったこと。まったく違うものだったらどうしよう、と思ってしまっていた。

　聞こえてくる音楽は、木々のさざめきと鳥の鳴き声。照明は星明かりと足元のランプのみ。華はなやかなドレスも、煌きらびやかな宝ほう飾しよくもない。

　私はジギスヴァルトについていくだけで精いっぱいで、何とも不格好な踊りっぷりだろう。必死すぎて見み栄ばえに気を配る余よ裕ゆうはなかった。

　そんな中でも、何とかちらりとジギスヴァルトの顔を見やる。かつてないほど近くにある彼の顔は、せっかく踊っているのに楽しそうでも、真しん剣けんでもなく、相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで。

「ふ、ふふ」

　あまりにいつも通りなのが何だかおかしくて、私は途端に緊きん張ちようが解とけ、思わず笑い声まで漏もれる。

　すると、何故か突然ジギスヴァルトの動きが乱れた。私はそれに対応できず、彼もすぐに立て直せず、彼の足が私の足を踏む。

「いたっ」

　体重は掛かっていないので激痛というわけではなかったが、足先は繊せん細さいな部位である。衝しよう撃げきで反射的に声が出てしまった。

「わ、悪い！」

　ジギスヴァルトが慌てた様子で私から手を離し、一歩距離を取る。

「い、痛むか？　怪け我がは？」

　彼はおろおろと私の様子を窺うかがう。自分のせいで私が机に腰を打ち付けたと思ったときも、大おお袈げ裟さすぎるほど焦あせっていたな、と思い出す。

「ごめんね、大だい丈じよう夫ぶよ。そんなに痛くないから」

「いや、でも、いいから見せてみろ！」

　ジギスヴァルトはその場にしゃがみ込こみ、私の足の様子を確かめようとする。あまりに慌てふためく彼の様子に、思わず。

「ふ、ふふっ。あ、ははは」

　堪こらえきれなくて笑い声を立ててしまった。

　何だかすごく、楽しかった。足の痛みなんて、ちっとも気にならないほど。自分でも驚おどろくくらい、この時間を満まん喫きつしていた。誰だれかと一緒に踊って、こんなに楽しいと思えたのは初めてだった。

　夜会に出ていたときは、必要だからこなしていた。役目でも何でもない時間が、こんなに楽しいなんて。

　慣れない感覚に心がざわめき、けれどすぐにその理由に気付いた。私は、この家が好きだ。この家での生活が、ノイくんが、ジギスヴァルト、が。

　だから、こんなにも楽しい。ちょっとしたことで、自分でも驚くくらい簡単に、心が沸わきたつ。

「心配させてごめんなさい。本当に大丈夫だから」

　子どもっぽくて意地っ張りで偏へん屈くつなのに、妙みように素直で優やさしいところを持つ私の夫は、それでもまだ、心配そうに様子を窺っている。優しい人だ。上手くそれを表現できないだけで、思いやり深い人なのだ。

　この人のところへ嫁いでこられてよかった、と思う。きっと私はとても恵めぐまれている。

　──ああ、だから。自覚すると尚なお更さら。

　ちょっとしたことを真剣に心配してくれるその優しさが、申し訳なかった。
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　寝しん台だいに身体からだを横たえて、一体どれだけの時間が経たっただろう。途と方ほうもなく長い時間のようにも、短い時間のようにも感じられた。

　眠ねむれない夜は感覚が鋭えい敏びんになって、家の外から聴きこえてくる鳥の鳴き声や木々のさざめきさえ、やけに大きく聞こえてしまう。目が冴さえてしまい、これ以上横になっていても眠れる気がしなかった。

　しばらく悩んだ末、部屋を出ることにする。居間に行けば、明かりを絞しぼった魔ま法ほう石せきのランプが置いてある。そのそばでは、ノイくんが魔ま力りよくを蓄たくわえていることだろう。眠ねむ気けが訪おとずれるまで、その顔を眺ながめていようか。

　もうノイくんに、夜の間のジギスヴァルトの様子を見て、とは頼たのんではいなかった。彼が自殺をしなくなったのも理由の一つだけれど、死にたがる彼を止められない、と思ったからだ。

　彼の生きた三百年を想像してしまったら、責任とって生きて、なんて言えなかった。そのくせ自分に都合よく、死にたがることを控ひかえた彼に、私のことは気にしないで好きなようにして、とは言わない。

　卑ひ怯きようだな、と思うと自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいった。

　手て探さぐりでショールを肩にかけ、足音を立てないよう、慎重に居間へ踏み出す。

　食しよく卓たくの上に置かれたランプの光さえ、真っ暗な部屋から出てきた私には、眩まぶしいように感じられた。

　ぬいぐるみの姿で食卓の椅子に座すわっているノイくんのそばに行く。魔力を蓄えるというのは、人で言う睡すい眠みんに当たるらしい。大きな異変があれば気付くらしいが、息をひそめてこうして近付けば何の反応もない。

　ぬいぐるみなので瞼まぶたはなく、紫むらさき色いろの目がそこにあるまま、口は笑えみを象かたどっている。この真ん丸の紫色の目は魔法石でできているらしく、魔力はそこに貯ためているそうだ。

　普ふ段だんは愛くるしいばかりのノイくんだが、こうして夜中にぬいぐるみの姿でランプに照らされていると、正直言って少々不気味だった。

　実際のノイくんの愛らしさを理解しているだけに、ごめんね、と思いながらも何だか可お笑かしい。自然と笑みが零こぼれた。

　顔を上げると、ジギスヴァルトの部屋の扉が薄うすく開き、明かりが漏れていることに気付く。まだ起きているのだろうか。

　明かりに誘さそわれるように、ふわふわと彼の部屋へ向かう。薄うっすらと開いた隙すき間まから室内を覗のぞき込こむと、寝台にもたれかかって床ゆかに座り込んだジギスヴァルトが、目を瞑つぶっていた。

　どうやら眠っているらしい。そのそばにはランプと本が置かれている。本を読んでいるうちに眠ってしまったのだろうか、と推測した。

　入っていいかな、としばし悩んだものの、いつも起こすという名目で勝手に入っているので、まあいいか、と侵しん入にゆうすることにした。起こさないよう、足音に気を付ける。摺すり足あしで近付いて、ジギスヴァルトの前でしゃがみ込んだ。

　橙だいだい色いろのぼんやりとした光の中で、まじまじとその姿を観察する。起こさないように、息をひそめてできることと言えば、それくらいだった。

　伏ふせられた瞼の縁ふちから、細くて長い睫まつ毛げが伸のびている。鼻筋は通っていて、唇くちびるは薄い。白い髪かみと肌はだは、橙色に染まっていた。

　改めて眺めてみても綺麗な顔をしているが、その分あまり生気が感じられない。人形じみた美しさだと思った。

　そう考えると、途端に不安になる。彼がちゃんと生きていると理解したくて、私は右手をそっと彼の口元へ寄せた。

　微かすかな寝ね息いきが指先に触ふれるのを感じ、ようやくほっと安堵する。

「よかった……」

　同時に、やはりそういう風にしか感じられないのだな、と分かっていたこととはいえ、少々自分に呆れてしまいそうになる。俯うつむいて溜め息を吐き、さっさと退室することにした。いつまでもここにいれば、いずれ起こしてしまうかもしれないし。

　その前に毛布だけ掛けておこう。夜は暖炉の火も小さくしている。このままでは身体を冷やしてしまうかもしれない。

　よし、と心の中で呟いて、

「ひっ！」

　思わず引きつった悲鳴が漏れた。顔を上げた瞬しゆん間かん、いつの間にか目を開いていたジギスヴァルトと目が合ったのだ。

「何だ、その反応は」

　随ずい分ぶん不服そうに言われたけれど、深夜で油断しきっているときに、突然目が合うことの驚きと焦りとそれに伴ともなう恐きよう怖ふを察していただきたい。嫌いやな跳はね方をした胸が、ドクドクと音を立てている。冷ひや汗あせを流したかと思うと、今度は変に体温が上がった。

「ね、寝ねてると思っていたから、驚いて……」

「あれだけ視線を感じたら、さすがに起きる」

　そう言われると何も反論できない。確かにまじまじと眺めた自覚はあった。しかし、それならばもう少し早く目も覚めていたのではないだろうか。

　くぁ、とジギスヴァルトがあくびを漏らす。居たたまれない気分になって、さっさと部屋に戻ろう、と決意した。

「じゃああの、私は……」

「何をしてたんだ」

　部屋に戻るね、と続けようとした言葉は遮さえぎられた。明かりが小さいと黒く見える瞳が、じっと私を見み据すえる。黒いと普段以上にジト目に見えた。

「あ……ええと、床で寝て、風か邪ぜ引かないかな、って考えてて」

　咄とつ嗟さに見ていたことに対する言いわけを口にしたけれど、言いい淀よどんでしまったので説得力はなくなった気がする。

「手を当てていたのは？」

「……分かってるんじゃない」

　意地が悪い。わざわざ聞かなくてもいいだろう、と思ってしまう。それに気づいていたのなら、そのあとの私の『よかった』という呟きももちろん聞いていただろう。そうなれば、私が何を確かめたかったのかも察しているはずだ。

　ジギスヴァルトは寝台にもたれたまま、こちらを見ている。視線に堪たえられなくて、私はしゃがみ込んだまま俯いた。

　嫌な静せい寂じやくだけが流れている気がする。私の中にある罪悪感のせいかもしれない。

「ごめんなさい」

「どうして謝あやまる」

　言葉に詰つまった。

　彼が私の行動をどう感じているのか、分からない。声に怒いかりが籠こもっているようには感じられないけれど、意図を察したならば、不快にさせたのではないかと思う。

「……あなたが生きているか、不安になったの」

　少しの沈ちん黙もくが降りる。

「そう簡単に死ねたら、苦労しない」

　溜め息まじりのようにも聞こえる、どこか重苦しい声だった。声だけで、何度も、何度も、諦あきらめてきたのだと伝わってくるような。

「……私、妹がいるの。本当は従妹いとこなんだけど、両親が亡なくなって叔父に引き取られたから」

　何かに急せき立たてられるように口を開いた。早口になってしまって、聞き取りづらいだろうに、ジギスヴァルトがそれを咎めることはなかった。

「優しい、いい子で。幸せになってほしくて。その姿を見たかったんだけど、私、あの、『こんな』だから」

　声が震ふるえる。情けなくて、申し訳なくて、何だか無む性しように心細くて堪たまらなかった。

「婚こん約やく者しやが三人亡くなって、そんなわけないんだけど、私、死神なんて大それたものにはなれないんだけど、も、もしかして、お、父様とお母様も、わ、私のせいじゃ、って思うとき、あって」

　三人目の婚約者が亡くなったと聞いたとき、その可能性に気付いてしまった。そんなわけがない、ただの偶ぐう然ぜんだと頭では分かっていても、けして笑い飛ばせるようなものではなかった。

「だから、妹のそばにいるのが怖くて、早く家を出たくて。見ず知らずの夫になるかもしれない人より、アマーリエが大事で」

　優先順位を付けた。死神のはずがないと理解していても、それでもアマーリエのそばにいると不安でたまらなくて。私は見ず知らずの夫となる人より、妹を選んだのだ。

「どんな人でもいいから、早く結けつ婚こんしたかった。あの子から危険を、少しでも遠ざけたくて」

　けれど、みっともない言いわけでしかないけれど、夫となる人の不幸を願っていたわけでも、死んでもいいと思っていたわけでもなくて。

　死神ではないと信じて、信じたくて。どうせ結婚するなら仲良くしたいという思いにも、噓うそ偽いつわりはない。

　だから、ジギスヴァルトとの結婚は、他の誰よりも望ましいものだった。

「ごめんなさい」

　俯いて、顔を上げられない。しゃがみこんだ自分の、足先に目を向けていた。

「ジギスヴァルトが、その命に苦しんでいるのは分かっているの。それでも、それでも私は。……あなたといると、とても安心する」

　私が殺してしまうかも、死神かもしれないと、心配する必要がない。あるとき突然死んでしまうかもと、不安になることもなかった。だって彼は、どれだけ願っても、どれだけ死のうとしても、けして死ぬことができないから。

　私にとって、誰よりも理想の夫だと思う。そう考える自分の身勝手さが、恥ずかしくて申し訳なかった。

「……僕ぼくは死ぬぞ」

「うん」

「このままは嫌だ」

「うん」

　名目上妻であっても、もうそれを止める資格はないだろう、と思う。彼がどんなにそれを望んでいるか、私にももう分かっていた。

「死なないでほしいと思ってしまって、ごめんなさい」

　この家での生活が楽しかった。ジギスヴァルトが人生から解放されたがっているのに、そんな自分の感情だけで、生きていてほしいと願ってしまう。

　死ねない彼に安心した。死神ではないと思わせてほしい。あまりに身勝手で利己的な願望だった。

「僕はもう、生きていたくない」

「うん。……うん。分かってる」

　これは懺ざん悔げなのだ。自分が可愛い私の、我わが儘ままな自己弁護。懺悔しなければ、自分が苦しいから口に出しているだけなのだ。

「だから、死なないでいい、という選せん択たく肢しはない」

　情けなくなって、ますます俯けば、背中にかかっていた髪が流れて床につく。汚よごれるな、とどこか頭の冷静な部分で思ったけれど、それだけだった。

「でも、あの……いや、あー……」

　ジギスヴァルトが言い淀む。どこか気まずそうな言い方を不思議に思って顔を上げようとすれば、それよりも早く髪を引かれる感覚がした。

　それに逆らわずに顔を上げると、いつの間にか寝台にもたれていたはずのジギスヴァルトが身体を起こし、床に垂れていた私の髪を左手で摑つかんでいた。彼の右手が、毛先の方を掬すくい上あげる。

「その……死なないでほしいと思われることは別に、不快では、ない」

　髪が、引っ張られる感覚がする。髪を辿たどって目を向けて、私の髪を握にぎるジギスヴァルトの手に、力が加わっていることを感じた。橙色のランプの光は頼たよりなくて、目の前だってよく見えないのに、彼の瞳がすっと逸らされるのが分かる。

　けれどそれは、拒きよ絶ぜつするようなものではなくて。

「だから、クシェルが謝ることじゃない」

　それは随分甘あまったるい言葉だった。私に甘くて、優しい言葉。素直に受け取るには、あまりに自分に都合がよくて、躊躇ためらってしまうような。

「でも、私は」

「でもじゃない。謝られているのは僕なのに、どうしておまえが否定するんだ。僕の言葉を否定するならそれは謝罪ではなくて、ただの自己満足だ。謝罪する自分に酔よって悦えつに入いっているだけだ」

　正論だった。厳きびしいくらい正しい。まったくもってその通りで、けれどやっぱり甘ったるい言葉だと思った。

　彼の伝えたいことは結局、謝らなくていい、ということなのだから。

　ちらりと、ジギスヴァルトがこちらへ目を向ける。素っ気ないのに様子を窺われていることが分かる。ありがたいなあ、嬉しいなあ、幸せ者だなあ、と思うと何だか泣けてきた。落おち込こんでいても、きっと責められても、耐たえられる。けれど、優しくされると何だかもう、だめだった。簡単に涙るい腺せんが緩んでしまう。

　けれどきっと、私が泣けばジギスヴァルトは驚いてしまうから。

「ありがとう」

　堪えて笑った。できるだけ自然に見えるように。許してもらえるって、こんなにほっとすることなのか、と実感する。

　私の言葉に応えるように、髪を摑むジギスヴァルトの手に力が加わる。痛いよ、と笑えば、彼は慌ててその手を離した。
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　朝起きた私は、自分の晒さらした醜しゆう態たいに頭を抱かかえた。なんて恥はずかしい人間だ、と思う。私は、自分の中の整せい理りできない感情を持て余し、それを全部ジギスヴァルトの前にさらけ出して、弱音を吐はいたのだ。

　みっともないにもほどがある。謝あやまらなくていいと彼が言ってくれたから、もう申し訳ないとは思わないようにしたいけれど、それでなくても合わせる顔がない、という思いでいっぱいだった。

　けれどジギスヴァルトは、朝にはもう昨夜のことなど何もなかったような顔をして、そのくせいつもより早起きをして、平然と朝食の用意を急せかした。おかげで私も、普段通りを装よそおい、その日を乗り切れた気がする。

「寒くなってきたね」

　秋に嫁とついで来て、今では初冬を迎むかえようとしていた。同じ時期のロッシュ領よりも、森の中である分、外気は冷たい気がする。

　家の中はどこも温かく快適だが、ついつい暖だん炉ろの前に集合してしまっていた。ジギスヴァルトと私は椅い子すに腰こしかけ、ノイくんは私が膝ひざに抱だっこしている。十にも満たないくらいの男の子の容姿をしているが、本体がぬいぐるみだからか、想像していたよりもずっと軽い。

「寒いなら薪まきを足せばいい」

　ジギスヴァルトが、ジトりと私に目を向ける。

「そこまでじゃないから、大だい丈じよう夫ぶよ。ノイくんが温かいしね」

　人間の子どものように高い体温を有しているわけではない。けれど、布の塊かたまりを抱きしめるくらいの温度があって、私はノイくんのお腹なかに回した手に力を籠こめる。

「ぼく、あたたかいですか？」

「そうね、気持ちいい」

　微笑ほほえましい気持ちのまま相好を崩くずし、ノイくんへ頰ほおずりする。すると、ノイくんはくすぐったそうに歓かん声せいを上げて、私はますます楽しくなった。

「たかが知れているだろう」

　胡う乱ろんげな、呆あきれを含ふくんでいるようにも聞こえる声がする。それにつられるように顔を上げれば、ジギスヴァルトはまるで悪事でも見つかったようにぎょっとした様子を見せ、慌あわてて顔を背そむけた。どうやらじっと見降ろされていたらしい。何な故ぜだ、髪かみに埃ほこりでもつけていたのだろうか。

「はやくディッくんが来てくれるといいですね」

「ディッくん？　どうして？」

　ノイくんの言葉に、疑ぎ問もん符ふを飛ばす。確かディッくんとは、魔ま法ほう石せきを買ってくれる人である。何故ここで名前が出たのだろうか。

　私が、そう問い返したときのことだった。家の外から、何だか賑にぎやかな物音が聞こえてくる。異変を感じ取り、反射的に身体からだが緊きん張ちようした。

　森に囲まれたこの家で聞こえる音と言えば、鳥や獣けものの鳴き声と、精々木々のさざめき程度である。今、外から聞こえてきたような音は初めてだった。

　まるで、車輪が転がるような。

「ああ……来たか」

　しかし、警けい戒かい心しんを沸わき上あがらせた私とは裏腹に、ジギスヴァルトの態度は平然としたものだった。膝の上のノイくんも、特別緊張しているようには見えない。それどころか、ご機き嫌げんな様子で素す早ばやく私の膝から飛び降りた。

「ぼく、お出むかえしてきます！」

　そう言って、ノイくんはすたこらさっさと玄げん関かんへ向かう。

「え、ノイくん!?」

　思わず、反射的に立ち上がり、その背を追った。隣となりに腰こし掛かけていたジギスヴァルトも、後ろからついてきてくれる。

　ノイくんが玄関を開け放つと、音は更さらに大きくなる。この家へと繫つながる一本道の向こうに、荷馬車の姿が見えた。

「ディッくーん！」

　ノイくんが手を振ふって呼びかける。一頭の馬に引かれる荷馬車を操あやつる人物、その人が『噂うわさのディッくん』か、と理解すると共に、ようやく肩かたの力が抜ぬけた。一体何事か、と警戒してしまったではないか。

　あとから付いてきていたジギスヴァルトは、音の正体が『ディッくん』であると気付いていたのだろう。驚おどろいた様子もなく、私よりも一歩前へ進み出た。

　ゆっくりと進んできた荷馬車は、私たちの目の前で止まる。馬の陰かげになっていた御ぎよ者しやこと、『ディッくん』が優ゆう雅がに降り立った。

「やあ、久しぶり、ノイ。ジギスヴァルトも息そく災さいそうで何よりだ」

　爽さわやかな好青年、という言葉がまず頭に浮うかんだ。甘あまい蜜みつのような色をした髪には癖くせがあり、同じ色の目元も柔にゆう和わに細められ、優やさしげな印象を受けた。随ずい分ぶんな美び丈じよう夫ぶで、二十代後半くらいだろうか、と見当を付ける。

「うん？　むしろ息災そうでご愁しゆう傷しよう様です、と言うべきかな？　ジギスヴァルトの場合は」

「……放っておけ」

　うんざりした様子を隠かくすことなく、ジギスヴァルトは大層不服そうに口にした。

　紹しよう介かいされるのを待つべきか、それとも自ら挨あい拶さつすべきだろうか、と様子を窺うかがっていると、『ディッくん』と目が合った。彼は一いつ瞬しゆん驚いたように目をみはると、すぐに甘い微笑みを浮かべ、一息に私のもとへ距きよ離りを詰つめた。

　挨拶をしよう、と私が身構えるよりも早く『ディッくん』の左手が私の腰をさらい、右手が私の左手を取る。

「初めまして、美しいお嬢じようさん。俺おれはディルク・ハイゼ。どうぞよろしく」

　ちゅ、と軽い音を立てて、取られたままだった私の指先に、彼の唇くちびるが触ふれる。爽やかな好青年だという感想に、心の中で一言付け足す。

『──ただし、少々軽けい薄はく』
















　まるで、夜会で色んな貴婦人、ご令れい嬢じようと浮うき名なを流していた貴公子然としている。自然な触れ方、甘い言葉に、一見すると情熱的な視線。

　軽けい率そつに触れると大おお火傷やけどをしそうな、アマーリエには絶対近づけたくない類たぐいの男性だった。

「まさかこんなところで、あなたのような人に出会えるなんて！　俺はなんて幸運な男だろう。あなたに焦こがれる憐あわれな恋こいの奴ど隷れいに、どうか慈じ悲ひを。あなたの名は、」

「おい！」

　ディルク・ハイゼとやらがすべてを言いきるよりも早く、強い力で引ひき剝はがされた。

「気安く触さわるな！」

　ジギスヴァルトである。私の肩を摑つかんで自身の方に引き寄せた彼は、眉み間けんに皺しわを寄せていた。不機嫌を隠そうともしないジギスヴァルトに、人差し指を突つき付つけられる。

「おまえは僕ぼくの妻だろう！　他の男に色目を使うな！」

　声を荒あららげて糾きゆう弾だんされる。その言葉の意味が分からなくて、咄とつ嗟さに反応できなかった。しばらくの沈ちん黙もくの後、ようやく向けられた言葉を飲のみ込こむ。

　…………そ、そんなもの使ってませんけど!?

　謂いわれのない非難を浴びせられ、たまらず心中で反論した。それをようやく口から出そうとしたところで、その場に大きな笑い声が響ひびき渡わたる。

「ひっひー！　ひー！　ひー！」

　笑い声と言うか、笑いすぎて息ができなくなっている。か細い呼吸音のような声を漏もらして悶もだえ苦しんでいるのは、ディルク・ハイゼだった。

「ディッくんだいじょうぶですか？」

　あまりの様子に、心配そうな顔をしたノイくんが慌てて彼に駆かけ寄よる。ディルク・ハイゼには、先さき程ほどの爽やかな微笑みなど見る影かげもなかった。

　辛かろうじて笑い転げていることは分かるが、その顔を見なければ、呼吸困難に陥おちいっているとしか思えない有様である。

「いやあ、あっはっは、ひー！　ひっひ！　……っとと、ごめんごめん。ジギスヴァルトのそんな顔、初めて見たから、つい」

　ようやく喋しやべれる程度に笑いを収めたディルク・ハイゼは、笑いすぎて目元に浮かんだ涙なみだを拭ぬぐいながら、そう口にする。

　言われたジギスヴァルトは、これ以上なくバツが悪そうな表情をしたまま、思いきり顔を背けていた。

「あ、怒おこった？　ごめんって」

「怒ってない」

「ごめんごめん。とりあえず、荷物運ぼうよ」

　ジギスヴァルトの言葉を聞いているのかいないのか、ディルク・ハイゼは軽くそう言って、勝手知ったる他人の家、という様子で荷台に向かう。

　機嫌が下降したままのジギスヴァルトも無言でそれを手伝い、私も慌てて参加する。沢たく山さん積まれた荷物も全員で取り掛かれば、案外早く片付いた。

　ディルク・ハイゼは商家の息子むすこらしく、こうしてこの家まで頼たのまれた品を運び、魔法石の買い取りも行ってくれているようだ。ようやく、話に聞いていた『ディッくん』の謎なぞが解けた瞬しゆん間かんである。

　いや、まあ、何度か名前を聞いたときに深く尋たずねておけば、そもそも謎にもならなかったのだが。まあいいかと尋ねないでいたため、今日まで彼の正体を知ることはなかった。

　ディルク・ハイゼが持ってきてくれた荷物を、とりあえず家の中に運はこび込こんで、彼とジギスヴァルトと三人で食しよく卓たくにつく。馬を休めるためにも、少し休きゆう憩けいしてから立ち去るらしい。

　ノイくんは、その馬のお世話をいつも買って出てくれているようで、外からははしゃぐような声と、時折馬のいななきが聞こえる。

「さて、さっきは笑いすぎて悪かったね。改めてよろしく」

　それまでずっと収まりきらない笑いを漏らしていたディルク・ハイゼは、正面に座すわってそう気軽に口にした。

「申し遅おくれました。私はクシェルと申します。主人がいつもお世話になっております」

　彼に応こたえるように名乗れば、隣にいるジギスヴァルトが、ぎょっとした顔で勢いよくこちらを振り返った。

「何？」

「……何も」

　すっと目を逸そらされた。とても何もない、という様子には見えない。何か変なことを言っただろうか。失礼がないよう、気を遣つかったつもりなのだけれど。

　些いささか不安に駆られていると、それを吹ふき飛とばすように、ディルク・ハイゼから明るい声が掛かけられる。同時に、向かいの席に座る彼にぎゅっと両手を握にぎられた。

「素す敵てきな奥おくさんじゃないか。よかったね、ジギスヴァルト！」

　先程の甘ったるい様子はなく、友人への気安さのようなものが感じられる。心から友の結けつ婚こんを祝福し、妻である私への世辞も忘れない。この様子から鑑かんがみるに、どうやら距離が近いのに他意はなく、元々そういう人らしい。

「あの、ディルク様。手を……」

「やだなあ、もっと気安く呼んでよ！　ディルクさんとか、ディッくんも捨てがたいし、何なら呼び捨てでもいいんだよ！」

　明るく社交的なのはよく伝わってくるが、それ以上に押おしが強い、という感想を抱いだく。明めい朗ろうな点も、ジギスヴァルトとは正反対の印象だ。

　なんて考えていると、またジギスヴァルトによって引き剝がされた。解放された手は、速すみやかに食卓の下に隠してしまうことにする。何かと手を握られては、不快なわけではないが戸と惑まどって反応に困る。

「馴なれ馴なれしい！」

「手を握っただけじゃないか」

　険しい表情のジギスヴァルトに、ディルク・ハイゼ改めディルクさんは、平然と肩を竦すくめるのみである。『ディルク様』を拒きよ否ひされるなら、この呼び方が一番呼びやすい気がした。

「いやあしかし、なるほど。だから前回食料を多めに持って来いと言っていたんだね。それならそうと言ってくれればよかったのに。友だち甲が斐いのないやつめ」

　からかうような調子で、ディルクさんはそう軽かろやかに口にする。ますます不機嫌そうになったジギスヴァルトは、しばらく彼を睨にらみつけると、低い声で言い捨てた。

「……うるさい。鼻水垂らしてビービー泣いてたくせに、偉えらそうに」

「やめてよ！　それ今関係ないし、二十年も前の話じゃん！」

　先程まで落ち着いた様子だったディルクさんは、途と端たんに慌て始める。幼い頃ころの話をされるのは、場合によっては猛もう烈れつに恥ずかしい。その気持ちは私にもよく分かったので、少々同情する。

　私からすれば信じられないような、恥ずかしいセリフを平然と口にするディルクさんにも、顔を赤くしてしまうような思い出話はあるようだ。

「ジギスヴァルトのそういうとこ、すごい年寄りくさい。自分は変わらないからってさ」

　そう言って、ディルクさんは拗すねるように唇を尖とがらせた。どうやら二人は二十年来の付き合いらしい。話しぶりから、不老不死のこともよく知っていることが窺える。

　ずっとそうだと聞かされていたが、本当にジギスヴァルトは、二十年経たっても様子が変わらないのだな、と改めて理解する。

　想像しようにも、私には信じられないことで、真ま面じ目めに考えようとすればするほど、なんだか眩暈めまいがするようだった。

　きっと彼は、私がおばあちゃんになっても、若く美しいままなのだろう。老いないことに関しては、羨うらやましいとさえ感じるところかもしれないが、何だかそれはとても、寂さびしいことのように思った。

「でもさ、クシェルちゃんも一いつ緒しよに暮らしてるなら、もっと他にも必要なものってあったんじゃない？　俺今回、食料とかいつもの追加くらいしか持ってきてないよ」

　クシェルちゃん、という慣れない呼び名に少々驚く。身内は名前で、使用人には当然の如ごとく『クシェル様』と敬けい称しようをつけて呼ばれていた。社交界に出れば一人前の淑しゆく女じよとして扱あつかわれるので、そのように呼ばれることはない。

　街などでは、年下の女性はそう呼ぶのが一いつ般ぱん的てきなのだろうか。何だか新しん鮮せんな気分だった。

「ああ、今回必要なものを頼むから、次回はそれを早めに持ってきてほしい」

「それは構わないけど、クシェルちゃんがよければ、うちの店に来ない？」

　ディルクさんはそう提案しつつ、私の様子をしげしげと眺ながめ、それから家中へ視線を巡めぐらせた。

「見たところ、上着もジギスヴァルトのものを借りてる状態でしょ？　靴くつも可か愛わいいけど森で生活するにはちょっと歩きにくそうだったし。それにこの家って食器とかもあまりなかった気がするんだけど、女の子ってそういうの、自分で選びたいんじゃない？　どうかな」

　よく気のつく人だな、と驚くと同時に感心した。確かに服の上から羽は織おっているローブはジギスヴァルトのものだった。寒くなってきたが、上着代わりになるものがショールしかなかったので、いつも彼のものを借りているのだ。

　靴は実家から持ってきたもので、森での生活に適してはいない。これでも一応貴族の出身なので、実用性よりも見た目重視のものである。

　何より好んでその手伝いはしていたものの、これまで使用人がいて当たり前の生活をしていたので、こうも動き回ることは想定していなかった。

「それは、その……」

　言葉を濁にごす。確かに、ディルクさんに見み繕つくろって持ってきてもらうよりも、自分で好みのものを選べたら楽しいだろう、と思う。何より、私はほとんど街に出かけたことがなかった。

　両親がいた頃はまだ幼く、叔お父じはアマーリエと同じく、私が外出するのも好まなかった。そのため、多くの人が生活する街は、どんなところだろう、と想像と期待ばかりが膨ふくらんでいる。好こう奇き心から街へ行ってみたかった。

　ちらり、とジギスヴァルトの様子を窺う。あまりにも夫ふう婦ふらしくない夫婦だとは思うが、これでも嫁いで来た身なので、夫の意向を確かく認にんせずに返事をすることはできない。

「うっ……」

　ジギスヴァルトはさっと顔を背けた。これは反対されるのかもしれない。それならそれで、食い下がるつもりはなかった。

　頼めば、必要なものはディルクさんが持ってきてくれるそうなので、街に行けなくても困ることはない。ちょっとした好奇心で、我わが儘ままは言いたくなかった。

「……行きたいなら行けばいい」

　しかし、ジギスヴァルトからの返答は、意外なものだった。彼は背けていた顔を非常にゆっくりこちらへ向けると、じとり、恨うらみがましそうな目をした。

「ただし、僕も行く」

　その顔があまりにも不服そうで、とてもじゃないが、好んで一緒に行きたがっているようには見えなかった。
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　ディルクさんは街へ向かう日取りを決めると、それまでに色々と取とり揃そろえておくね、と言ってその日は去って行った。

　手紙をアマーリエへ送る方法について、ジギスヴァルトが確認すると言ってくれていたのも、ディルクさんに対してだったらしい。街へ行く際に手紙を持参すれば、彼が預かってアマーリエの元へ届くよう、手配してくれることとなった。

　約束の日までに家の中のものを見て回り、必要なものを確認する。家のものはノイくんとあれは必要か、これは不要かと話し合い、個人的なものでほしいものは、買ってもいいかどうか、ジギスヴァルトに確認した。

　そのすべてに彼は好きにすればいい、と答えてくれた。あまりに簡単に言われたので、本当にいいのか、と却かえって恐縮してしまったくらいだ。

「あ、そうだ。ドレスを売ればその分、普ふ段だん着ぎや防寒具を揃えられるんじゃないかしら」

　実家から持ってきたドレスは、質素ではあるものの貴族という身分に遜そん色しよくないものである。一枚売れば、物によっては何枚も服を買えるはずだ。

　そうすれば、私の衣服代を家のものの購こう入にゆう費ひに充あてられる。私のものを買うために、と魔法石を作ってくれていたのは嬉うれしかったのだが、できるだけ自分のことで煩わずらわせたくはなかった。

「……そんなことはしなくていい」

　そう考えて提案したのだが、ジギスヴァルトはいたく不機嫌そうに答えた。そのため、結局彼の言葉に甘えることになってしまったのである。

　私のことで家計を圧あつ迫ぱくしないかと心配してしまうが、収入源となっているらしい魔法石に、それだけの金銭的価値があるのかもしれない。その割には、何かしらの贅ぜい沢たくをしている様子はないけれど。

　魔法石の売ばい却きやくも、次回ディルクさんのお店でお願いすることになったようなので、そのときちらりと覗のぞいてみよう、と決めた。

　そして、外出当日。ディルクさんは先日と同じく、荷馬車に乗って迎えに来てくれた。

「ディッくん、フーナちゃん！」

　それに一番に駆け寄ったのはノイくんだった。ちなみに、フーナちゃんというのは、荷馬車の馬の愛あい称しようらしい。

　本名はフロレンティーナだよ、とディルクさんがまるで恋こい人びとに向けるような甘ったるい声で言っていた。どうにも彼には女性好きの印象を持っているが、本命はフロレンティーナなのかもしれない。

「あれ？　そういえば、ノイはどうするの？　ここから出ると動けないよね？」

　ディルクさんが駆け寄ってきたノイくんを抱き上げると、ノイくんはそのままフロレンティーナの顔に触れて、頰を摺すり寄よせる。動物と戯たわむれるノイくんは、また一段と可愛らしかった。

「あ、ぬいぐるみにはなっちゃいますけど、私が抱っこして一緒に行きます」

　この家の敷しき地ちから出てしまうと、ノイくんを人間にしている魔法が解けてしまう。そうなると、姿だけではなく、喋ることもできなくなってしまうらしい。

　それでも、普段三人で生活しているこの家に、一人置いて行くことはできなかった。たとえノイくん自身に大丈夫と言われても、寂しがっていないかと気が気ではない。

　ぬいぐるみを持ち歩くような年ねん齢れいではないので、奇き異いの目で見られてしまう気もするが、ノイくんを孤こ独どくにさせないためならば些さ事じである。

「そう？　よかった」

　ディルクさんが安心したようににっこり笑う。そうと決まれば、と言わんばかりに、さっさと荷馬車の荷台部分に乗のり込こんで出発した。森ではすぐに日が暮れてしまう。早く出て用事を済ませ、明るい内に帰る必要があった。

　家の建っている森から、一番近くの街までは歩けない距離ではない。ただ、どうしても歩くとなると時間が掛かってしまうので、ディルクさんが厚こう意いで迎えに来てくれたのだ。

　人を運ぶための馬車は何度も乗ったことがあるが、荷馬車の荷台に乗るのは初めての経験である。足元が少し不安定で心もとなく、それが何だか面おも白しろい。自分でも不思議だが、少なからずわくわくしていた。

　難点は、箱の中に入る馬車と違ちがって、風が直接あたることだろうか。そのため、どうにも肌はだ寒さむい。ぬいぐるみに戻もどったノイくんを抱きしめつつ、防寒に持ってきていた毛布にくるまった。

　ふと、隣に目を向けると、いつものローブ姿のジギスヴァルトも寒そうに見える。彼は私のように、毛布を持ってきていない。

「一緒に入る？」

　毛布を広げ、尋ねてみる。すると、こちらを振り返った彼が、分かりやすく目を見開いた。

「は？」

　惚ほうけたような声。それはどういう意味だろう、と首を傾かしげれば、ジギスヴァルトは我に返ったように首を横に振り、猛烈な勢いで拒きよ絶ぜつした。

「いい、いい。いらない」

　あまりの勢いに、今度はこちらが目を見開く番である。私は、そんなにおかしなことを聞いただろうか。

　大きめの毛布なので、身を寄せれば二人くるまれないこともないだろう。そう思って口にしたのだが、よくよく考えてみれば、夫婦とはいえ男女で身を寄せるよう提案するなどはしたない、と思われたのかもしれない。それも、外で。

　そう考え至ると無む性しように恥ずかしくて、軽率な言動を反省した。ディルクさんは御者席に座っているため、隣にいるのはジギスヴァルトのみである。自じ業ごう自じ得とくとはいえ、勝手に気まずくなって黙だまりこくる。

　しかし、隣の彼がだんだん俯うつむいていることに気付き、やがてまた、たまらず声をかけた。

「どうしたの？　ジギスヴァルト」

　彼はゆらりと顔を上げたが、暗あん澹たんたる表情で生気が感じられない。立てた自身の膝を抱えて小さくなっていた。

「今から街に行くんだぞ……」

　風の音に紛まぎれながらでも、辛うじて聞こえる程度の声に、何とか耳を傾かたむける。今のジギスヴァルトは売られていく子牛よりも、頼たよりない顔をしているのではないだろうか。

「そうね。行きたくないの？」

「…………」

　私の問いかけに、ジギスヴァルトは答えない。無言の肯こう定ていである。

「そんなに嫌いやなら、お留守番してくれていてもよかったのに」

　私にはよく分からないけれど、ジギスヴァルトにとって街へ行くということは、これ以上ないほど心の負担になっているようだ。

　私一人でも、ディルクさんは送り迎えと、街の案内を買って出てくれていた。ジギスヴァルトが家に残るなら、ノイくんにも留守番をしてもらってもよかったのだ。無理をして、彼に一緒に来てもらう必要はない。

　すると、ジギスヴァルトはもはや見慣れてきたジト目を私へ向ける。本来美しいとさえ思っていた紫むらさき色いろの瞳ひとみには、何だか恨みがましさが滲にじんでいるように見えた。

「僕が、何のために来たと……」

　言葉を濁す彼に、自然と疑問符を飛ばす。

「何のために？」

　私の問いかけに、ジギスヴァルトは恨みがましそうな目のまま、しばらくじっと私を見つめ、それからふいっと目を逸らした。言いかけていたのに、きちんと説明してくれるつもりはなさそうだ。

「ねえ？」

「……うるさい」

　声量はほとんど同じはずである。それなのにジギスヴァルトは、至し極ごく鬱うつ陶とうしそうにそう言ってみせた。誠まことに遺い憾かんである。

「ちょっと、ケンカしないでよー？」

　御者席に座るディルクさんから、声を張って窘たしなめられる。車輪や風で結構な音がしている中、前を向いて荷馬車を操っているのに、どうして気付かれてしまったのだろう。

　そう思うと同時に、『ケンカ』を咎とがめられるなんてまるで幼い子どものようで、羞しゆう恥ち心しんが湧き上がる。何だか先程から、恥じるようなことばかり繰くり返かえしている気がする。

　しばらく荷馬車に揺ゆられて辿たどり着ついた街は、背の高い塀へいに囲まれていた。縦たてにも横にも大きな塀に圧あつ倒とうされ、私はどうにも途と方ほうもない気分になる。街の中心には背の高い鐘しよう塔とうが建っているようで、それが塀の外からでもよく見えた。

「日に三度あの鐘が鳴って、俺たちはその音に合わせて朝の支し度たくをしたり、店じまいをしたりするんだ」

　街へ入る門の前まで来て、荷馬車の速度を落としたディルクさんがそう説明してくれる。街は随分華はなやかな様子だった。

　色んな店が建ち並び、客引きなどの賑やかな声が聞こえる。旅人と思おぼしき人もいれば、きっとこの街に住んでいるのだろう、と思わせる子どもたちもいる。元気に街を駆けていく背を、思わず目で追った。

　門から街の中心部に続く道が商店や宿になっており、その裏手がこの街の人々の居住区となっているらしい。旅人や商人がよく立ち寄るこの街では、物資の流通も盛さかんであり、比ひ較かく的てき豊かで安全であるらしかった。

「じゃあ俺、ちょっと馬車を片づけてくるから、待っててもらってもいいかな」

　そう言われ、一いつ旦たん馬車から降ろされた私たちは、馬小屋へ向かうディルクさんを見送った。商店が建ち並ぶ通りから少し外れたところに、馬小屋があるらしい。

「私、街に降りるのって初めて」

　街を通りかかったことも数少なく、機会があるとしても、馬車から降りずにそのまま通り過ぎるばかりだった。だからこそ、こうして自分の足で立ち、街の様子を身近に眺められることに、新鮮な気持ちになる。

「見て、ジギスヴァルト。背が高いから、ここからでも塔がよく見えるのね」

　彼のローブを引いて、建物の上からにょっきり生えるように見える鐘塔を指さす。何もかもが物もの珍めずらしくて仕方がなかった。

　ジギスヴァルトは見慣れたローブを纏まとい、フードも被かぶっているが、旅人の多いこの街ではそれによってさして目立つこともなさそうだ。

「ノイくんも見えるかな？」

「……目にしている魔法石から見れば、その記き憶おくは残るはずだ」

「本当？　よかった」

　せっかく一緒に来たのに、何も覚えていられないのは残念だ。きっとノイくんなら、一緒になって街の光景に目を輝かがやかせてくれると思ったから。紫色の石を縫ぬい込こまれた目が、きちんと外を向いているように気を付ける。

　そうして、道の片かた隅すみに寄り、通行人や馬車の邪じや魔まにならないよう、ひっそりとディルクさんの迎えを待っていた。

「ジギスヴァルトは、この街に来るのは初めて？」

「中に入るのは久しぶりだが、昔は何度か立ち寄った。もっとも、様子が変わりすぎてあの鐘塔くらいしか記憶にないな」

　果たして、彼の言う『昔』とは、一体どのくらいの月日を指すのだろう。途方もない気がして、あまり深く聞き出そうという気にはなれなかった。

「あの家から出るのも久しぶりだったりする？」

「いや、ディルクと初めて会ったときだから……二十年前か。そのときに森で迷子になってたあいつを、この街の門前までは連れてきたはずだ」

　思いがけず、ディルクさんとの初対面の様子を知ることになった。

　ジギスヴァルトは久しぶりではない、と否定したが、二十年前は十分『久しぶり』である。いくら長い時間を生きているとはいえ、一体どのくらい気合を入れて引きこもればそうした感覚になるのだろう。

　そう考えて普段の様子を思い浮かべる。───なるほど、あのくらいか。

　しかし、そう思えば彼の動どう揺ようぶりも納なつ得とくがいく。それだけ引きこもっていれば、こうして目の前を沢山の人が行ゆき交かっているだけで、びくりと肩を震ふるわせるわけだ。

「昔はどこへでも行ったのに」

　ぽつり、ジギスヴァルトはそんな風に呟つぶやいた。それは、いつのことだろう。もしかしたら、彼が不老不死になる前の話かもしれない、と何となく思った。

　その可能性を意識すると、安易に尋ねることもできない。

　今、死にたい、とただそれだけを願うジギスヴァルトも、かつては夢や希望を抱いて生きていたのだろう。その頃の彼は、一体どんな人だったのか、と想像しようとする。

　不老不死になんてならなければ、彼はずっと、そうした輝きを失わずにいられたのかもしれない。私はそんな彼に出会ったとしたら、何を思うだろう、と考えてすぐにその思考を否定した。

　ジギスヴァルトが不老不死でなければ、そもそも出会うこともなかった。私たちは本来、生きる時代が違ったのだ。

　ふと、気付く。いつも不老不死という結果にしか目を向けていなかった。けれど、よくよく考えてみれば、大きな疑問が生まれる。

　彼は不老不死を呪のろいだと言った。魔法の代だい償しように時間を失ったと言った。

　ならば、彼を呪い、代償を与あたえた『魔法』とは、一体何だったのだろう。

「……なんだ」

　無意識の内にじっと隣に立つジギスヴァルトを見上げていたらしい。たじろぐように彼に問われ、私ははっと我に返った。

「ううん、何でもない。一緒に来てくれてありがとう」

　誤ご魔ま化かすように、礼を口にする。一度意識すると疑問は私の中で膨れ上がり、尋ねたくて仕方なくなる。けれどそれを聞いてもいいのかどうか分からなかった。

　たとえ妻に対してでも、何もかも語り明かせるわけではない。何より私たちは、名目だけの夫婦なのだから。
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　ハイゼ商会の店てん舗ぽは、華やかな街の中でもひと際大きく店を構えていた。卸おろし業ぎようと共に、こうして店舗での販はん売ばいも行っているらしい。店の中には衣服や食器に本などなど。ありとあらゆるものが並んでいた。

　ディルクさんの父親がハイゼ商会の会長であり、いずれは息子である彼がその跡あとを継つぐそうだ。

　ハイゼ商会が魅み力りよく的てきな商品を数多く取り揃えているのはもちろんだが、ディルクさん目当ての女性客が多いおかげで繁はん盛じようしている、と語る従業員の説明には思わず深く頷うなずいてしまった。

　初対面で腰に手を回してきたディルクさんの様子を思い出す。納得せざるをえないだろう。

「クシェルちゃん、決めるの早いね」

　物を選ぶときにあまり悩なやむ方ではないので、買うと決めていたものを次々に選んでいると、物珍しそうにそう言われた。

　聞けば、どうやら女性は、買い物で悩む人が多いらしい。そういえば、アマーリエもドレスなどを新調するとき、熟考していたことを思い出す。

「なんでもいいから、早くしてくれ」

　それでもジギスヴァルトにとっては長かったようで、憔しよう悴すいしきった声で急かされた。先程預けたノイくんを抱える手に、力がこもっているのが見て分かる。

　ぬいぐるみ姿だと痛覚もほとんどないそうなので、ジギスヴァルトの心の安あん寧ねいのために注意せず、そっとしておくことにする。ノイくんの顔が歪ゆがむほどではないし。

「もうちょっと待ってね。あ、ノイくんはどちらが好きかな？」

　自分のものはそれほど迷わないが、人のものはまた別である。私は両手にそれぞれ絵本を持って、ジギスヴァルトに問とい掛かける。

　ノイくんにも絵本を買って帰ろう、と思ったのだが、残念ながらぬいぐるみ姿では会話をすることができず、直接尋ねることは叶かなわなかった。

　家を出る前に聞いておけばよかった、と気付いたのはハイゼ商会に到とう着ちやくしてからのことである。

「……左」

　右は動物もので、左にはお姫様の冒ぼう険けん譚たんを持っていた。やはりノイくんは、王子様やお姫様といった物語が好きなのだろう。

「まだしばらくかかるのか？」

　絵本が決まり、次の品に目を向けた私へ、ジギスヴァルトは再度急かすように問い掛ける。

　ディルクさんを通してハイゼ商会と売買のやり取りをしていたが、彼かれ自じ身しんがこの店を訪おとずれるのは初めてのことらしい。

　しかし、ディルクさんから話を聞いていた店の人たちは、ジギスヴァルトの存在を知っていたようで、あれが噂の魔ま法ほう使つかいか、と好奇心の籠もった視線を彼に向けている。どうもそれが、ジギスヴァルトには耐たえ難がたいらしい。

「外で待っててくれてもいいのよ」

「僕を追い出すつもりか……」

「誰だれもそんなことを言ってないでしょう」

　普段、尊大で無ぶ愛あい想そうなのに、久しぶりに多くの人を見て心細くなっているのか、ジギスヴァルトは私にぴたりと貼はり付ついて離はなれなかった。

　この様子では、王宮勤めをしていたときはどうしていたのだろう、と思う。その頃は人が多くいる場所も平気だったのか。

「もう人里には近づかないと決めていたのに、どうして僕はここにいるんだ……」

「人里って……」

　確かにあの森の中の家からすれば、この街は人里だろうけれど。考え方の視点がまるで森に住む動物のようで、苦く笑しようが漏れる。

　通行証がなければ、家を訪ねることすらできなくしていることから考えても、随分真しん剣けんに人を避さけて暮らしてきたのだろう。そこまで徹てつ底てい的てきに避けていて、急に多くの人の視界に映れば、どうしようもなく居い心地ごこち悪わるくなってしまうのも、想像できなくはない。

「ジギスヴァルト、せっかくだし父さんにも顔見せてあげてよ。奥で仕事してるから」

「何で僕が……向こうが出てくればいいだろう」

「ちょっと今忙いそがしくて、手が離せないんだよ。いいじゃん、暇ひま潰つぶしとでも思って行ってあげてよ」

　ディルクさんのお願いに、ジギスヴァルトは不服そうな顔をしていたものの、店員の案内を受けて店の奥に消えて行った。

「あの、もしかして気を遣ってくれました？」

　これではゆっくり買い物ができない、とジギスヴァルトに用事を作ってくれたのではないか、と思った。

　挙動不ふ審しんな彼を可か哀わい相そうだと思ったものの、ジギスヴァルト自らついてきたのだから諦あきらめてもらおう。そう考えていたのでさして気にしていなかったのだが、はたから見ると急かされて焦あせっているように見えたのかもしれない。

「本当に父さんが会いたがっていただけだよ。心配しないで」

　ディルクさんは、そんな私の懸け念ねんも本心もよくよく理解してくれているように、にっこりと微笑んだ。

「ジギスヴァルトはじいちゃんの代からのお得意様だから。父さんとも古い付き合いなんだよ。俺が荷物運ぶようになってからは全然会ってなかっただろうし、いい機会ってだけ」

　二人の発言から、ジギスヴァルトとディルクさんは二十年以上前からの付き合いなのだと察していたが、どうやらハイゼ商会とはもっと長い縁えんのようだ。

「びっくりするよねえ、じいちゃんが若いときから、ジギスヴァルトはあの見た目だったんだって。俺絶対、話盛ってると思ってたよ」

　可お笑かしそうに笑って、防寒具を見ていた私の隣から手を伸のばし、ディルクさんは上着を一着手に取る。女性らしい意い匠しようのそれを私の身体にあてると、何のてらいもなく可愛い、と口にした。

　商売人として身に付けた能力なのかもしれないが、それ以上に女性の扱いが上う手まいと思ってしまう。

「私も、初めは信じられませんでした」

「だよねえ。魔法使いってそんなものなのかな。お客さんでたまにいるけど、やっぱりちょっとよく分からない人が多いし。あ、それは人ひと柄がらの問題か」

　からからと、ディルクさんが笑う。生あい憎にく魔法使いの知り合いはジギスヴァルトしかいないので、相あい槌づちも否定もできずに曖あい昧まいな反応になってしまう。ちょっとした魔法を使える人ならばたまにいるらしいが、職業として『魔法使い』を名乗る人は珍しい。

「……ずっとからかわれてると思ってたんだけど、『魔法使いのお兄ちゃん』の見た目にいつの間にか追いついて、追おい越こして。ようやく本当なんだって実感した。どういう感じなんだろうね、不老不死って」

　今度彼が手に取ったのは、私が着るものよりももっと小さな服だった。ノイくんの大きさだと思われるそれを、結局ディルクさんは首を傾げて取り出した棚たなに戻した。

　ノイくんはジギスヴァルトと共に店の奥に行ってしまった。そのため身体にあてて試ためすこともできず、しっくりこなかったのだろう。

「俺はさ、怖こわいなって思ったよ。みんな年老いていくのに、自分だけ変わらないんでしょ？　そんなの、置いてけぼりみたいじゃん。死なない、老いないって憧あこがれることかもしれないけど、俺はやっぱり人並みがいいなって思うから」

　ディルクさんの言葉は、私が初め分からなくて、今ではジギスヴァルトを見るたびに痛いほど実感していることだった。

　ジギスヴァルトは、ずっと生きている。大切だったものを一つずつ失って、すべてをなくてしても、彼は死ねない。終われない。

　それはとても、恐おそろしいことだと思う。そんな彼の前で不老不死を魅力的なこととして語った以前の自分を思い出し、どうしようもなく恥ずかしくて申し訳なかった。

「だけどさ、俺、よかったなって思ったよ」

　肩を竦めて、どこかからかうような調子だった。それなのにディルクさんの微笑みは優しくて、裏表のない心が感じられた。

「君といるジギスヴァルトを見て、結婚してよかったなって思った。あいつにとっては短い時間でも、きっとこれからの永遠を生きる励はげみになる。別れがどんなに辛つらくても、それは価値のあることだと思うんだ」

　何だか過分なことを言われた気がして、少々落ち着かなくなる。くすぐったいような、気恥ずかしいような心地がして、同時にそうであればいい、と思った。

　長い長いジギスヴァルトの人生の中で、私との結婚に意味があったなら、それはとても、嬉しいことだと思う。

「だったら、いいんだけど」

　そわそわする感情を誤魔化すように苦笑する。

「本当だよ？　魔法ってね、感情の影えい響きようを受けやすいから、魔法使いはまず感情の制せい御ぎよを覚えるんだって。だからだと思うんだけど、ジギスヴァルトも不景気な顔をしている割に、あまり感情を動かしたりはしなかった」

　魔法に感情が影響する、という話は以前にも聞いたことがあった。しかし、そのときにも思ったことだが、自分の中の彼の印象とはどうにも上手く嚙かみ合あわず、しっくりこない。

　私の知るジギスヴァルトは結構感情豊かというか、正直な人だった。けれど言われてみれば、笑え顔がおは見たことがない気がする。

　そんな風に記憶をさかのぼってようやく気付く。そういえば、初対面の頃などは、ずっと不機嫌そうで、同じような表情ばかりしていた気がする。

「それが！　クシェルちゃんといると、怒ったり嫉しつ妬としたり忙しそうで、もう俺、可笑しくってさ」

　……自惚うぬぼれでなければ、猛烈に恥ずかしいことを言われている。気がする。仲良く出来ている、ということなのだろうが、それを客観的に語られることに、どうしてだかますます羞恥心を煽あおられた。

「そ、そうでしょうか……」

「うん。きっとずっと忘れられないよ」

　柔やわらかに、ディルクさんは微笑んだ。その言葉で、私は初めて、いつかジギスヴァルトに忘れられる可能性に気付いた。長い時間を生きれば、当然記憶も埋うもれてしまうかもしれない。

　それを私は、寂しいと思ってしまう。だからこそ余計に、彼と私の結婚に意味があればいいと思った。

「さて、あと何が足りなかったっけ？」

　しんみりと考かんがえ込こんでしまった私に、気付いたのかもしれない。ディルクさんはからっと笑うと、靴は？　食器は？　と店の中の商品を手にとっては勧すすめてくれる。私もそれにならって、今は買い物に集中することにした。




　そして、買い物が終わるころ、まるで天変地異の前触れにでも直面したのか、という顔をしたハイゼ商会の会長、もとい、ディルクさんのお父様が現れた。

　私の顔をまじまじと眺めて、本当に結婚したのか！　と歓声を上げると感かん極きわまったように抱きしめられる。その後、勢いよくジギスヴァルトに引き剝がされたのは余談である。
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「クシェルには自覚が足りない」

　向けられる文句を適当に受け流す。街の広場へ向かいながら、彼は不機嫌と言うよりも拗ねている様子だった。忌いま々いましげなジギスヴァルトの主張はこうである。

『おまえは僕の妻のくせに』

　ジギスヴァルトは以前にも、似たようなことを言っていた。名目だけの夫婦であるが、どうやら一応妻としては認めてくれているらしい。それに関しては素す直なおに嬉しく思う。妻であれば、夫がその振ふる舞まいに口を出すのも道理だろう。

　ただ、あまりにもくどくどとお説教されているので、そろそろ反応がおざなりになっていた。

　買い物を済ませると、帰りもディルクさんが家まで送ってくれる予定だったのだが、彼に急用ができたらしい。終わり次し第だい馬車を回すからそれまで散歩でもして待ってて、とのことだった。

　そのため、いまいち乗り気ではない様子のジギスヴァルトと共に、ノイくんを連れて街の中心部へ向かっていた。ハイゼ商会を出たところで、ノイくんは彼の手から私のもとへ戻ってきている。

　中心部には鐘塔があり、その周辺が広場となっているらしい。ちょっとした観光気分である。

「はい、気を付けます」

「適当に返事したな……」

「そんなことないけど」

　まさしくその通りであったが、しらばっくれる。私が真面目に取り合う気がないことに気付いたのか、ジギスヴァルトも諦めたように口を噤つぐんだ。

　そうして訪れた広場には、沢山の路面商店があった。手品などの見世物をしている人もいる。服装なども様々で、旅人の立ち寄りも多い、と聞いていたのを実感した。

「私、こんな風に街を歩くのって初めて」

　実家にいた頃、街はいつも馬車で通り過ぎるものだった。こうして自分の足で歩くだけで、心がわくわくと沸き立つ。

「ジギスヴァルトは？　ここじゃなくても、街を歩いたりすることってあったの？」

　難しい顔で宙を見み据すえる、彼の横顔を眺める。どうも記憶を探さぐり、考え込んでいる様子だった。

「……王都では、よく。陛へい下かが好きで、何度もお忍しのびに付き合わされた」

　その様子を想像してみようと思ったけれど、いまいち上手くいかなかった。私の知っているジギスヴァルトはあの森の家に住む彼で、忠実な臣下である彼はまるで想像できない。

「どんな風だったの？　その頃のジギスヴァルトは」

　考えるよりも先に口をついて出ていた。いつもは、昔のことを聞いていいか分からなくて、結局何も言わないようにしていたのに。

「そうだな……よく頭が固いと言われた。陛下が中々に自由な人で、怒ってばかりいた気がする」

「そうなの？」

　案外あっさりと答えてくれて、安あん堵どする。もしかしたら、私が気を遣いすぎていたのかもしれない。

　興味と緊張を悟さとられないように、努つとめて前を見つめる。視線を上げれば、これから昼の鐘を鳴らす時間なのか、塔の鐘のそばに人ひと影かげが見えた。塔の外に梯はし子ごなどは見当たらず、どうやら中から鐘のあるところまで上がれるらしい。

「あの……答えたくなかったらいいんだけど」

　音にするぎりぎりまで悩んで、躊躇ためらって、それでも彼のことを知りたいと思って、口に出す。

「…………あなたは、どうして呪われたの？」

　怒らせるかな、と思った。怒るならまだいいけれど、悲しませるかな、というのが心配でならなかった。

　けれど彼は、感情の揺らぎを感じさせない、落ち着いた調子で答えてくれた。

「……陛下のお命が危あやぶまれたときがあった。僕はそのとき、大昔に禁じられた魔法を使ってその命を長らえさせた。代償は魔法使用者の時間。当時の僕は実際に使用するまで、それを死ぬことだとずっと思っていた」

　本当の代償を、もう私もよく知っている。彼は私の懸念に反し、淡たん々たんとした調子で言葉を紡つむいだ。

「実際は、死を含めたその後の時間を失い、肉体が老いることすらできなくなって停止した。自分の力を過信した愚おろか者ものの末路だ。そうしなければ陛下をお救いできなかったのに、僕はそれでも後こう悔かいするときがある」

　そのとき、鐘が鳴った。街中に響き渡る大きな音によって、それ以外の音が消し去られるようだった。周囲にいる、旅人と思しき姿の人たちは、足を止めて鐘塔を見上げている。

　そんな音の中で、私は必死にジギスヴァルトの声に耳を澄すませていた。彼の言葉を聞きき逃のがしてはいけないと、私の心が訴うつたえる。そのおかげか、不思議と彼の声を取りこぼすことはなかった。

「陛下のために、死ぬ覚かく悟ごはできていた。けれど、生き続ける覚悟はまったくできていなかった。──とんだ不忠義者だ」

「そんなことは……っ」

　否定しようとして、言葉にはならなかった。きっとそれを否定できるのは、或あるいは肯定できるのは彼自身か、彼が心から仕えていた当時の国王陛下しかいないのだろう。

　だから私は、ジギスヴァルトの腕うでを摑んで、自分が口にしてもいいと思う言葉を、聞こえるようにと気を付けて伝えることにした。

「……あの、聞かせてくれて、ありがとう」

　遠い過去を思い返すように、視線を宙に投げていたジギスヴァルトの目が、私へ向けられる。その紫の瞳でじっと見下ろされると、胸が締しめ付つけられるような心地になった。私も彼を見つめ返す。摑んだ手が、振ふり払はらわれることはなかった。

「ああ」

　ささやかな相槌には、どれだけの感情が込められていることだろう。やっぱり聞かなければよかったかもしれない。彼を不快にして、傷つけたかもしれない、という不安がある。

　それでも、私の個人的な感情としては、彼のことを知れてよかった、と思った。

　そうしている内に、大きく響いていた鐘は徐じよ々じよに鳴りやんでいく。まるでその代わりとでもいうように、突とつ然ぜん空気を切きり裂さくような悲鳴が上がった。

「何だ!?」

「あれ、上！」

　周囲の人の声を拾って、私も上へ目を向ける。

「ひっ」

　思わず声を上げて口元を押さえた。視線の先、塔の鐘があるところの柵さくが壊こわれ、そこから落ちそうになっている人が必死に捕つかまっている姿が見えた。

　街の外からでも、その姿が見えるほど背の高い鐘塔である。あんな高さから落ちれば、人間などひとたまりもない。

　男性とはいえ、いくら力の強い人でも、自分の全体重を腕だけで支え、いつまでも堪こらえられるはずがない。彼が落ちてしまうのは時間の問題だった。

「ど、どうしよう……！」

　何人かの男性が鐘塔の中に入っていくのが見えたけれど、間に合うのだろうか。間に合ったとして、引き上げることはできるのか。

　時間が惜おしく、早く何とかしてあげなければと思うのに、自分にできることが分からない。

　混乱しきっていた私の隣で、ジギスヴァルトがすっと右腕を上げた。私は、そんな彼の動作に見覚えがあった。彼が、魔法を使うときだ。
















「きゃああ！」

　周囲から更なる悲鳴が上がり、慌てて鐘塔の方へ目を向ける。とうとう摑まっていた部分から手が離れ、今にも男性が落ちていく姿を視界に捉とらえた。

　そのときだった。

「え」

　すぐ隣から、強い風が起こる。唸うなり声を上げるかのような風が、勢いよく吹いたのが分かった。

　その直後、誰もがその命を危ぶんだ男性は、ふわり、ふわり、と宙に浮いていた。不自然にゆっくりと、まるで導かれるように安全にお尻しりから地面に着地した。

　しん、と時が止まったかのような沈黙が満ち、その場にいた人が一いつ斉せいにこちらを振り返る。おそらく他の人々も風を感じていたのだろう。風が吹いた方を辿たどり、その目は私の隣、ジギスヴァルトへ向けられていた。

「すごい！」

「一体何が!?」

「魔法だよ！　魔法使いだ！」

「魔法にしたってあんなでかい男を浮かすなんてできるのか？」

「できるから生きてるんだろ！」

　わっと歓声が上がり、人混みが一気にジギスヴァルトへ詰めかける。隣からひっ！　という短い悲鳴が聞こえた気がしたが、私がどうにか反応するよりも早く、彼は多くの人に囲まれてしまった。

　ほっとして、へたり込みそうになりながら、安堵からぎゅう、と腕の中のノイくんを抱きしめる。そのまま人の輪から外れたところで、ジギスヴァルトの姿を目で追った。

　人ひと垣がきができていて近付けそうにない。遠目に見た彼は、青ざめているように見えるのだが、大丈夫だろうか。街を歩くだけで挙動不審になっていたジギスヴァルトである。

　どう考えても、大丈夫じゃない気がする。

「まあ、でも、よかった……」

　向けられる視線は感謝と羨せん望ぼうだ。悪意がある訳ではないのだから、見守ることにしよう。

　そう考えていた私は、完全に気が抜けて油断していた。周囲を警戒するような意識は初めからなく、さぞ間ま抜ぬけな様子だったことだろう。

「きゃっ」

　最初に感じたのは衝しよう撃げきだった。気付けば私はその場で転び、尻もちをついていた。人にぶつかられた、と気付いたのはそのあと。尻もちをついたまま、走り去る背を見てからだった。

「ノイくん！」

　先程まで抱っこしていたノイくんがいない。走り去る人間の陰から、ぶらぶらと揺れるノイくんの足が見える。わざとぶつかられて、ノイくんが誘ゆう拐かいされたのだ。

　そう理解すると私は大慌てで立ち上がり、何を考えるよりも早く、反射的にその背を追った。

　どうしてノイくんが連れ去られたのか。何とか見失わないよう、奇き跡せきの救助劇で盛り上がる人々の隙すき間まを縫うようにして、追いかけながら考える。

　可愛かったから？　それを理由に、人から盗ぬすんだりするだろうか。考えて、考えて、はっと閃ひらめく。

　もしかして、魔法石の価値を知る人だったのではないか。

　魔法石は、希少なものだ。先程、ハイゼ商会で説明を受けたが、私が想像する以上に希少で、相応に高価らしい。

　ノイくんの目は、そんな魔法石が二つ、使われている。私からすれば、それでも盗みなんてするのだろうか？　と思ってしまうが、一番現実味のある可能性だと思えた。

「……っはぁっは……！」

　荒い呼吸を繰り返す。大通りから外れ、商店街から住宅街の隙間を走り抜けていく背を追いながら、不安で胸が潰れそうだった。泣きそうになりながら、そんな場合ではない、と必死に足を動かす。

　ノイくんを助けなければ。とっくに息が苦しく、足は感覚もなくなりそうなほど酷こく使ししていたけれど、ただその一心で走り続ける。こんなに走ったのは、人生で初めてかもしれない。

　目の前を走る背中は、大人の男のものだった。中肉中背で、特別屈くつ強きようにも貧ひん弱じやくにも見えない。何とかその背を見失わずに済んでいるので、上手くいけば追いつけるのではないだろうか。そう自身に言い聞かせる。

　息が苦しくて今にも胸が張り裂けそう。ちょっとでも気を抜けば、きっとその場で崩れ落ちてしまうだろう。気力だけで、何とか走り続けていた。

　目の前の男は人のいない方、いない方へと、入り組んだ住宅街を駆けていく。何度も角を曲がっていて、私にはもう、自分が今どこにいるのかも分からない。

　そのときの私は、けして走りやすいとは言えない靴を履はいていた。そんな私の足で男性を追いかけ、それ以上引き離されることがない、という違い和わ感かんに気付くことはできなかった。

　もう何度目かも分からない角を曲がったとき、

「うっ」

　何かにぶつかり、跳はね返かえるようにしてたたらを踏ふむ。足がもつれて転びそうになった。

　柔らかくはなく、けれど痛みを覚えるほど固くもない『何か』の正体は、必死に追いかけていた男だった。

「ノイくん！」

　男の左手には、ノイくんがいた。ノイくんの首を乱暴に摑んでいて、今すぐ離してほしかった。きっと怖い思いをしている。

「かっ……返して」

　恐ろしい形相の男に訴える。人相自体は、そう悪目立ちするものではないだろう。けれど、私を見下ろす顔は苛いら立だちに満ちていて、恐きよう怖ふのあまり声の震えを抑えられない。

　男が、右手を振りかぶる。実際にはそんなことはないだろうに、どうしてだかその瞬間は非常にゆっくりと感じられた。ただし、私自身も時間が止まってしまったかのように、身動きが取れない。

　その拳こぶしが私に向かって振り下ろされると悟り、咄嗟に目を閉じる。固く目をつむって、衝撃に備えた。

「ぐぁっ！」

　けれど、何か派手な音と呻うめき声ごえはしたものの、恐れていた衝撃はいつまでも届かない。恐る恐る顔を上げようとしたところで、強く腕を摑んで引っ張られた。

「きゃああっ！」

　怖くて思わず悲鳴を上げる。けれど、その手の主は、構わず声を張り上げた。

「大丈夫か!?」

　しかし、掛けられた声は恐れるようなものではなくて、これ以上なく安心できるものだった。

「ジ……ギス、ヴァルト……？」

　目の前では、見慣れた顔が、見慣れない表情をしていた。大量の汗あせをかいていて、険しい顔をしている。憤ふん慨がいしているような、けれど焦り切っているような、不思議な顔だった。

「そうだ、ノイくん！」

　振り返ると、先程の男が十歩ほど離れたところで仰あお向むけに倒たおれていた。その全身は何故だか水でぐっしょりと濡ぬれているのが分かる。どうやら昏こん倒とうしているようだ。

「ノイは、ここにいる」

　ジギスヴァルトは絞しぼり出だすような声で、私を摑んでいるのとは反対の手を差し出す。確かにノイくんがそこにいた。

「の、ノイくん。よ、よかっ、た……っああぁ！」

　彼の手から、ノイくんを受け取ると、安心して涙が溢あふれ出だした。頭ではどうしようもない部分で、大きな声が出る。本当に、よかった。どうしようかと思って、本当に、どうしようもなくて、怖かった。

　安心すると一気に身体が疲ひ労ろうを感じ、その場に崩れ落ちそうになる。けれど、ジギスヴァルトに腕を摑まれたままでは叶わない。

「……っして、追いかけたりしたんだ！」

　ジギスヴァルトが怒ど鳴なり声で問いただす。

「だ、だって、だって、ノイくんが……」

　大事な家族だ。家族が連れ去られようとしているのに、どうして見過ごすことができるだろうか。

「僕に言えばいいだろう！　他の誰か、誰でもいい。頼んで、助けてもらえばいい。クシェルが一人でどうこうするより、その方がノイだって安全だ！」

　そんなことを言われても、無む我が夢む中ちゆうだったのだ。そこまで考える余よ裕ゆうはなかった。ただ助けたくて、失うことが恐ろしくて、必死だった。

「分かってるのか!?　殴なぐられるところだったんだぞ！　それで済めばまだいい。そんな、おまえ、だって……」

　間近で怒鳴られながら、けれど不思議と焦ることはなく落ち着いていった。怒鳴られて怖いとも思わなかった。ただただ申し訳なくて、それ以上に心配になった。

　ジギスヴァルトの頰に、手を触れる。ゆっくりと頰をなぞれば、彼は大きく目を見開いた。

「……泣かないで」

　ほとんど無意識にそんな言葉が出た。怒いかりに染まっていたジギスヴァルトの表情が、くしゃりと歪む。自身の頰に触れていた私の手を摑んで、拗ねるような、絞り出すような声で口にした。

「泣いてない」

　次の、瞬間。私は抱きしめられていた。背中へ回ったジギスヴァルトの手が、ぎゅうぎゅうと締め付ける。痛いくらいの抱ほう擁ようは、まるで縋すがりつくようだとさえ思った。

「泣いてない」

　彼がもう一度繰り返す。私はそれに応えるように、ノイくんを抱えていない方の手を、ジギスヴァルトの背に回した。

「うん。ごめんね、ジギスヴァルト」

　名前を呼んだ、その返事のように、抱きしめられる腕に力が籠もる。

「……勝手にいなくなったりするな」

　彼が向けてくれるのは心配で、けれどそれ以上の恐れだった。多くの人の死を見送った彼は、きっと人間の身体がどれだけ脆もろいかよく知っている。なくしてしまうのは一瞬だと、誰よりも理解しているのだ。

「ちゃんと、いろ」

　傲ごう慢まんなようで、小さな子どものように切実な願いだった。

　触れる温度、抱きしめる腕の力、絞り出すような声。そのすべてが、ジギスヴァルトの心を示していた。

　今になって思えば、とっくにそうだったのかもしれない。彼は以前から、私を傷つけたと思ったとき、怪け我がを心配したとき、懺ざん悔げを口にしたとき、いつだって過か剰じようなほど慌てふためき、気にかけてくれた。

　名目だけの夫婦だった。ずっと念頭に置いていたそれが、思考を鈍にぶらせていた。無意識に、或いは意識的に、私が勝手に心に距離を置いていたのだ。それは目を曇くもらすのに十分で、ああ、馬ば鹿かだなあ、と私は自分を罵ののしりたい気持ちにさえなる。

　ジギスヴァルトはずっと、大切にしてくれていた、のに。

　私は彼に、他の何よりも恐ろしい思いをさせたのだと気付く。

　彼の『死にたい』は『寂しい』ということだ。ずっと人の人生を見送ってきた彼だからこそ、孤独は骨身にまで沁しみていることだろう。

「ちゃんと、いるよ」

　抱きしめられながら、まるで叫さけびだしたい心地だった。ジギスヴァルトのことを想おもうともう堪たまらなくて、胸が張り裂けそう。

　この人の、そばにいたい。

　それが私の、生きる意味であればいいとさえ、思った。
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　街から住み慣れた家に戻もどってきた私は、再び人間の男の子の姿となったノイくんと、ひしと抱だきしめあった。

　ジギスヴァルトが言っていた通り、ぬいぐるみ姿でも周囲を感じたり記き憶おくは残るようで、連れ去られたときのこともしっかり覚えていたらしい。

「クルちゃんは、だいじょうぶですか？」

　不安げに問とい掛かけてくれたノイくんに、改めて無事に一いつ緒しよに帰ってこられてよかった、と泣きそうになってしまった。

「私は大だい丈じよう夫ぶよ」

　ノイくんをさらった男は、私を振ふり切きろうとするよりも、私を殴なぐって昏こん倒とうさせ、悠ゆう々ゆうと街を去ろうとしたらしい。そのため、待まち伏ぶせて殴ろうとしていたようだが、それをジギスヴァルトが助けてくれた。

　怪け我がと言えば、走るのに向いていない靴くつでがむしゃらに走ってできた、靴くつ擦ずれくらいのものである。あのときは必死で怪我をしていることにも気付いていなかったが、落ち着いてから痛みを感じ、怪我に気付いた。

「ノイくんが無事でよかった」

　その靴擦れも、ハイゼ商会で手当て済みである。数日もすればすっかり完治するだろう。怪我を治す魔ま法ほうもあるそうだが、魔法による治ち癒ゆは少々特とく殊しゆで大おお仰ぎようなものになってしまうらしく、ハイゼ商会のお世話になった。

　あのあと、駆かけ付つけたディルクさんの手配によって、ノイくんを連れ去ろうとした男は捕つかまり、私たちは一いつ旦たんハイゼ商会の店に戻ったのだ。男はやはり、魔ま法ほう石せきのことを知っていて、盗ぬすんで売ろうと考えていたようだ。

「……しばらく大人おとなしくしていろ」

　私のことを案じてくれているのだろう。ジギスヴァルトは素っ気なくそう言って、自室へ戻ろうとする。

　ハイゼ商会に戻ってから、彼かれはずっとそばにはいてくれたものの、硬かたい表情をして黙だまりこくっていた。はたからだと怒おこっているように見えたのだろう。喧けん嘩かしていると思われたようで、大丈夫？　とハイゼ商会の人たちに何度かこっそり心配そうに聞かれた。

「あ、の！　ジギスヴァルト、迷めい惑わくをかけてごめんね」

　自室へ姿を消そうとする彼を慌あわてて引き留め、そう謝あやまる。素っ気なさに、無む性しように不安を覚えた。ジギスヴァルトは難しい顔をしたまま私をじっと見降ろし、

「迷惑では、ない」

　それだけを口にした。

　──それが、五日前の話。以来、ジギスヴァルトは部屋に籠こもってほとんど姿を見せなくなっていた。

　コトコト、暖だん炉ろの上に置いた鍋なべの中身をかき混ぜながら、溜ため息いきでも吐つきたい気分だった。脚きや立たつに乗って隣となりに立つノイくんが、きょとんと目を丸くする。

「どうしたですか？」

「うん？」

　すっとぼけて誤ご魔ま化かそうとしたけれど、どうやらさすがにそれは通用しなかったらしい。ノイくんはますます不思議そうに首を傾かしげていた。

「しょんもりした顔をしているです」

『しょんもり』という言葉をあまり聞き慣れなくて、考える。『しょんぼり』と同じ感覚だろうか。

「……ジギスヴァルトが、怒ってるかなって」

　誤魔化せそうになくて、観念した私はようやく正直に答えた。

　街でノイくんをさらわれたとき、男を追いかけたところでノイくんを助けられるだけの算段はなかった。見失っては二度とノイくんに会えないかもしれない、助けなければ、と頭にあるのはそれだけで、冷静さなど欠片かけらもなかった。

　そうは言っても私の行いは軽けい率そつとしか言いようがなく、ジギスヴァルトには随ずい分ぶんと迷惑をかけた自覚はある。彼の言う通り、まずは誰だれかに助けを求めるべきだったのだ。

　あれ以来、部屋に籠もっているジギスヴァルトは、あんなに楽しみにしていた食事にさえ顔を出さなくなっていた。

　一度、いつものように部屋の扉とびらを勝手に開けようとしたのだが、それよりも早く内側から閉められた。普ふ段だんとの違ちがいに何事だと焦あせると、彼は扉とびら越ごしに拒きよ絶ぜつの言葉を口にした。

『死んでないし、死のうとしないから、少し放っておいてくれ』

　最近ではすっかり彼の命の心配もしなくなっていた。言われて、彼の自殺行こう為いを案じなければいけないことに気付いたくらいだ。普段、ジギスヴァルトがそれだけ私に合わせてくれているのだと実感した。

　先回りしてそう言われれば、それ以上踏ふみ込こむこともできず、私に言えたのは鍋を置いておくから食べたいときに食べて、ということだけだった。

　返事はなかったものの、今朝鍋の中身が減っていたので、私が寝ねている間にでも部屋から出てきていたのだろう、と思う。

　避さけられている。どうして、と考えると理由が分からなくて、心当たりと言えば先日の軽率な行動で叱しかられたことくらいだった。

「ケンカしたですか？」

　この世の終わりを目の当たりにしたように、ノイくんが悲しげな顔をしていた。その表情に胸が締しめ付つけられる。この優やさしい子を不安にさせるなど、言語道断である。

「そんなことないよ」

　私自身、今がどういう状じよう況きようで、彼がどう思っているか分からないままに否定した。すると、私の言葉を信じてくれたのか、ノイくんはすぐにほっとしたような笑え顔がおを浮うかべる。

「それならよかったです！　それじゃあジトくん、お部屋からでてこないの、考えごとをしているのかもしれないですね」

「考えごと？」

「はい。ジトくん、死にたーい！　ってよくお勉強してます。頑がん張ばり屋さんなのです」

　私の中で『死にたい』と『頑張り屋』の相あい性しようが悪すぎて、顔が引きつりそうになる。ジギスヴァルトがどういう人かを知っていれば、納なつ得とくできるのだけれど。

　しかし、死のうとしない、と自ら口にしていたので、その予想はどうだろう。外れている気がする。

　呼びかける私を拒絶するためにそう言っただけ、という可能性はあるが、ジギスヴァルトはその場しのぎの噓うそを吐くような人ではなかった。少なくとも、私が知る限りでは。

「……でも、三百年も探し求めて見つからないのに、呪のろいを解く方法なんてあるのかな」

　仮にも、ジギスヴァルトは我わが国くににおいて『世界で最も偉い大だいな魔ま法ほう使つかい』と、大仰な通り名で呼ばれている。そんな彼が、それだけの時間をかけても見つけられないもの。存在を疑うのも致いたし方ないことだった。

「ありますよ？」

　しかし、私の呟つぶやきに対し、ノイくんからあまりにも軽い調子で返答がくる。

「死に方はわかんないですけど、呪いをとく方法はあるって、ジトくんいってました！」

「え、それじゃあどうして呪いを解かないの？」

　私の疑問に、ノイくんは記憶を呼び起こすように宙を見上げる。

「えっと、条件？　をみたせない、みたいな」

　ことを言っていたような……、記憶に自信がないのだろう。だんだん尻しりすぼみになりながら、ノイくんが呟く。

　私は咄とつ嗟さに、何の返事もできなかった。にわかには信じがたい。だって、あれだけ死にたい、と繰くり返かえしては死ねない、と嘆なげいているジギスヴァルトだ。そんなものがあるならば、他の何よりも優先してその願いを叶かなえたことだろう。それだけ難しい条件ということなのだろうか。

　ちょっと、待って。じゃあ、もしかしてジギスヴァルトは、その条件さえ満たせばいつ死んでしまうかも分からないのか。

　だって、あんなにも、狂くるおしいほど死に焦こがれている。

　胸が大きく一ひと跳はねして、それからどくどくどく、と早く脈打つのを感じる。喉のどがカラカラに渇かわいて、鍋をかき混ぜる手が震ふるえてしまいそうだった。

「クルちゃん、どうしました？」

　ノイくんに呼びかけられ、はっと我に返る。慌てて彼の方を振り返れば、また心配そうな顔をさせてしまっていた。

「考え事をしていただけよ。ノイくん、お皿を取ってきてもらってもいい？」

「はい！」

　動どう揺ようを誤魔化すようにお願いすれば、ノイくんは意い気き揚よう々ようと戸と棚だなへ向かってくれた。胸の内がざわざわするこの心地ここちを、悟さとられなくてよかったと思う。

　死にたくても死ねないジギスヴァルトの存在は、私にとってとても安心できるものだった。彼がその生に苦しんでいることが分かっていても、どうしてもそれに安あん堵どしてしまっていた。

　それは彼が死なないからではない。死ねないからだ。けれどその浅はかな安らぎは、あまりにも容易たやすく崩くずれようとしている。

　三百年見つからなかった条件が必要とはいえ、方法があるということは、いつその条件が満たされても可お笑かしくはない。

　満たせるのは、明日かもしれない。明後日あさつてかもしれない。それはつまり、いつジギスヴァルトがいなくなってしまうか分からないということだ。

「はい、どうぞ」

　ざわめく心を押おし殺ころして、両手で皿を渡わたしてくれるノイくんから、しっかりとそれを受け取る。

「ありがとう」

　先日ハイゼ商会で購こう入にゆうしたばかりの二ふた揃そろいの食器は、使い勝手がよく、見た目も好みで気に入っていた。

　しかし、せっかく二人分買い揃えた食器も、まだ一度も一緒に使えていない。それにどうしようもない寂せき寥りようを感じたのは、たぶん、きっと。
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　暇ひまな時間ができると余計なことを考えてしまう。それが嫌いやで、家の掃そう除じや片付けに勤いそしんでいた。

　何かと物を積み上げ、突つっ込こみ、おおよそ整理整せい頓とんとは程ほど遠とおいこの家の様子に感謝したのは、さすがにこれが初めてである。これまで、収まりがいいよう、並べなおしたりなどはしていたが、この機会に戸棚の中身も一度全部取り出し、仕分けして片付け直すことにする。

　そうして何かに没ぼつ頭とうしていなければ、余計なことを考えてしまいそうだった。

「どうして、台所に本があるのかと思ったら……」

　本を片手に疑ぎ問もん符ふを飛ばす私に、鍋なべ敷しきにしていた、との情報をもたらしてくれたのはノイくんである。パラパラと開いてみたら魔ま力りよくがどうだのこうだの、と書かれてあったので、これも魔法に関する本なのだろう。

　こんな扱あつかいをしていいものか。先日ディルクさんが魔法関係のものは何であれ、希少で価値がある、と言っていたのだが。

「クルちゃん、これはどうするです？」

　片付けを手伝ってくれているノイくんに問い掛けられる。彼の両手には三冊の本が抱かかえられていた。鍋敷きにされていたものだけではなく、居間で回収したものもあった。居間で読んで、そのまま置きっぱなしにしていたのだろう。

　ひとまずそれを避ひ難なんさせることにする。

「私の部屋の本ほん棚だなに入れておいてくれる？」

「はい！　りょうかいです！」

　元気のいい返事と共に、ノイくんはそのまま私の部屋へと向かった。私の部屋の本棚は、すでに先日整理した。すると、空間にもゆとりができたので、あの程度の量なら収まるだろう。微笑ほほえましい気持ちで見送って、私は居間にある目の前の戸棚に向き直る。

　これは必要なのか、処分してもいいのか、私では判断できないものがほとんどだ。ノイくんに相談しつつも保留にして、を繰り返し、なかなか進まなかった。

　しかしそれでも、乱雑に突っ込まれていた戸棚はすっきりと片付き、中身は管理しやすいように分類ごとに分け、掃除もすることができた。ようやく成果も目に見えてきた気がする。

　何な故ぜか食事用の匙さじまで紛まぎれ込こんでいた戸棚の整理を再開すると、綺き麗れいに折りたたまれた、比ひ較かく的てきしっかりした作りの書類らしきものを見つけた。

　それに見覚えがあるような気がして、手に取って何の気なしに開いた。その中身を目にして、私は。

「クルちゃん！」

　びくぅ！　と大おお袈げ裟さなほど肩かたが跳ねる。手に持っていた書類を、反射的に自分の胸に押し当てて隠かくした。驚おどろきすぎて、どきどきと、とんでもない早さの鼓こ動どうを感じる。

「本、かたづけました！」

　ノイくんの報告を受け、それでも焦りにも似た感情はなかなか収まらない。私は混乱して回転の鈍にぶくなった頭を必死に働かせた。

「あ、ありがとう。ごめんなさい、私、外に忘れ物してきたからちょっと出てくるね。ノイくんは家の中で待ってて」

　そう言って、ノイくんの返事を待つよりも早く家を飛び出した。玄げん関かんから裏庭の方に回る。胸は今も、内側で大暴れしていた。

　戸棚で見つけた書類に、見覚えがあった。しっかり受け取って、この家まで持ってきたのは私自身である。

　それはジギスヴァルトと私の、結けつ婚こん証明書だった。

　裏庭から家の隅すみにある井い戸どのそばまできて、その場でそっと四つ折りにされたそれを開く。嫁とついで来てすぐの頃ころ、ジギスヴァルトに手渡して以来見ていなかった結婚証明書には、今も褪あせることのない文字が綴つづられていた。

「あんなところに置いてたんだ」

　受け取ってとりあえず入れた、とかそんなところだろう。あの家の乱雑な様子から容易に想像がついた。

　他のものと同じように片付けてしまえばいいのに、それが結婚証明書だと理解すると、自分でも不思議になるほど動揺して、思わず一人で駆け出してしまった。

「間ま違ちがって捨ててしまったらどうするのよ」

　愚ぐ痴ちっぽく呟いて、それでも困らないのかもしれない、と思った。この結婚は、ジギスヴァルトが自殺を果たすために成された、形だけのものである。一緒に暮らして、彼は私を一応は妻として扱い、大事には想おもってくれているけれど、とても夫ふう婦ふらしいとは言えない関係だった。

　私といて死ねないのなら、彼にとって私と結婚する意味はない。つまり、結婚証明書も、ただの紙切れというわけだ。

「戻ろう……」

　明るくない自分の思考に、どんどん落ち込んでいくことを自覚する。あまりにも生産性がない。もう、気付かなかったふりをして、同じところに片付けておくと決めた。

　いいじゃないか、別に。ジギスヴァルトが私を大切にしてくれていることは間違いない。これ以上、何を求めようと言うのだろう。

　自分自身に呆あきれつつ、一歩踏み出そうとしたところで、強い風が吹ふいた。服も、髪かみも巻き上がる。冬を目前にした森の中では、こうしてよく、風が吹くようになっていた。

「ぇ、あ！」

　思わず俯うつむいて目をつむれば、その拍ひよう子しに手の中からするりと結婚証明書が零こぼれる。あっと思ったときにはすでに遅おそく、私の手から離はなれたそれは、風に煽あおられて飛んでいこうとしていた。

「ま、待っ……！」

　慌てて手を伸のばそうとしたけれど届かない。見失わないよう、背の低い草木をかき分け、必死に追いかける。風がやんだところでようやく木の幹に引っかかっているのを回収することができた。

「よかった……」

　安堵の息を吐く。きちんと持っていなかったことを反省しつつ、拾い上げたそれをまた四つ折りにする。同じ目に遭あわないようにしっかりと手に持って、家に戻ろうと振り返った。

「え」

　漏もれたのは、あまりにも間ま抜ぬけな声。

　振り返ったそこに、見慣れた家はなかった。広がるのは、木、木、木。それしかない。結婚証明書を追いかけた距きよ離りは、精々私の足で十歩ほどだった。そんなに森の奥深くまで進んでいるはずはない。

　そこまで考えて、私はあることを思い出した。

「もしかして、敷しき地ちから出たから……」

　頭に浮かぶのは『通行証』の文字。あの家の敷地には、ジギスヴァルトによって魔法をかけられている。それは、通行証を持つ者でなければ、この家を見つけられず、辿たどり着つけなくなる、というものだった。

　反射的に森へ飛び出した私は、当然通行証を持っているはずがなかった。

「ええっと、つまり、まさか……？」

　眼前の光景を眺ながめながら、眩暈めまいを起こしてその場に倒たおれてしまいそうな心地だった。

「もしかして、帰れない……よね？」

『やらかして』しまったことを自覚し、私は薄うす暗ぐらい森の中で一人途と方ほうに暮れることとなった。
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　下へ手たに動くと余計に迷って危ないかもしれない、と私は木こ陰かげに身を寄せ、膝ひざを抱えて座すわり込こんでいた。

　つい先日も、誘ゆう拐かいされたノイくんを追いかけて怒られたばかりである。それなのに、またも考えなしに行動してこの有様。後こう悔かいと反省が恐おそろしい勢いで押し寄せていた。

　しかも、前回は他人の悪意が根本的な要因だったが、今回に関しては私の過失以外の何ものでもない。余計に愚おろかしいのは語るまでもないことだろう。

「何、やってるんだろう……」

　呆れてものが言えない。助けを求めるしかできなくて、迷惑ばかりかけている自分が情けなくて仕方がなかった。

　薄暗い森の中で膝を抱えていると、聞き慣れているはずの鳥の鳴き声も不気味に思えてくる。風に揺ゆれている木々のさざめきも、不安を煽るのに一役買っていた。

　……今、遠くの方で不自然に草木が揺れた気がしたけれど、まさか狂きよう暴ぼうな動物ではあるまいな。怯おびえる私には息を潜ひそめることしかできない。

　ついでに言えば、寒い。とても寒い。家の中で片付けをしていたので、ショールも上着も羽は織おっていなかった。外に出るには、薄うす着ぎ過ぎる。日が落ちれば気温が下がり、更さらに寒くなるだろう。このままでは風か邪ぜを引きそうだった。

「馬ば鹿かだなあ……」

　自分の行いに後悔しかない。自じ業ごう自じ得とくでも、早くここから抜ぬけ出だしたい。ノイくんが気付いてくれたら、ジギスヴァルトを呼んでくれるだろうか。助けてほしいのに、彼の手を煩わずらわせることが嫌だと思う。

　思わず手を強く握にぎりしめ、結婚証明書に皺しわがよる。心細くて、不安で、だんだん思考がよくない方に傾かたむいていることには気付いていたが、簡単に止められそうにない。

　色んなことが浮かんでは消え、最終的に頭の中を占しめたのは何度も繰り返し思い返している、先日のノイくんの言葉だった。

『ありますよ？』

　かつて使った魔法の代償により、不老不死の呪いを掛けられたジギスヴァルトの、その呪いを解く方法が存在するという。

　そのことを考えると、胸が痛くて仕方なかった。死ねないとあんなに言っていたのに、死んでしまうかもしれない。呆れるくらいあっさりと、悲しいくらいあっけなく。

　そう考えると、頭を抱えてうずくまりたいような心地になった。森の中で一人凍こごえていることよりも、その方が余よ程ほど恐ろしくなって、簡単に思考が支配される。

　死なないでほしかった。ただただ、いつものようにそこにいてほしかった。私の作ったご飯を食べてもらって、ノイくんに読み聞かせをする声に耳を傾け、何でもない言葉を交かわしたい。

　死ねないジギスヴァルトのそばは安心で、けれどその安心とはまったく別のところで、そばにいてほしいと思っていた。

　彼が嫌がっても、苦しんでも、それでもずっと、私のそばで。

　そんなことばかり考えてしまう。ジギスヴァルトの気持ちを想像して、確かにその長すぎる人生は恐ろしくて苦しいと思うのに、私は自分の中の残ざん酷こくな願望を消せないでいた。

　こんなことを考えて、ジギスヴァルトの望む『死神』としての役にも立たない私は、彼のそばにいない方がいいのではないだろうか、とも思う。結婚証明書なんて、こんな紙切れ、いっそこの場でびりびりに引ひき裂さいてしまえばいいのだ。

　彼の死を恐れ、嫌がる私がいなければ、きっとジギスヴァルトは今も気き兼がねなく、死ぬ方法を模も索さくできたはずだ。

　そう、思うのに。彼の願いを叶えるために、自ら離れようとは思えない。

　彼から目を離して、いつか私の知らない内に死んでしまったら。そう考えるとまた恐ろしくて仕方がないからだ。

　うずくまり、自分の膝の上に目元を押し付ける。息苦しくて、何だかこのまま消えてしまいたいような心地だった。

「おい」

　声が掛かって初めて、すぐそばにある気配に気付いた。思考に浸ひたりすぎていたらしい。それは待まち侘わびた声で、けれどどうしようもなく、胸が締め付けられるものだった。

　ジギスヴァルトがそこにいた。いつものローブを着ていない。着の身着のまま飛び出してきたといった様子で、私がいないと気付いてすぐに探しにきてくれたのだと分かった。

　自分に向けられる優しさが嬉うれしかった。そう理解すると堪たまらない気持ちになって、立ち上がる。そのまま彼が何かを言うよりも早くしがみ付いた。

「死なないで」

　口から出たのは、以前にも告げたことのあるような言葉だった。けれど懺ざん悔げだった前回とは違い、ただただ子どもの癇かん癪しやくのように彼へぶつける。

「お願いだから死なないで。どこにもいかないで。そばにいて」

　言葉にしながら、心の中で何度も繰り返す。死なないで、死なないで、死なないで。

　不器用で、子どもみたいで、無ぶ愛あい想そで、けれど優しくて誠実で正直な人だ。彼のそばにいたかった。もっとずっと長く、一緒にいたい。当たり前だと信じていた温ぬくもりを失うのは、もう嫌だった。

　目の前に彼が死ねる方法が転がっていたとしても、今のように縋すがり付つく自分の姿が容易に頭に浮かぶ。

「死なない」

　私のひどい我わが儘ままに、彼はこちらが戸と惑まどうほどはっきりと言い切った。しがみつく私の肩に両手を置いて、ジギスヴァルトは殊こと更さらゆっくりと口を開く。

「僕ぼくは、死なない。もう決めた」

　嚙かみしめるような、自分に言い聞かせるような声だと思った。

「うそ……だって、ノイくんに聞いたのよ。呪いを解く方法はあるって」

　声が自然と震える。望んでいるからこそ、その言葉を咄嗟に信じることはできなかった。条件を見つければ、彼はすぐにそれに縋るだろう。そう簡単に想像できるくらい、ジギスヴァルトはいつも死に焦がれていた。

　それをどうしても許容できなくて、勝手なことに責めるような調子になってしまう。

「……確かにそれは……けれど、魔法の発動に必要なものがある」

「必要なもの？」

「呪いを解く魔法には、愛する人の命が必要だ」

　ジギスヴァルトは自じ嘲ちようするように、浅く笑った。

「御お伽とぎ噺ばなしみたいだろう？　御伽噺とは違って、夢はないが」

　御伽噺と同じように愛する人が必要で、けれど御伽噺とは違って愛する人は救いではなく犠ぎ牲せいとなる。残酷で、嫌になるくらい現実味があった。

「……だけど、その魔法は使えない」

　ジギスヴァルトはそこで言葉を切った。あれだけ死にたいとあがき、苦しんでいた彼が、その方法を否定する。

「僕には……クシェルを殺すことはできないから」

　ぽつり、零れ落ちるような声。私は、呆ぼう然ぜんと彼を見上げる。もしもその言葉を、そのまま受け取ってもいいとしたら。それは他の何よりも雄ゆう弁べんな『愛の言葉』だった。

「だから、もういい。部屋で考えて、諦あきらめた。僕は選んだ。僕はもう……死ねなくても、いい。おまえが生きている内は、ちゃんと生きる」

　それは私にとって喜ばしいことだった。確かに望んでいたことだった。けれど、それならどうするのだろう。

　私が生きている間は、ってじゃあ、死んだあとは？　また、途方もない時間を生きるの？　死さにみたしいいって嘆きながら？

　私はぎゅう、と彼の腕うでを摑つかむ手に力を籠める。堪らない気持ちで、涙なみだが溢あふれ返っていた。この数日間、部屋に籠もって何をしているのだろう、と思っていた。

　諦めていたのだ。

　ずっとずっと、私を生かすために、目の前の呪いを解く可能性から目を逸そらすために、ずっとずっと諦めていたのだ。永遠に続く絶望を受け入れた。ただ私を生かす、そのために。

　三百年続く呪いよりも、彼は私の命を選んだ。

「約束して」

　震える唇くちびるで、無理矢理言葉を紡つむいだ。腕を摑んでいた手で、彼の胸むな倉ぐらを摑む。

「死なないで、ずっとそばにいて。私がおばあちゃんになっても、同じように想い続けて。ううん、もっともっと、今よりずっと、特別に想って」

　死にたくてどうしようもなくて、それでも私を殺せないと言ってくれる彼に、私が返せるものがほしい。ほしくてほしくて、胸を搔かき毟むしりたくなる。

「そして、そうしてね、ジギスヴァルト。私が死ぬ直前に──あなたが私を殺すのよ」

　ジギスヴァルトが向けてくれる愛情に応こたえられる方法を、必死に模も索さくした。それは懇こん願がんであり、私が示せる何よりもの愛だと思った。

「私があなたを殺してあげる。だから、あなたが私を殺して」

　言葉の意味が、正確に伝わったのだろう。彼は目を見開いたまま、私を見下ろす。

　私が彼のためにしてあげられること。それは、そばにいて、大切にして、そうしてきちんとその命を終わらせてあげること。

　ごめんなさい、と弱気な心で呟く。あなたのためなら死んでもいいよ、とは言えなかった。だって私、ジギスヴァルトともっとずっと一緒にいたいから。私の命を惜おしんでくれるジギスヴァルトの心を言い訳に、そんな風に思う。

「なにを……」

　彼は呆然と呟き、信じられないものを見るような目で私をじっと見つめる。紫むらさき色いろの瞳ひとみは、いつものジト目より少しだけ感情的で、何だか堪らない気持ちになった。

　固まっていたジギスヴァルトはやがてゆっくりと動き出し、恐る恐る私の頰ほおに触ふれる。

「……ふ、ははっ。は、あっはははは！」

　その、次の瞬しゆん間かん、彼は声を上げて笑い出した。彼が笑っているのを見るのは初めてで、そのあまりに景気のいい笑いっぷりに、私は啞あ然ぜんとしたまま見上げることしかできない。いっそ心配になるほどだった。

　一ひと頻しきり笑い終えたジギスヴァルトは、見たことのない清すが々すがしい微笑みで私の名前を呼ぶ。

「クシェル。ああ、おまえ……なんて」

　嚙み殺せない笑いが、今も漏れてきている。

「なんて、我が儘なやつだ」

　真ま面じ目めな話をしていたはずなのに、私は初めて見た彼の笑顔に目を奪うばわれていた。あんまりジギスヴァルトが景気よく笑うものだから、つられるように私も可笑しくなって、結局一緒に笑ってしまう。
















　何だかほっとして、ちょっとだけ泣けてくる。けれどきっと、私が泣けば彼はまた心配してしまうだろう。だから代わりに、ジギスヴァルトの身体を力いっぱい抱きしめることにした。
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　クシェルへ振ふり下ろされる男の手を見て、ジギスヴァルトは男への怒いかりよりも何よりも、ただただ恐おそろしくて仕方がなかった。




　誘ゆう拐かいされかけたノイを無事に救出し、ハイゼ商会でクシェルの傷の手当てをしてもらった。その後、三人は無事家に帰りついたのだが、ジギスヴァルトはまるで逃にげ帰かえるような心地ここちだった。

　それ以来、彼はすっかり部屋に籠こもり切っている。その間何をしていたか。ジギスヴァルトは、自室中の本をひっくり返していた。自身の望む答えを求めて。三百年調べ続けて、結局手に入れられなかった希望に追おい縋すがる。

　それが、失望と恐きよう怖ふに追い立てられる中での、悪あがきでしかなかったとしても。

　しかし、寝しん食しよくを忘れて没ぼつ頭とうしても、どれだけ考え直しても、やはり光明など見当たらない。彼が死ぬ方法はなく、唯ゆい一いつ判明している呪のろいを解く方法は、冗じよう談だんみたいに意地の悪いものだけだった。

　その唯一判明している方法が、ジギスヴァルトをせせら笑うかのように、嫌いやになるほど存在を主張する。

『呪いを解くために必要なもの』

　そんなもの、手に入るはずがないと思っていた。そんな情動を、他人に対して抱いだいたことがない。ジギスヴァルトにとってまったく縁えんがないもので、ある種の才能が必要で、そして自分には、その才能が致ち命めい的てきなまでに欠けていると思っていたのだ。だから彼は、それ以外の方法を探し続けてきた。

　それなのに今、気付いてしまった。傷付けられようとしている姿に、これ以上ない恐れを抱いたのは何な故ぜか。無事な姿を確かく認にんして、害そうとした存在への強きよう烈れつな怒りが湧わいてきたのは何故か。そうして、こんな。こんなにも、

　────笑ってほしいなんて、想おもうのか。

　クシェルのほんのりと赤い唇くちびるがゆるりと弧こを描えがき、翠すい緑りよく色しよくの瞳ひとみが穏おだやかに細められる。まるで瞼まぶたの裏に焼き付いているかのように、その様子を簡単に思い起こすことができた。

　死にたい、そのためなら何だってした。何だってできた。もう無む為いに生き続けることは嫌だった。他人のことなんて考えられなかった。知らなかった。知らないままでいたかった。

　そうすれば少なくとも、盲もう目もく的てきに死を求め、足あ搔がき続けることができた。こんな風に、胸の内をぐちゃぐちゃにかき混ぜられるような気持ちになることも、ないままで。

　恐ろしい誘ゆう惑わくがジギスヴァルトを襲おそった。クシェル一人の命で、国が滅ほろぶわけではない。世界が揺ゆらぐわけではない。彼かの女じよの周囲が悲しむだけ。広い目で見れば、きっと些さ細さいな変化でしかない。

　彼にとって永遠に等しかった記き憶おくが、渦うずを巻く。沢たく山さんの別れと悲しみに満ちたものだった。かつて普ふ通つうの人として生きた時間が輝かがやいて感じるからこそ、余計。手放した『普通』が愛いとしくて恋こいしくて堪たまらなかった。

　どうせ、人は簡単に死ぬのだ。誰だれが惜おしんだところで、残ざん酷こくなほどあっけなく死は訪おとずれる。そのことを、ジギスヴァルトもよくよく理解していた。

　だから、いいじゃないか。そんな言葉が浮うかぶ。一いつ瞬しゆんでこと切れれば、そう苦しむこともないだろう。だから、だから、だから。ちょっとだけ、少しだけ、その命を。

「う、ぐぅ……」

　唸うなり声ごえを上げて、自室の床ゆかに爪つめを立てた。そんな風に考えるたびに彼女の笑う顔が浮かんで、彼はもう、いっそ叫さけびだしたいくらいの気持ちだった。

　部屋に籠もりきりのまま数日過ごしていたジギスヴァルトは、深夜に部屋から出た。クシェルの顔を見れば恐ろしい考えを行動に移してしまいそうで、部屋から出るのは、彼女が外へ出るか、寝ね入いってからにしていた。

　水でも飲もうかと思ったとき、暖だん炉ろの上の鍋なべの存在に気付いた。そういえば、彼女が鍋を置いておくから食べて、と言っていた気がする。お腹なかが空すいたとか、食べたいと思ったわけでもないのに、食しよく卓たくの上で伏ふせられている食器を取り、暖炉の前に向かう。鍋の中身をすくって、ほとんど何も考えずにぼう、としたまま口に含ふくんだ。

「…………っあ……」

　口の中に味が広がる。今ではもう、よく知った彼女の味だ。そう思って、よく知った、と思えるだけの時間を過ごし、彼女が料理を作り続けてくれていることに気付いた。

　クシェルはいつも、料理に四苦八苦してくれていた。少ない調味料で、どう味に変化を付け、更さらに美お味いしいものを作り上げるか。ジギスヴァルトの様子を観察して、味の好みを探さぐって作られた料理は、いつも彼の舌を魅み了りようした。

　クシェルが色々と考えてくれていることには気付いていた。けれどどういう反応をすればいいのか分からなくて、ジギスヴァルトはいつも何気ない顔をしながら、彼女のことを見ていた。ずっと、ずっと。

「……ああ、そうか……そうか」

　世間の言う愛は、いつも献けん身しん的てきで美しく、胡う散さん臭くさくて嫌きらいだった。それなのに今、つい先さき程ほどまでの葛かつ藤とうが馬ば鹿か馬ば鹿かしく思える。

「クシェル」

　彼女はここにいないのに、そっと零こぼれるように呟つぶやいた。できるだけ長く生きて、その間ずっと笑っていてほしいと思う。それだけでいいと思った。それだけですべてに納なつ得とくできる。それだけを理由にしよう、と決心して。

　ジギスヴァルト・レーベンは。死にたいという願望をもう、諦あきらめることにした。
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　私たちは約束した。

　私が年老いるそのときまで、夫ふう婦ふとして、家族として生きよう、と。ジギスヴァルトはもう死のうとはせず、そのときまで一いつ生しよう懸けん命めい生きて、一いつ緒しよに幸せに暮らそう、と。

　どこか気まずそうに頷うなずくジギスヴァルトが、照れているだけだと気付くと笑ってしまって。そんな私に、彼かれは拗すねたように目を逸そらす。ずっとそんな風に暮らしていけたらいいと思った。

　この森の中の家で、ジギスヴァルトと、ノイくんと、私は、今度こそ本当に家族になったのだ。それはきっと、何よりも幸福なことだと思う。

　歳としをとらない二人の中で、私だけが老いていく。月日が流れれば、二人の祖そ母ぼのような見た目になることだろう。

　いつか、不安になるときがくるかもしれない。嫉しつ妬とするときがあるかもしれない。老いる自分を厭いとい、周囲を羨うらやむときがあっても。

　けれどそれさえも、愛いとおしんで生きていきたい、と心から思った。

「国中に祝福され、お姫ひめ様は幸せな結けつ婚こん式しきを挙げたのでした。めでたし、めでたし！」

　いつものようなノイくんへの読み聞かせと見せかけて、大きく異なる点が一つある。それは読み手がジギスヴァルトではなく、ディルクさんである、という点だ。

　再び荷馬車でやってきてくれた彼は、今日も荷物を降ろしたあと、馬車を引いてくれたフロレンティーナの休息を兼かね、居間で一息つくこととなった。そんなディルクさんに、ノイくんが絵本を読んでほしい、とねだったのである。

「けっこんしき！」

　ディルクさんが結びの言葉まで言い終えると、彼の膝ひざの上にいたノイくんははっと閃ひらめいたように声を上げた。彼らの向かいに座すわる私たちに目を向ける。隣となりのジギスヴァルトが身じろぎしたのが伝わってきた。

「ジトくんと、クルちゃんも結婚式、したですか？」

　きょとんとした表情のノイくんに見つめられて、私は思わず隣を振ふり返かえる。ジギスヴァルトはぽかんと口を開けて、目を丸くしていた。

「え、してないの？」

　それに驚おどろきの声を上げたのは、ディルクさんである。

　我わが国くにでの婚こん姻いんは、教会で『結婚証明書』を発行されることで成される。要するに、教会で認められれば、それだけで婚姻は成立するのだ。

　しかし、基本的には夫婦となる二人で教会へ赴おもむき、『結婚証明書』を受け取ると共に親族らが見守る中、その場で神へ誓ちかいを立てる。これが一いつ般ぱん的てきな結婚式であり、それとは別に、特に貴族ともなれば結婚を報告する催もよおしを行う場合がほとんどだ。

　結婚式をしないなど、駆かけ落おちなどで秘密結婚をした夫婦くらいである。

「それは……」

　言葉を濁にごしつつ、目を逸らすジギスヴァルト。しかし、そんな彼の様子でディルクさんはすべてを悟さとったようである。ノイくんを膝からおろし、勢いよく立ち上がると、実に滑なめらかな動作で私のところへ歩み寄った。

「ええ？　まさか本当に？　結婚式といえば、女の子の夢って言うじゃないか。クシェルちゃん、文句があるならちゃんと言った方がいいよ」

　言っていることはよく分かる。確かに一般的に結婚式とはそういう認にん識しきだ。ただ、あまり結婚式自体に強い憧あこがれを抱いだく方ではなかったので、今いま更さら結婚式がしたかったとは思っていない。今の生活が幸せで、十二分に満足している。

「いいんですよ、私は。結婚式なんてしなくても」

　だからその気持ちを正直に伝えたのに、ディルクさんはまるでこの世の不幸を目の当たりにしたかのような悲しげな顔で、私を見つめる。その隣では、ノイくんが不思議そうに目を丸くして私を見上げていた。

　どうしてディルクさんがひどい、と言ったのか、ノイくんにはまだ分からないのかもしれない。思考が幼いのもあるが、ノイくんはこの家からほとんど出たことがないので、そうした世間的な感覚に疎うとい。

　ディルクさんの手が私の手を取り、導かれるように椅い子すから立ち上がった。

「もっと我わが儘ままを言ってもいいんだよ。俺おれは君の味方だからね」

　それから、柔にゆう和わにふっと微笑ほほえむ。すべてを包つつみ込こむような、甘あまく寛かん容ような眼まな差ざしで。

　世の女の子がこぞってうっとりしそうな声である。甘い声も言葉も、その微笑みも私のことを案じてくれているのだと伝わってきた。どれも彼かれ自じ身しんの性格に染しみ付ついた他意のないものだと分かっていても、やはりアマーリエには近づけたくない類たぐいの男性だなあ、と思ってしまう。

　そうこうしているうちに、いつかと同じように大きな音を立てて立ち上がったジギスヴァルトが、私とディルクさんの間に割わり込こんだ。

「だから！」

　言いながら、彼は私の肩かたを摑つかんで自分の方に引き寄せる。怒いかりの滲にじんだ表情が嫉妬であると、もう私にも分かっている。そうなると、指を差して叱しかられても、最も早はや可か愛わいいだけだった。

「おまえは僕ぼくの妻のくせに！」

　それから、私と目が合ったジギスヴァルトは途と端たんに意気消しよう沈ちんし、すすすっと目を逸らす。まるで己おのれの罪と対面したかのように。

「結婚式は……その、あれだが」

　もごもごもご。嫉妬から怒おこっていたのに、罪悪感ですぐに冷静になったようだ。言いにくそうに口籠もりながら、消え入りそうな声で悪かった、と呟つぶやかれる。そんな彼に、どうして口元がにやけずにいられるだろうか。

　そういうジギスヴァルトだから、一緒に暮らして、一緒に笑って、そのそばで生きていきたいと思う。

　不器用な謝罪の言葉に、悪いた戯ずら心ごころをくすぐられて笑い声を漏もらす。彼の表情が、気まずそうなものから怪け訝げんそうなものに変わる前に、素す早ばやく背せ伸のびをした。

　ぎょっと目を開いて後ずさるジギスヴァルトに構わず、距きよ離りを詰つめる。彼の左ひだり肩かたに両手を置いて、その頰ほおにすかさず口づけた。

「いいのよ。私の旦だん那な様」

　それからにっこり笑っても、なかなか反応がない。驚きすぎたのか、と様子を窺うかがっていれば、ジギスヴァルトは目を見開いたまま、顔を真っ赤に染めた。

「……っな、なっなっなっ…………クシェル！」

　苦くるし紛まぎれ、というように、顔を真っ赤にしたままジギスヴァルトが叫さけぶ。ディルクさんの吹ふく口笛の音と、ノイくんの歓かん声せいが聞こえて、楽しくなった私は声を上げて笑った。











あとがき






　初めまして、七なな海みちよと申します。

　本作をお手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。元々ＷＥＢで掲けい載さいしていたのですが、この度たび加筆修正の上、書籍化していただくことが叶かないました。

　さて、そんな『死神令嬢と死にたがりの魔法使い』のお話、楽しんでいただけたでしょうか？　やけに死にたがる魔法使いですが、好意的に受け止めていただければ幸いです。

　魔法使いをはじめ、キャラクターたちにＳｈａｂｏｎ先生が素す敵てきなイラストをつけてくださいました。あまりの美しさ、可か愛わいさに、幸せに打ち震えております。

　そんなＳｈａｂｏｎ先生、多くの相談に乗っていただき、励はげましてくださった担当様、文章を精査してくださった校正様や、より魅力的に彩いろどってくださったデザイナー様など、この本に携たずさわってくださったすべての方に感謝を捧ささげます。

　そして、最後にもう一度、この本を手に取ってくださった読者様に、改めて感謝申し上げます。ありがとうございました。


七海ちよ













電子特典　レーベン家の日常風景









　ジギスヴァルト・レーベンには悲願がある。

　三百という、人としてはあまりにも長すぎる齢の中で、日ごとに強まっていった願いである。最早彼の現在の人格形成の根幹といっても過言ではない。

　しかし、その悲願は、ありとあらゆる魔法に精通し、ありとあらゆる奇跡を起こしてきた彼であっても、成就は遠い夢の彼方だった。

　それでも、少しでもその悲願を成就させるべく、具体的な行動を起こしたのだが……。

「だから、いい加減にして、と言っているんだけど!?」

「ええい、うるさい。離せ！」

「離してほしいならあなたこそ、今すぐその縄から手を離してはどうかしら！」

　腰にしがみ付いた女が邪魔で、ジギスヴァルトは歯嚙みする。彼女はクシェル、彼の妻である。一応──妻である。彼にあまりその実感はない。おそらく、彼女にも。

　そもそもクシェルを妻にと望んだのは、例の悲願を叶えるための取っ掛かりとなれば、と思ったのだ。何を試しても思うようにいかない彼は、半ばやけっぱちに、或いは藁にも縋る思いで、結婚することに決めた。

　そうまでするジギスヴァルトの悲願、それは。

「いいからさっさと死なせてくれ！」

　三百という、人にとっては長すぎる人生を終わらせることである。ジギスヴァルトはいわゆる不老不死と呼ばれる存在だった。けれどそれは、彼自身が望んだ訳ではなく、かつて使用した魔法の代償としてかけられた呪いである。

　百年を生き、二百年を生き、三百年を生きた彼は、もう死にたかった。

　そのために、ことごとく婚約者が死んだことで、『死神令嬢』と呼ばれる彼女に結婚を申し込んだのだ。そうすれば、少しでも死に近づけるのではないか、と淡い割にかなり気合の入った夢を見て。

　クシェルの実家から結婚の約束を取り付けた際には、今か今かと期待しながら自殺行為に勤しんだものである。しかし、今のところ彼女の死神力が発揮される気配はなかった。

　死ねないなら一体何のために結婚したんだ！

　それが最近の彼の心の叫びである。しかも、彼女は死ぬなら離縁して、とジギスヴァルトに迫り、何かと彼の自殺への試みを邪魔してくるのだ。

「それはだめって言っているでしょ！」

　天井から吊り下げた縄を摑んでいたのに、腰を摑んだクシェルが強引に引き剝がそうとする。この女、案外力が強い。抵抗するが、非常に残念なことに力は拮抗していた。

「は、な、せ！」

「ああもう、ご飯！　夕ご飯出来たから！　ほら！　ね!?」

　何とか首を吊ろうとしていたジギスヴァルトは、その言葉にぴたりと抵抗をやめ、抗う身体の力を抜いた。

「わっ！」

　突然拮抗する力がなくなって、クシェルは後ろ向きに転びそうになりながら、たたらを踏んで堪えた。

「急に力を抜かないでよ……」

　疲れたような言葉を、ジギスヴァルトはさして気にしない。彼の関心はすっかり自殺行為から、夕飯へと移っていた。

　死にたい、とそれだけを感じ、食事などはほとんどしてこなかった。そんな荒れた食生活を送っていたのだが、クシェルの作るきちんと調理されている料理を、いたく気に入ったのである。

　クシェルと結婚しても、彼の悲願は未だ叶えられる気配がない。死のうとすれば邪魔をし、邪魔をするなと言えば離縁して、と言う。中々意見は嚙み合わないが、彼女の料理は素晴らしい。

「あ、ジトくん。自殺おわりました？」

　自室から出て食卓へ向かえば、すでに席に付いているノイに出迎えられる。十にも満たない人間の男の子のような見た目をした彼は、その容姿に相応しい純真な目をジギスヴァルトへ向けた。

　達成できなかった悲願をそんな風に問われ、相手に悪気がないと分かるからこそ、彼は顔を顰めた。

「うるさいぞ」

「そうですか？」

　きょとんと首を傾げるノイは、ジギスヴァルトの言葉を内容ではなく、声量に対して言われたと思ったのだろう。

「ほらほら、早く食べましょう」

　そう言いながら、クシェルも席に付く。慌ただしくもあるこの光景こそが、今やレーベン家の日常となろうとしていた。








著

七海ちよ

Chiyo Nanami




関西在住。

ビーズログ文庫アリス『だから彼女はキューピッドになりたい』（イラスト／古屋モコ）でデビュー。




暑さよりも寒さに強いので、秋や冬は妙に活きがいい。気がする。

色々旅行に行きたい、と画策中なもののなかなか実行に移せないのが悩みどころ。










イラスト

Shabon

Shabon




８／29生まれAB型。

秋と言えば、食欲・読書・運動など。

読書の秋と言いたいところですが私は食欲かな…^^;



















イラスト／Shabon

デザイン／Catany design












電子版　ビーズログ文庫







死しに神がみ令れい嬢じようと死しにたがりの魔ま法ほう使つかい




【電でん子し特とく典てん付つき】








七なな海みちよ





[image: ]





2017年11月15日　発行





[image: ]Chiyo Nanami 2017





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『死神令嬢と死にたがりの魔法使い』

2017年11月15日初刷発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





エンターブレイン　カスタマーサポート

［メールアドレス］support@ml.enterbrain.co.jp

（かならず商品名をご明記ください）















item/image/p000-00-7-1.jpg
Bl X m © B






item/image/p000-00-19-1.jpg
|
&;k

.
.
L

e i
EREE s GRS
e s
e i
. b N -
i N\ Kk N\ | i
& N &
E ﬁm G NG G
- D .
NN bl
Ny E 7
NG EEaeE ey
Rt g
g
2 o
N o
e
s «@WW -
: . .
. W
% ¢ .
_ e
o
Ny
/ el
- a0
! i
5 i
s
s e PR
. - .
e S o
L .
fii: S
A, i
L F

.
. e s
L
RS Al
. s
Pl
. L
.
TEEamaaa o
.
Sl e
.
.
SR
oo
.






item/image/p000-00-5-1.jpg





item/image/p000-00-15-1.jpg





item/image/p000-00-38-1.jpg





item/image/p000-00-57-1.jpg





item/image/p000-00-13-1.jpg





item/image/p000-00-30-1.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p000-00-60-1.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p000-00-76-1.jpg





item/image/p000-00-78-1.jpg





item/image/p000-00-29-1.jpg





item/image/p000-00-48-1.jpg





item/image/p000-00-23-2.jpg





item/image/p000-00-46-2.jpg





item/image/p000-00-25-1.jpg





item/image/p000-00-46-1.jpg





item/image/p000-00-23-1.jpg
w1 W rm=BHERN VN





item/image/p000-00-44-1.jpg





item/image/p000-00-65-1.jpg





item/image/p000-00-42-1.jpg





item/image/p000-00-72-1.jpg





item/image/p000-00-69-1.jpg





item/image/p000-00-6-1.jpg
SERIF D
HHFEZLTWD,

~ R g

I¥—UI-0v2a
T19<h 73 T VD RELTIR,
22? I I VERSEDR,





item/image/p000-00-37-1.jpg





item/image/p000-00-8-1.jpg





item/image/p000-00-35-1.jpg





item/image/logo-bslog.png





item/image/gaiji-0001.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章　四度目の縁談



		第一章　輿入れは徒歩で



		第二章　今日も彼は死にぞこない



		第三章　気になる視線



		第四章　願いと懺悔



		第五章　骨身にまで沁みた彼の



		第六章　呪いの代償



		幕間　彼のはなし



		終章　未来の約束



		あとがき



		電子特典　レーベン家の日常風景



		プロフィール



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-33-1.jpg





item/image/p000-00-31-1.jpg





item/image/p000-00-54-1.jpg





item/image/p000-00-80-1.jpg
KK ORI






item/image/p000-00-10-1.jpg





item/image/p000-00-52-1.jpg
it H W

¢

i}
5
id
-4
bt
N
X
7
1%
)






item/image/p000-00-20-1.jpg





item/image/p000-00-41-1.jpg





item/image/p000-00-71-1.jpg





item/image/p000-00-62-1.jpg





